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印 刷 局 売 店 の 開 設 と 販 売 価 格
リ ャ ー ト に お け る 書 籍 販 売
本 屋 街 の 出 現
モ ス ク ワ 以 外 で の 諸 都 市 で の 書 籍 販 売
流 通 の 経 路 と 範 囲
「 1 7 世 紀 の 本 の 道 」
印 刷 局 売 店 の 購 入 者 台 帳 よ り
『 古 版 本 へ の 書 き 込 み 大 全 』 （ 第 1 分 冊 ） よ り
地 名 の 合 計
販 売 経 過 の 実 例
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 （ 第 2 版 ）
モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』
『 初 等 読 本 』
ヴ ァ リ ハ ウ ゼ ン 著 『 歩 兵 の 戦 闘 構 造 の 理 論 と 計 略 』
ス モ ト リ ッ キ イ の 『 文 法 』
第 3 章 　 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷
　 1 7 世 紀 初 頭 の 書 籍 印 刷 は 生 産 体 制 、 刊 本 の 内 容 と も に 1 6 世 紀 の 延 長 線 上
に あ っ た 。 だ が 1 5 8 0 年 代 の 末 か ら よ う や く 安 定 し た 状 況 の も と で 行 わ れ る
よ う に な っ て い た ロ シ ア の 書 籍 印 刷 は 、 1 7 世 紀 早 々 に ま た 新 た な 困 難 に 直
面 し た 。 そ れ は ス ム ー タ と 呼 ば れ る お よ そ 1 0 年 に わ た る 動 乱 の 時 代 が 続 い
た こ と に よ る 。
　 1 7 世 紀 の 書 籍 印 刷 は ス ム ー タ の 時 代 か ら 世 紀 末 に 至 る ま で 絶 え ず 社 会 お
よ び 政 治 の 動 向 に 左 右 さ れ 続 け た 。 〈 表 1 ＞ は 1 7 世 紀 を 1 0 年 ご と に 区 切 っ て
モ ス ク ワ に お け る 刊 行 点 数 を 示 し た も の だ が 、 こ の 数 字 は 情 勢 を 如 実 に 反
映 し て い る 。 た だ し 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷 に は 刊 行 点 数 だ け か ら で は 直
接 読 み と る こ と は 出 来 な い 変 化 が 生 じ て い る 。 そ れ は そ の 時 々 の 皇 帝 お よ
び 総 主 教 の 意 向 に よ り 刊 行 さ れ る 書 籍 の 主 題 が 大 き く 左 右 さ れ た こ と に よ
る 。 具 体 的 に は 第 3 節 で ふ れ る こ と と し て 、 〈 表 2 ＞ で 見 る よ う に 奉 神 礼 書
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〈表1＞17世紀モスクワにおける刊行点数の推移
年代 刊行点 注　　　　　　記
1601－161013 1603，1605，1608年は印刷だけで刊行は1点もなし
1611－162010 1611－1613年は印刷も刊行もなし。
1614，1617年は刊行なし。
1621－163044
1631－164068 このうち15点はプールツォフによる刊行
1641－165078 〃　2点　　　　　〃
1651－166061 このうち1点は1枚物
1661－167042
1671－168033 このうち4点は「御上の印刷所」による刊行
1681－169064 〃　2点　　　　　　〃
1691－170070
計 483
　　　　　　　　　　　　　　　（「キセリョーフ論文』132頁を参考に作成）
が全体の85％を占めてはいるが、奉神礼書ではない宗教書や世俗的（非教会
的）内容の出版物もわずかではあるが登場する。
　印刷所は基本的には16世紀と同じようにモスクワの国営印刷所似下、モ
スクワ印刷所と記す）1ケ所であった。ただし17世紀前半に、モスクワ印刷
局（以下、印刷局と記す）からの賃貸による印刷活動というこの時代として
は特殊なケースがあった。また17世紀後半には例外的なふたつの印刷所が
存在した。これらについては第3章第3節で詳述する。
　17世紀の書籍印刷に関連する研究は、16世紀と比較して資料がはるかに
多く保存されているため、その多くは推定や仮説によってではなく具体例
に基づいて行われている。これはとくにルッポフの地道な研究活動による
原資料発掘に負うところが大きい。したがって第3章の書籍印刷、第4章
の流通の両章ともルッポフの一連の研究を軸に、『キセリョーフ論文』『ジ
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ヨ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 そ の 他 に 基 づ い て 論 を す す め る 。 （ 姓 の 女 性 形 の 末 尾 の
表 記 一 ヴ ァ を さ か の ぼ っ て 一 ワ と 修 正 し 統 一 す る ） u ・
　 な お 、 ロ シ ア は 1 6 5 4 年 に ウ ク ラ イ ナ の 一 部 分 を 併 合 す る が 、 ド ニ エ プ ル 左
岸 の ウ ク ラ イ ナ 及 び 右 岸 の 都 市 キ エ フ を 含 む 国 境 線 が ほ ぼ 確 定 す る ま で に
は 紆 余 曲 折 が あ る の で 、 第 6 章 で ウ ク ラ イ ナ を 一 括 し て 論 ず る こ と と す る 。
　 第 1 節 　 ス ム ー タ （ 動 乱 ） の 時 代
　 （ 1 ） 時 代 背 景
　 書 籍 印 刷 に つ い て ふ れ る 前 に 、 1 6 世 紀 末 か ら 1 7 世 紀 初 頭 に か け て の 時 代
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t a g o ｝
背 景 に つ い て ス ク ル ィ ン ニ コ フ の 一 連 の 著 作 お よ び 『 ソ ビ エ ト 歴 史 百 科 』
を 参 考 に 少 し 詳 し く 述 べ て お こ う 。
　 1 5 8 4 年 に イ ヴ ァ ン 4 世 （ 雷 帝 ） が 没 し た あ と 息 子 フ ヨ ー ド ル が 同 年 に 即 位
し フ ヨ ー ド ル 1 世 を 名 乗 っ た が 、 か れ は 1 5 9 8 年 1 月 6 日 に 4 0 才 で こ の 世 を
去 っ た 。 フ ヨ ー ド ル に は 娘 が ひ と り い た だ け で そ の 娘 も 幼 少 の 頃 に す で に
亡 く な っ て お り 、 皇 位 を 継 承 す る 子 孫 は な か っ た 。 ま た 、 フ ヨ ー ド ル 以 外
の イ ヴ ァ ン 4 世 の 3 人 の 息 子 た ち も す で に 没 し て い た の で 、 こ の 時 点 で 8 6 2
年 以 来 の リ ュ ー リ ク 朝 は 途 絶 え た 。 そ し て こ れ は そ の 後 の 情 勢 流 動 化 の 大
き な 要 因 と な っ た 。
　 フ ヨ ー ド ル の 死 後 、 貴 族 、 高 位 聖 職 者 、 モ ス ク ワ 士 族 、 商 工 住 民 の 代 表
か ら な る 全 国 会 議 （ ゼ ム ス キ ー ・ ソ ボ ー ル ） が 召 集 さ れ 、 ポ リ ス ・ ゴ ド ゥ ノ
ブ が 皇 帝 に 選 出 さ れ た 。 か れ は フ ヨ ー ド j v 　 1 世 の 後 見 人 と し て 1 5 8 4 年 以 来
権 力 の 座 に あ っ た が 、 こ の 時 点 か ら 名 実 と も に 最 高 権 力 の 座 に つ い た 。 し
か し な が ら か れ の 前 途 は 多 難 で あ っ た 。
　 イ ヴ ワ ン 4 世 の 4 人 の 息 子 の う ち ・ 7 回 目 の 結 婚 相 手 （ 最 後 の 皇 妃 ） マ リ ヤ
・
フ ェ ド b ヴ ナ ・ ナ ガ ー ヤ と の 間 に 生 ま れ た ド ミ ト リ イ は 、 父 イ ヴ ァ ン の
死 後 に 母 と 共 に 送 ら れ て い た ウ グ リ チ （ モ ス ク ワ の 北 北 東 2 1 0 k m ） に お い て 、
i 5 9 1 年 、 1 0 才 の 時 に 非 業 の 死 を 遂 げ て い た 。 か れ の 死 に 関 L て は 三 つ の 説
が 巷 間 に 流 布 し て い た 。 第 1 に は ポ リ ス ・ ゴ ド ゥ ノ ブ の 刺 客 に よ る 殺 害 説 。
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これはドミトリイの死の直後から語られており、根強く囁かれ続けた。第
2はドミトリイがナイフで遊んでいた時の事故死説。ただし、これは事故
といえども“自殺”とみなされ、聖人に叙するこどが出来なくなるのでロ
シア教会が認めなかった。第3は、殺害されたのは別人で、ドミ下リィは
逃亡に成功したという説。これは当時の交通事情や10才というドミトリイ・
の年令などを考えあわせて、現在では信懸性のないものとされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tニ9I｝　真相は謎に包まれたままだが、後になってポーランド共和国内に逃亡説
を利用してドミトリイを名乗る人物が二度も出現する。そして、そのたび
にこれらの人物を皇子に仕立てあげロシアへの侵略をはかる第1、第2の
偽ドミトリイ事件がポーランド人によって引き起される。さらにポーラン
ドは直接的な軍事行動もとった。そして1610年にはついにモスクワを占領
し、それは2年間におよんだ。ロシアはまたこの時期に北方からスウェー
デンの侵攻をも受け、1611年にノヴゴロドを占領される事態に陥っている。
　一方、農村部に目を転じると、そこではフヨードル1世が在位していた
1590年代半ばからすでに奴隷たちの散発的な一揆が見られたが、1601年か
ら1603年にかけて続いた冷害、厳寒、早魅による大飢饅は多数の死者を出
し、また全国各地により大きな蜂起を引き起した。スクルィンニコフ著『ポ
リス・ゴドゥノブ』（148頁）によれば大飢饅の惨状は次のようなものであっ
た。1601年は長雨と例年より早く訪れた冷え込みによる冷夏で穀物は実ら
ず、秋播きのライ麦もほとんど実らなかった。1602年、1603年と続いた厳
寒がこの状況に追い打ちをかけ農村にはすでに種播きするものが何も残っ
ていなかった。1601年春にすでに値上がりしていた穀物の価格は1年後に
は6倍に高騰し、それからさらに3倍も跳ね上った。このため住民の貧困
層のみならず、中流の階層も高い穀物を買うことが出来なかった。やがて
備蓄した食料も底をつき、飢えた人々は猫や犬を捕え、さらには草やリン
デンの樹皮、そしてついには人間の死体まで食べた。この大飢饅の時に当
局はモスクワだけで三つの大きな共同墓地に12万人の死者を埋葬したとい
う。この数にはモスクワの都市住民だけではなく近隣から流入した農民な
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ど も 含 ま れ て い る が 、 1 7 世 紀 に モ ス ク ワ 人 口 は 2 0 万 人 に 達 し た と 『 モ ス ク
ワ 史 （ 全 6 巻 ） 』 第 1 巻 （ 4 4 6 頁 ） で 述 べ ら れ て い る 数 字 と 比 較 し て み る と 事
態 の 深 刻 さ が 一 層 明 瞭 に な る 。
　 ロ シ ア は や が て 長 く 続 く 動 乱 の 時 代 を む か え る が 、 次 に そ の 主 だ っ た 事
柄 だ け を 列 記 し て お こ う 。
1 6 0 2 年
1 6 0 4 年
1 6 0 5 年
1 6 0 6 年
1 6 0 7 年
1 6 1 0 年
1 6 1 1 年
1 6 1 2 年
1 6 1 3 年
ロ シ ア か ら 逃 亡 し て き た 若 い 修 道 士 グ レ ゴ リ ィ ・ オ ト レ ビ エ フ が リ ト
ワ の ヴ ィ リ ノ に 現 わ れ ド ミ ト リ イ を 名 乗 る 。
秋 ／ ポ ー ラ ン ド の 大 領 主 た ち が 提 供 し た 数 千 の 強 力 な 軍 隊 と 共 に 偽 ド
ミ ト リ イ が ロ シ ア に 侵 入 。
％ ポ リ ス ・ ゴ ド ゥ ノ ブ 急 死 。 同 日 ゴ ド ゥ ノ ブ の 息 子 で あ る 1 6 才 の フ ヨ
ー
ド ル が 即 位 し フ ヨ ー ド ル 2 世 を 名 乗 る 。
％ 市 民 の 反 乱 に よ り フ ヨ ー ド ル は 母 親 お よ び 姉 妹 と 共 に 逮 捕 さ れ る 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ の 命 令 に よ り フ ヨ ー ド ル と 母 親 が 殺 害 さ れ る 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ 即 位 。 ド ミ ト リ イ 1 世 を 名 乗 る 。
％ モ ス ク ワ で 商 工 住 民 の 暴 動 発 生 。 そ の 後 反 乱 に 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ 暗 殺 さ れ る 。
大 貴 族 ヴ ァ シ ー リ ィ ・ シ ュ イ ス キ イ 即 位 。 ヴ ァ シ ー リ ィ 4 世 を 名 乗 る 。
夏 ／ ロ シ ア 南 部 で 農 民 と 奴 隷 の 反 乱 が 起 き る 。 や が て イ ヴ ァ ン ・ ボ ロ
ト ニ コ フ が そ の 指 揮 者 と な る 。
政 府 軍 が ボ ロ ト ニ コ フ の 反 乱 を 鎮 圧 。
第 2 の 偽 ド ミ ト リ イ が ポ ー ラ ン ド 共 和 国 の 数 千 の シ ュ ラ フ タ （ 小 貴 族
・
領 主 階 級 ） と 共 に ロ シ ア に 侵 入 。 そ の 後 2 年 間 政 府 軍 と の 間 で 戦 闘
が 続 く 。
ポ ー ラ ン ド 軍 が ロ シ ア に 侵 入 。 モ ス ク ワ を 占 領 。
％ 第 2 の 偽 ド ミ ト リ イ 暗 殺 さ れ る 。
首 都 解 放 軍 が 組 織 さ れ る 。
ス ウ ェ ー デ ン 軍 が ノ ヴ ゴ ロ ド を 占 領 。
ポ ジ ャ ル ス キ イ が 率 い る 解 放 軍 が モ ス ク ワ を 奪 回 。 ポ ー ラ ン ド 軍 退 却 。
％ ミ ハ イ ル ・ ロ マ ノ ブ が 全 国 会 議 で 皇 帝 に 選 出 さ れ る 。
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　 こ の よ う に し て 1 6 0 4 年 か ら 目 ま ぐ る し く 続 い て い た 動 乱 は ミ ハ イ ル ・ ロ
マ ノ ブ の 即 位 を 境 に し て 終 り を 告 げ 、 国 内 の 秩 序 や 経 済 的 機 能 も 徐 々 に 回
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復した。そしてこれは以後300年間にわたって続くロマノブ朝の始まりでも
あった。
　以上に見た情勢はモスクワにおける出版活動にも直接的に反映している。
とくにポーランド軍の侵攻を受け、1610年9月からモスクワを占領されて
いた時代に最悪の事態が起きている。1611年に印刷所が破壊され、そのう
え焼き払われてしまったのである。そのためモスクワでの印刷活動は1614
年6月に再開されるまで空白となる。
　この期間に被害を蒙ったのは印刷所だけではなかった。モスクワ解放軍
を組織して闘いに起ち上ったロシア人たちの包囲網により食糧難に陥った
ポーランド人たちが、チュードブ修道院の中を探し回って羊皮紙で作られ
た写本を手あたり次第持ち出して、釜ゆでにして食べてしまったという話
　　　　　　　　（E92）が伝えられている。
　（2）　印刷活動
　17世紀初頭からモスクワ印刷所が破壊されるまでの間、印刷局には三つ
の《イズバー（H36a）》と呼ばれるセクションがそれぞれのマステルのもと
　　　　　　　（’th93）で機能していた。
　第1の《イズバー》は1587年から印刷活動をしていたアンドロニク・チ
モフェーエフ・ネヴェージャ（AHApQHHK　THMo｛i）eeB　HeBe｝Ka）を長としていた
が、1603年頃にかれが没したあとは息子のイヴァン・アンドロニコフ・ネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛trg4）ヴェージン（1・IBaH　AHnpoHMKoB　HeBe＞KHH）が継いでいる。ネヴェージャの時
代に、『小時課経』（〔1601年〕）、『奉事経』（1602年）、『聖詠経』（1602年）の3
点が刊行される。そしてネヴェージンの時代には『五旬経』（1604年）、『聖
使徒経』（〔1606年〕）、『三歌斎経』（〔1607年〕）、『月課経9月』（1607年）、『月
課経10月』（1609年）、『月課経11月』（1610年）の6点が刊行されている。そ
のほかに完結していない『月課経12月』（1610／11年頃）があるが、これは印
刷所が破壊されたために未完成のまま残されたものと考えられる。この第
1の《イズバー》は三つのうちの中心的な存在であった。
　第2の《イズバー》は1605年にアニシム・ミハイロフ・ラヂシェーフス
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キ イ （ A H H c M M 　 M H x a M 」 o B 　 P a n M 田 e B c K m b ） を 長 と し て 組 織 さ れ た 。 か れ は 1 5 8 6
年 に リ ト ワ か ら モ ス ク ワ に 来 て 製 本 の マ ス テ ル と し て 働 き 始 め た 多 才 な 人
物 で 、 の ち に そ の 才 能 が 認 め ら れ た の で あ ろ う 。 第 2 の 《 イ ズ バ ー 》 に よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ス タ － フ
り 印 刷 さ れ た の は 『 福 音 経 』 （ 〔 1 6 0 6 年 〕 ） と 『 奉 事 規 定 』 （ 〔 1 6 1 0 年 〕 ） の 2 点
だ け だ が 、 芸 術 性 と 技 術 的 完 成 度 は ロ シ ア に お い て 高 く 評 価 さ れ て い る 。
し か し な が ら 『 奉 事 規 定 』 は そ の 「 前 が き 」 の 中 に 異 端 と み な さ れ る 意 見
の 表 明 が あ る と の 理 由 で 発 禁 処 分 と な っ た 。 そ れ 以 後 ラ ジ シ ェ ー フ ス キ イ
に よ る 刊 本 は 知 ら れ て い な い 。 後 年 の 資 料 に よ れ ば 、 か れ は 「 大 砲 お よ び
鐘 鋳 造 の マ ス テ ル 」 と 呼 ば れ て い る が 、 1 6 2 9 年 以 降 は 名 前 が 見 あ た ら な い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r g 5 ）
こ と か ら 1 6 3 0 年 頃 に 没 し た も の と 考 え ら れ て い る 。
　 第 3 の 《 イ ズ バ ー 》 は ニ キ ー タ ・ フ ヨ ー ド ロ フ ・ フ ォ ー フ ァ ノ ブ （ H H K H T a
・ … p ・ ￥ ・ φ a H ・ B ） ま た の 名 は ア ニ キ ー タ ・ フ ・ 一 ド ・ ヴ ・ チ ・ フ ・ 一 フ ・ ノ
ブ （ ・ ・ 一 Φ ・ n ・ P … ￥ Φ a H ・ B ） が 長 と な っ て い た ・ ・ 6 ・ 9 年 1 1 月 に ・ 総 月 課
経 』 を 刊 行 し で い る の で 、 従 来 の 作 業 速 度 か ら 考 え て 1 6 0 8 年 1 1 月 頃 ま で に
こ の 《 イ ズ バ ー 》 が 開 設 さ れ た も の と 考 え る こ と が で き る 。 フ ォ ー フ ァ ノ
ブ は プ ス コ フ の 出 身 で 生 年 は 不 詳 。 1 7 世 紀 前 半 に 集 中 的 に 使 わ れ た 《 ニ キ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ I E 9 6 ）
一
タ 活 字 》 を 作 っ た 人 物 で 、 1 6 0 6 年 か ら 活 字 を 作 っ て い た 。 か れ は 『 総 月
課 経 』 刊 行 後 の い ず れ か の 時 点 で 第 3 の 《 イ ズ バ ー 》 を モ ス ク ワ の 東 方 約
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ i m e 7 ）
4 0 0 k m の ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド に 運 び 出 し て い る 。 こ れ は ど の 時 点 で 移 転
し た の か に よ っ て そ の 意 昧 あ い が 異 な っ て く る 。 モ ス ク ワ 解 放 以 前 で あ れ
ば 避 難 、 そ れ 以 後 で あ れ ば 再 建 準 備 と 考 え る こ と が 出 来 る 。 そ の ど ち ら で
あ る に し て も 移 転 先 に 東 方 の ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ コ ロ ド を 選 ん だ の は 、 西 方
か ら の ポ ー ラ ン ド 軍 の 新 た な 侵 攻 を 警 戒 し て の こ と で あ ろ う 。 ま た ニ ー ジ
ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド は ヴ ォ ル ガ 河 畔 に 位 置 し て い る の で 、 緊 急 の 場 合 に は ヴ
ォ ル ガ 河 を 南 下 し て さ ら に 避 難 す る こ と も 考 え ら れ て い た で あ ろ う 。 1 6 1 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ M 9 8 ）
年 1 2 月 に 当 地 で 『 ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド の 印 刷 の 記 念 碑 』 と 呼 ば れ る フ
ォ リ オ 版 6 葉 （ 1 2 頁 ） の 出 版 物 を 印 刷 し て い る 。 こ れ は ス ム ー タ の 時 代 の 出
来 ご と を 記 述 し た も の で 、 現 存 が 確 認 さ れ て い る 中 で は ロ シ ア で 最 初 の 世
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俗的出版物と考えられる。この他の出版物は発見されてy・ない。
　以上、17世紀最初の10数年間にわたる印刷局の三つの《イズバー》の活
動について見てきたが、ここから次の2点を読みとることが出来る。
　第1は、困難な状況のもとでも印刷活動は継続して行われていたこと。
1603、1605、1608年はいずれも刊行するまでには至っていないが、翌年に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tS99｝刊行された書籍の印刷にとりかかっているので中断の年ではない。
　第2に、三つの《イズバー》の活動内容はすでに見てきたように、116世
紀から続いているのは第1の《イズバー・》だけで、第2、第3の《イズバ
ー》は明らかにスムータの時代に新設されている。これは目ま◇るし・く支
配者が交替する状況下でもモスクワ印刷所の拡充・強化がはかちれていた
ことを意味し、注目に値する。
　第2節　17世紀前半の印刷活動一復興から最盛期へ
　（1）復興そして拡充・強化
　ミハイル・ロマノブ（在位1613－1645）が帝位についてから徐々に国内の
秩序回復がはかられ、経済的再建も少しずつ進むなかで、印刷所ほ1614年
にニージニィ・ノヴゴロドからモスクワのクレムリン（内城）の中へ移され
る。フォーファノブは同年6月5日に『聖詠経』の印刷に着手し、翌1615
年1月6日に刊行している。そしてこれ以降モスクワにおける印刷活動の
中断はなかった。モスクワでの印刷活動再開後フォーファノブ以外に名前
が伝えられているマステルはコンドブート・イヴァノブ（KOH以paT　HBaHδB）、
オーシプ・ネグリューエフ（OCHn　HerPioeB）またの名をオ←シプあるいは
イヨシフ・キリッロフ（”ocnab　KHP”nnOB）、ニーコン・ドミト・リエフ（HHKOH
丑MHTPHeB）の3人のみで、第1の《イズバー》の長であったネヴェージンの
名は見当らない。
　1620年までEP刷局のための豪壮な石造建築がニコーリスカヤ通りの元の
場所に完成し、印刷所も移転する。当時、石造建築はまだ極く少数であり、
これを印刷局のために新築することそのものが権力者たちの書籍印刷への
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積 極 的 な 姿 勢 を 象 徴 し て い た 。
　 1 6 2 2 年 の 時 点 で 、 印 刷 局 に は ふ た つ の 《 イ ズ バ ー 》 と ふ た つ の 《 シ ュ タ
ン プ （ I I I T a M n ） 》 （ 「 基 幹 」 の 意 ） が あ っ た 。 印 刷 機 は フ ォ ー フ ァ ノ ブ と ド ミ ト
リ エ フ の 《 イ ズ バ ー 》 に 各 1 台 、 ネ ヴ リ ュ ー エ フ と コ ン ド ラ ー ト の 《 シ ュ
タ ン プ 》 に 各 2 台 の 合 計 6 台 で あ っ た 。 こ れ が 1 6 2 4 年 に は 8 台 、 1 6 2 9 年 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 o o ）
は 9 台 、 そ し て 1 6 3 3 年 に は 1 4 台 と 急 増 し た 。
　 強 化 策 と し て 印 刷 機 の 台 数 増 の 他 に 、 印 刷 所 付 属 の 一 連 の 工 房 が 作 ら れ
た 。 そ れ ら は 活 字 鋳 造 所 、 絵 画 ・ 彫 刻 、 製 本 、 指 物 の 各 工 房 、 鍛 冶 場 、 採
鉱 場 （ イ ・ ク 用 礪 が 出 る ） お よ び ニ ス を 熱 す る た め の 炉 床 で あ つ
蕊 こ ち
ら の 方 は 石 造 で は な く 、 木 造 の 複 数 の 建 物 の 中 に 設 置 さ れ て い た 。
　 刊 行 さ れ た 書 籍 の 点 数 も 当 然 の こ と な が ら こ の 状 況 を 反 映 し て 着 実 に 増
加 し た 。 再 建 後 2 0 年 間 の 年 毎 の 推 移 は 次 の 通 り で あ る
1 6 1 5 年
1 6 1 6
1 6 1 8
1 6 1 9
1 6 2 0
1 点
1
3
4
1
1 6 2 1 年
1 6 2 2
1 6 2 3
1 6 2 4
1 6 2 5
3 点
3
4
4
7
1 6 2 6 年
1 6 2 7
1 6 2 8
1 6 2 9
1 6 3 0
3 点
4
3
3
1 0
1 6 3 1 年
1 6 3 2
1 6 3 3
1 6 3 4
1 6 3 5
6 点
4
9
5
7
　 な お 、 1 6 2 7 年 に は こ の 他 に 検 閲 に よ り 未 完 成 の ま ま 残 さ れ た キ リ ス ト 教
の 『 大 教 理 問 答 集 』 が 1 点 あ る 。 （ 本 章 第 4 節 （ 3 ） 検 閲 の 項 参 照 ）
　 技 術 面 に 関 し て は 、 『 4 0 0 年 史 』 が 1 6 2 0 年 代 に お け る 印 刷 作 業 の 分 業 化 の
進 展 に つ い て ふ れ て い る が 、 そ の 内 容 を 次 の 3 点 に ま と め る こ と が 出 来 る 。
　 1 ． 1 6 1 2 年 の 予 算 の 見 積 り の 中 で は 、 マ ス テ ル の 他 に 活 字 鋳 造 工 、 画 家 、
彫 版 師 、 指 物 師 、 鍛 冶 工 が 含 ま れ て い る が 、 植 字 工 お よ び 印 刷 工 は な い 。
　 2 ． 1 6 2 0 年 代 の 資 料 で は 分 業 の 進 展 が 見 ら れ 、 各 印 刷 機 に は マ ス テ ル の
他 に 植 字 工 2 名 、 印 刷 工 4 名 、 イ ン ク 塗 り 工 5 名 の 配 置 が 示 さ れ て い る 。
の ち に イ ン ク 塗 り 工 の う ち 1 名 が 解 版 工 と な り 、 4 職 種 1 1 名 の 印 刷 チ ー ム
が 確 立 す る 。
　 3 ． 1 6 2 8 年 の 俸 給 の 見 積 り に 、 活 字 鋳 造 工 2 名 、 製 本 工 1 名 、 画 家 1 名 、
一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛EIo2）彫版師3名、指物師3名、鍛冶工2名分が含まれている。
　これらの資料から1620年代には技術面でも確かにその後の発展の基礎を
作りあげる努力が払われていたことは見てとれる。しかしながら、1612年
の資料や数字を比較の対象にして1620年代の分業の進展を論ずるのは、あ
まりにも単純であり、不適切である。すでに述べたように1611年に印刷所
が破壊され、1611年から1613年まではモスクワにおいては印刷活動が行わ
れていない。印刷所が活動停止状態という非常時の予算の見積りに植字工
や印刷工が含まれていないことは、必ずしも植字工や印刷工が存在しなか
ったことを意味しない。むしろ印刷機の構造や印刷の工程から考えれば、
1組11人のチームはともかくとして、マステルしかいないことの方が不自
然である。現に第2章第1節（第40号、116頁）で紹介した『アモーソフ論文』
では、すでにアノニームナヤ・チポグラフィヤ（無名称印刷所または匿名印
刷所）の時代にある程度の分業が行われていたことを推測している。
　したがってこの点をふまえて、ここで次の解釈を示しておきたい。1612
年の予算の見積りにある職種は、マステルを別とすればいわば準備段階に
携わる人たちである。これに対して植字工、印刷工、そして上の記述から
漏れているインク塗り工は実行部門といえる。1612年の時点で当局は準備
段階の職人だけを確保し、実行部門の職人たちはモスクワでの印刷再開ま
で“一事帰休”とした。こう考えれば、1614年6月5日の再開から半年後
の1月6日に『聖詠経』を刊行し、書籍印刷の再興をはかりはじめた早い
立ち直りにも説明がつく。
　ところで、第2章第3節（第40号、128頁）において、刷り枚数1日2，400
枚のノルマと印刷機1台ごとに11人のチームが組まれていたことを関連さ
せて交替制勤務が行われていたのではないかという推測を述べ、今後の課
題としておいた。その後この推測を裏付ける文献を見出すことが出来たの
で紹介しておきたい。
　1965年にモスクワで出版されたJI。　A．ヴェジーロワ編『ロシアの書物史読
　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ハ本』に「17世紀のモスクワ印刷局」の章があり、その中に17世紀前半の印
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刷 局 で の 責 任 分 担 に ふ れ た 節 が あ る 。 こ れ は 1 9 1 3 年 に モ ス ク ワ で 出 版 さ れ
た A 言 　 A ． ボ ク ロ フ ス キ イ 著 『 1 7 世 紀 前 半 の モ ス ク ワ 印 刷 局 付 録 I I 』 か ら 抜 粋
し た も の だ が 、 そ の 第 5 項 に 次 め 記 述 が あ る ： 「 植 字 工 は 組 版 す る こ と 、
印 刷 工 は 用 紙 に 印 刷 す る こ と 、 イ ン ク 塗 り 工 は イ ン ク を 塗 る こ と が 職 務 で
あ る 。 各 印 刷 機 に は 植 字 工 2 名 、 印 刷 工 4 名 、 イ ン ク 塗 り 工 4 名 の 合 計 1 0
名 ず つ 酋 己 置 さ れ る が 、 仕 事 は 全 員 で は な く 5 名 ず つ が 交 替 で 、 4 日 ず つ 、
休 息 つ き で 働 く 。 各 印 刷 機 で は 毎 日 、 朱 色 な し の 黒 イ ン ク の み で 片 面 な ら
ば 2 ， 4 0 0 枚 ｛ 両 面 の 場 合 は 1 ， 2 σ 0 枚 を 印 刷 す る 。 各 葉 は （ 2 色 刷 り の 場 合 は ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 o 4 ）
両 面 で 合 計 4 回 印 刷 さ れ る の で 2 日 で 刷 り 上 る 」 。 解 版 工 に つ い て は 記 さ れ
て い な い が 、 イ ン ク 塗 り 工 の 5 人 の う ち の 1 人 が 解 版 工 に な っ た こ と は 前
述 し た 通 り で あ る 。 た だ し イ ン ク 塗 り 工 の 人 数 が い つ か ら 5 人 に な っ た の
か 、 解 版 工 の 勤 務 日 数 は 交 替 制 勤 務 と の 関 係 で ど の よ う に な っ て い た の か 、
そ し て 交 替 制 勤 務 が 行 わ れ て い た 時 代 は い つ か ら い つ ま で な の か と い う 3
点 に つ い て は 不 明 の ま ま 残 る 。
　 ② 　 プ ー ル ツ ォ フ の 印 刷 活 動 に つ い て
　 1 6 3 0 年 初 め か ら 1 6 4 0 年 代 初 め に か け て ヴ ァ シ ー リ ィ ・ フ ヨ ー ド ロ フ ・ プ
ー
ル ッ ォ フ ＝ プ ロ ト ポ ポ ラ （ B a c H r m t i Φ e n o p o B 　 B Y p u o B ・ n p o T o n o n o B 、 生 没 年 不
詳 ） と い う 《 マ ス テ ル 》 が 従 来 と ・ は ま っ た く 異 な る 条 件 の も と で 印 刷 活 動 を
し て い る 。 『 4 0 0 年 史 』 に よ れ ば 、 プ ー ル ツ ォ フ は 印 刷 終 了 後 に 刊 行 部 数 を
現 金 化 じ て 返 済 し な け れ ば な ら な い 貸 付 け を 国 庫 か ら 受 け て い た 。 か れ の
下 に は 印 刷 機 2 台 と 職 人 2 5 名 が 配 置 さ れ て い た が 、 職 人 た ち の 一 部 分 は 賃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t S 1 o 5 ）
仕 事 で 働 い て い た 。 ま た 「 印 刷 設 備 の 独 特 な 賃 貸 に 関 し て 話 題 に な っ た 」
セ も 述 べ ら れ て い る こ と か ら 、 印 刷 機 そ の 他 の 必 要 な 設 備 一 式 を か れ が 借
り て い た こ と を 推 測 で き る 。 し か し 賃 貸 料 や 正 規 職 員 の 人 件 費 の 支 払 い 等
に つ い て は 不 明 で あ る 。 シ ー ド ロ フ に よ ㌔ れ ば 、 プ ー ル ツ ォ フ は 《 書 記 官
（ n O l u ， f l H t i ） 》 の 地 位 に あ り 、 こ れ は 《 マ ス テ ル 》 と み な さ れ る 他 の 印 刷 者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a I o 6 ）
た ち よ り も 高 い 地 位 で あ っ た 。
　 こ の ほ か 近 年 の 研 究 に よ り い く つ か 点 が 新 た に 明 ら か に さ れ て い る 。 ま
一
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ず資金面では総主教フィラレート
（ΦH，napeT、在位1619－1633）の命令
により1632－1633年にかけて「新た
なシュタンプ」を建設するためにプ
ールツォフに対して総主教庁の資金
と書籍印刷事業庁の補助金から1，132
ループル5アルトィンが渡されてい
る。運営面ではプールツォフは単に
技術面を管理していたにすぎず、編
集や校正は他の人物があたっていた
との推測がなされている。また、か
れは字母の彫刻家だったこと、年俸
は60ループルだったことなども言及
　　　　　くte1o7）されている。
1㌘
篠ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　図1　プールツォフの『初等読本』第2版
　 　　　　　　　　　　　　　　　（1637年刊）の学校の挿絵。（『400年史』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　55頁より）
　かれが刊行したのは合計17点で、その内訳は『聖詠経』4点、『小時課経』
　　　　　　　（tS1o8）2点、『初等読本』2点、『月課経9月』、『奉事経』、『聖詠経（補足付き）』、
　　　　　　　　　　　　　　｛1o9）　　　　　（　tllO）　　　　　　｛tS111｝　　　　　　　　　　G　l12｝
『聖使徒経』、『福音経（学習用の）』、『聖暦』、『六日経』、『規定（カノン）』、
『聖事経』各1点。これぢ17点の版型はフォリオ（ニッ折）版5、四折版5、
八折版6、16折版1で、それ以前のロシアの印刷書籍の版型がフォリオ版
60％、四折版30％。八折版10％であったのと比較すると、小型でより安価
になっている。刊行部数に関しては印刷局の当時の刊行部数にてらじて『初
等読本』、『小時課経』、『規定（カノン）』、『聖暦』は各2，400部、その他は1，200
　　　　　　　　（ta113）部との推定がある。上記17点以外に1633年に1点、1634年に2点を刊行し、
また印刷局の出版物を5－－7点刊行したとの研究もあるが現物の確認およ
びタイトルの特定はされていない。
　出版物として特筆に値するのは、まず第1に2点の『初等読本］，であ
る。1634年の『初等読本』はロシアの国内で初めて出版された子供に読み
書きを教えるための教科書である。1637年には第2版が刊行されるが、そ
一 13一
の 中 に 少 年 を 鞭 で “ 教 え る ” 学 校 を 描 い た 版 画 の 口 絵 が あ る （ 図 1 ） 。 こ
れ は ロ シ ア の 印 刷 書 籍 に お い て は 初 め て の 《 世 俗 的 》 主 題 の 挿 絵 と い わ れ
　 　 　 （ t Z 1 1 4 ）
て い る 。 ま た こ の 第 2 版 の 最 初 の 方 の ペ ー ジ に は プ ー ル ツ ォ フ の 作 と み な
さ れ て い る 目 的 と 教 え 方 に つ い て の 音 節 詩 （ ポ ー ラ ン ド 詩 法 の 影 響 の も と に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 1 5 ｝
ロ シ ア で は 1 7 ～ 1 8 世 紀 に 広 く 行 わ れ た ） が あ る 。 ど ち ら の 版 も 八 つ 折 版 で 、
内 容 は 正 教 会 の 通 常 の テ キ ス ト の 抜 粋 に よ り 作 成 さ れ て い た と い う 。 ブ ー ．
ル ッ ォ フ は 『 初 等 読 本 』 を 刊 行 し た こ と か ら 当 時 《 初 等 読 本 の 書 記 官 》 と
呼 ば れ て い た 。
　 プ ー ル ツ ォ フ の 出 版 物 に は ウ ク ラ イ ナ や ベ ラ ル ー シ の 影 響 が 現 わ れ て い
る 。 た と え ば 、 1 6 4 1 年 刊 の 『 規 定 （ カ ノ ン ） 』 に は 標 題 紙 が 付 さ れ て い る が 、
こ れ は ロ シ ァ の 刊 本 と し て ぱ 初 め て の こ と で 、 ウ ク ラ イ ナ の 出 版 物 の 影 響
と み ら れ て い る 。 た だ し 、 標 題 紙 が ロ シ ア で 一 一 般 化 す る の は 1 6 6 0 年 以 降 の
こ と で あ る 。 オ ー ナ メ ン ト （ 装 飾 の 図 柄 ） や イ ニ シ ャ ル （ 装 飾 頭 字 ） の 使 用
に お い て も 1 6 3 4 年 刊 『 聖 詠 経 』 で は ウ ク ラ イ ナ の オ ス ト ロ ー ク の 類 型 、 1 6 3 6
年 刊 『 聖 詠 経 』 で は オ ス ト ロ ー ク お よ び ベ ラ ル ー シ の ク テ イ ン の 類 型 、 そ
し て 1 6 3 8 年 刊 『 聖 詠 経 （ 補 足 付 き ） 』 で は オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖 書 』 の 類 型 を
使 用 し て い る 。 ま た 活 字 オ ー ナ メ ン ト （ 文 字 や 記 号 で は な く 図 柄 を 鋳 込 ん だ 活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 1 6 ）
字 ） の 使 用 も ウ ク ラ イ ナ の 影 響 と 考 え ら れ て い る 。
　 こ の よ う に プ ー ル ッ ォ フ は 当 時 と し て は 様 々 な 試 み を し た 。 芸 術 学 者 で
あ る シ ー ド ロ フ は か れ を 本 の 装 飾 の 優 れ た 芸 術 家 と し て 、 イ ヴ ァ ン ・ フ ヨ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 1 7 ）
一
ド ロ フ お よ び ラ ヂ シ ェ ー フ ス キ イ と 並 び 称 し て い る 。 ま た プ ー ル ッ ォ フ
は 「 あ と が き 」 の 中 に 自 分 の 名 前 を 記 し た 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 最 後 の 印
刷 者 で あ っ た 。
　 以 上 に 見 た ブ ー ル ツ ォ フ の 印 刷 活 動 に つ い て 、 ロ シ ア の 研 究 者 た ち は 独
立 し た 印 刷 所 と は み な し て お ら ず 、 表 現 に 多 少 の 違 い は あ る も の の か れ は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 1 8 ）
印 刷 局 の 《 独 立 し た 部 門 》 の 管 理 を 任 さ れ て い た と 解 釈 し て い る 。 な お シ
ー
ド ロ フ は 、 プ ー ル ツ ォ フ が 別 個 に 自 分 の 印 刷 所 を モ ス ク ワ の 中 心 部 キ タ
イ ・ ゴ ロ ・ ド の ザ リ ャ ー ジ エ に 所 有 し て い た と 述 べ て い る が 、 詳 細 や 刊 行 物
一
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　　　　　　　　　　　　　（Er19）については何もふれていない。
　（3）最盛期一1640年代
　1640年代は〈表1＞で見るよ5に17世紀においては刊行点数が最も多い
時代である。これは自然成長によるものではなく、第5代モスクワ総主教
イォシフ（HOCHφ、在位1642－1652）の書籍印刷に対する積極的な姿勢によ
るところが大きい。この時代の前後を含めた年毎の刊行点数を示すと次の
ようになる。
1636年
1637
1638
1639
1640
1641
6点
4
7
2
7
5
1642年
1643
1644
1645
1646
1647
6点
2
6
9
14
8
1648年
1649
1650
1651
1652
1653
9点
7
9
8
8
7
1654年
1655
1656
1657
1658
1659
4点
9
4
5
5
2
　また1640年代は数量的な側面だけでなく、質的にも重要な変化が見られ
る。それは従来にはなかった三つの種類の出版物、即ち読書のための書物、
個人の著作、そして世俗的（非教会的）内容の出版物の新たな登場である。
　①読書のための書物
　1641年に『諸聖略伝：前半（9月一2月）』および1643年に『諸聖略伝：
　　　　　　　　｛th12o）後半（3月一8月）』が刊行された。当時のロシアの暦では9月1日に新年
が始まっていたので「前半」も9月から始まっている。ルッポフによれば
この『諸聖略伝』こそがロシアにおいて読書のために世に送り出された最
　　　　　　　　｛th121）初の刊本であった。ただし1878年刊の同書を底本とした東方正教会による
日本語版『諸聖略伝：1月』（日本ハリストス正教会刊、1988年）ぺの序には
次のように書かれており単なる読み物としては扱っていない：「諸聖略伝
は1878年にモスクワで出版された聖人伝で、聖人たちの生涯一克己、修
道、篤信、迫害、殉教、伝道、慈善、護教などさまざまな生き方の記録で
す。これ等聖人の生涯は神と共に歩んだ記録であり、その生活に触れて今
日まで多くの信者が多大な益を受けてきました。（中略）洗礼を受ける際に
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私 た ち は 聖 人 の 名 を い た だ き ま す 。 そ れ は そ の 聖 人 の 生 涯 を 私 た ち の 手 本
と し て そ れ に 近 付 く よ う に 生 き る 努 力 を す る た め ． さ ら に 聖 人 の 代 求 （ 私 た
ち に 代 っ て 神 様 に 祈 っ て い た だ く ） を 願 う た め で す 」 。
『 諸 聖 略 伝 』 は 大 変 な 人 気 を 博 し 、 1 7 世 紀 中 に 「 前 半 」 が 8 回 、 「 後 半 」 が
7 回 刊 行 さ れ て い る i f 　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お い て ベ ス ト セ ラ ー と 呼 び う る 出 版
物 の 初 め て の 出 現 で あ っ た 。 そ の 人 気 の 秘 密 ∫ ま 、 各 月 の 聖 人 た ち に ち な ん
だ 多 数 の 物 語 に あ る 。 な お 1 9 8 4 年 に モ ス ク ワ で 出 版 さ れ た 『 ソ 連 邦 内 に 所
蔵 さ れ て い る ス ラ ヴ 語 ・ ロ シ ア 語 写 本 総 目 録 ： 1 1 － 1 3 世 紀 』 （ 以 下 、 『 1 1 －
1 3 世 紀 写 本 総 目 録 』 と 記 す ） に よ れ ば 、 1 2 世 紀 末 な い し は 1 3 世 紀 初 め か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 2 z ）
1 3 世 紀 末 ま で の 時 代 の 『 諸 聖 略 伝 』 の 写 本 が 1 7 点 保 存 さ れ て い る 。
　 ② 個 人 の 著 作
　 個 人 の 著 作 は 、 個 別 の 著 述 家 の 著 作 ま た は 何 人 か の 著 作 の 『 論 集 』 の 形 を
と っ た 。 個 別 の 著 述 家 の 著 作 で は 、 ビ ザ ン チ ン の 最 も 偉 大 な 教 父 た ち の う
ち の ひ と り で あ る イ オ ア ン ・ ズ ラ ト ウ ー ス ト （ 金 口 聖 ヨ ハ ネ ） 著 『 マ ル ガ リ
　 　 　 　 　 （ t h I z 3 ）
一
ト （ 真 珠 ） 』 （ 1 6 4 1 年 ） が 最 初 に 刊 行 さ れ た 。 か れ は 3 4 7 年 に 当 時 は ビ ザ ン
チ ン 帝 国 内 （ 現 ト ル コ 領 ） に あ っ た 東 部 地 中 海 沿 岸 地 方 の 主 要 都 市 ア ン テ ィ
オ キ ァ に 生 れ た 。 イ オ ア ン は 2 0 代 で す で に 著 作 を 物 し て お り 、 3 9 7 年 に は コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C t e l 2 4 ）
ン ス 汐 ン チ ノ ー プ ル の 大 司 教 に 選 出 さ れ て い る 。 4 0 7 年 に 没 し 、 の ち に 聖 人
の 列 に 加 え ら れ た 。 8 0 4 に の ぼ る イ オ ア ン の 説 教 が 知 ら れ て い る が 、 1 5 世 紀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ＆ 1 2 5 ）
の 教 会 史 家 ニ キ フ ォ ル ・ カ ッ リ ス ト ス は そ れ を 1 ， 0 0 0 以 上 知 っ て い た と い う 。 こ
の 多 数 の 説 教 ゆ え 、 か れ は 死 後 1 0 0 年 以 上 を 経 て か ら ’ 1 （ D 6 r v v o p c δ X ρ v a 6 σ τ o s t o c
（ 口 か ら 黄 金 の よ う な 言 葉 の 溢 れ る ヨ ハ ネ ） と 呼 ば れ る よ う に な っ た 。 ズ ラ ト
ウ ー ス ト は 古 代 ロ シ ア 語 で 「 ズ ラ ト （ 金 ） 」 と 「 ウ ー ス ト （ 口 ） 」 を 意 味 す
る 。 か れ の 著 作 は 1 7 世 紀 中 に 他 に も ． 3 点 が 刊 行 さ れ 、 『 マ ル ガ リ ー ト 』 も 1 6 9 8
年 に ふ た た び 刊 行 さ れ て い る 。 1 7 世 紀 末 ま で に 刊 行 さ れ た こ の 種 の 個 人 の
著 作 は 『 ジ 9 一 ル ノ ワ の 総 目 録 』 の 索 引 に よ れ ば 合 計 3 1 点 で あ る 。 な お 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t Z 1 2 6 ）
イ オ ア ン の 著 作 は 1 1 世 紀 の 三 点 の 写 本 の 中 に す で に あ ら わ れ て お り 、 こ れ
は ロ シ ア の 書 籍 文 化 史 上 最 も 早 い 時 期 に 属 す る 事 柄 と い え る 。
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　　　（te127）『論集』形式のものは1642年に初めて刊行された。1642年頃の刊行とみな
されている『論集』のひとつは、総主教イオシフ他の説教集である。イオ
シフが書籍印刷に積極的だったことはすでに述べたところであるが、総主
教座に就いた直後に自らの著作を『論集』に収めていることもその現われ
であろう。『論集』は1640年代に5点、17世紀末までに合計10点が刊行され
ている。なお、前述の『11－13世紀写本総目録』によれば『論集』の形式
も12世紀の写本の中にすでにあらわれており、その数は13世紀末までに20
点をこえている。
　このように見てくると『諸聖略伝』『マルガリーLト』『論集』’の刊行とい
う17世紀ロシアの書籍印刷における目新しい出来事は、そのいずれもが5　一一
6世紀前の時代からすでに人気があった写本を刊本の世界に移し変えた経
営的にも思想的にも安全な企画だったことがわかる。ところで書籍印刷に
積極的な総主教イオシフはかれが重視していたギリシア語文献からの翻訳
出版の事業をより一層充実させる目的で1650年にキエフからモスクワへ、
学識豊かな文献学者エピファニイ・スラヴィネツキイ（EnHφaH揃C』aBHHeUKH爵）
を招聰している。かれが委嘱された仕事はギリシア語文献の翻訳のほかに
学校での教育があった。
　③世俗的（非敦会的）内容の出版物
　世俗的内容の書籍は1640年代後半に、3点が相次いで刊行された。その
背景には皇帝の“世代交替”があった。1645年7月12日にミハイル・ロマ
ノブが没し、翌13日から16才4ケ月のアレクセイ（在位1645－1676）が即
位した。アレクセイは父ミハイルとは違って出版に対して直接的にかかわ
りをもった。そしてこの若い皇帝とモスクワ政府のその当時の最大の関心
事が3点の出版物として世に出された。
　1点目はドイツ人ヨハン・ヤコプ・フォン；一ヴァリソ・ウゼン著『歩兵の
　　　　　　　　　　　ハ戦闘構造の理論と計略』のロシア語版の刊行であった。『ジゴールノワの総
目録』（66頁）には1647年7月1日印刷開始、同年8月26日刷了と記されて
いる。『キセリョーフ論文』（161頁）および『400年史s・（60頁）では印刷開始
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日 を 6 月 1 日 と し て い る の で ど ち ら か が 日 付 の 読 み 違 い を し て い る が 、 い
ず れ に し て も 当 時 は 初 め て の タ イ ト ル は 刷 了 ま で に 6 ケ 月 か ら 1 年 は か か
っ て い た こ と か ら す れ ば 異 例 の 速 さ で あ っ た 。 こ れ は ロ シ ア が お か れ て い
た 近 隣 諸 国 と の 緊 張 し た 関 係 の 中 で 、 西 欧 の 進 ん だ 軍 事 理 論 を 吸 収 し よ う
と す る 熱 意 の 表 わ れ で あ っ た 。 し か し 、 挿 入 す る 3 5 枚 の 銅 版 画 を 印 刷 す る
技 術 が 当 時 の ロ シ ア に は な か っ た の で 、 標 題 紙 を 含 め 1 ， 2 0 0 冊 分 4 3 ， 2 0 0 葉 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 2 9 ）
オ ラ ン ダ に 発 注 し た 。 と こ ろ が 、 肝 心 の 標 題 紙 が 届 い た の が 2 年 後 の 1 6 4 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 3 o ）
年 だ っ た こ と か ら 刊 行 は 大 幅 に 遅 れ た 。 同 書 は 教 会 の 検 閲 を 受 け な か っ た 。
　 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 の 2 点 目 は 、 1 6 4 8 年 に 刊 行 さ れ た メ レ テ ィ ・ ス モ ト
　 　 　 　 　 　 　 （ i S 1 3 1 ）
リ ツ キ イ 著 『 文 法 』 。 こ れ は 1 6 1 9 年 に ヴ ィ リ ノ 近 郊 の エ ヴ ィ エ で 初 め て 刊 行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 3 2 ）
さ れ た ス モ ト リ ッ キ イ の 著 書 の モ ス ク ワ 版 で あ る 。 次 に 同 書 刊 行 の 経 緯 に
っ い て 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 （ 1 6 2 頁 ） を 中 心 に 述 べ る 。
　 モ ス ク ワ で は 『 初 等 読 本 』 や 『 聖 詠 経 』 に よ る 従 来 の 読 み 書 き の 水 準 で
は な く 、 原 文 の 分 析 が で き 、 表 現 の 正 し さ や 翻 訳 の 正 確 さ を 学 び う る 、 よ
り 高 い 水 準 の 書 物 を 検 討 し た 。 そ し て ス モ ト リ ッ キ イ の 著 書 が 候 補 に あ が
っ た が 、 か れ が 正 教 か ら の 離 脱 者 で あ る こ と が 難 点 で あ っ た 。 し か し な が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ M 1 3 3 ）
ら 、 他 に よ り 良 い 文 法 書 が な い た め 、 著 者 名 を 伏 せ て 出 版 し た 。 そ れ 以 外
に も 様 々 に 手 が 加 え ら れ た 。 原 著 で は 随 所 に 見 ら れ る ラ テ ン 文 字 と ギ リ シ
ア 文 字 は 姿 を 消 し た 。 そ の 一 方 で 本 文 の 前 後 に 、 エ ヴ ィ エ 版 に は な い 文 章
が い く つ も 付 け 加 え ら れ た 。 ま ず 本 文 の 前 に マ ク シ ム ・ グ レ ー ク の 著 作 を
利 用 し た 序 文 が あ る 。 本 文 の あ と に は 誰 か あ る 人 物 の 問 い に 対 し て マ ク シ
ム ・ グ レ ー ク が 答 え る と い う 問 答 形 式 の 補 遺 が 3 4 7 － 3 6 0 葉 に あ り 、 さ ら に
‡ ㌶ 襟 鶯 欝 ’ て い る ゜ モ ス ク ワ 版 の 編 集 に 携 わ つ た の が 誰
　 以 上 の 経 緯 を 見 れ ば 、 『 文 法 』 は 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 で あ る に も か か わ ら
ず 教 会 に よ る 検 閲 が 行 わ れ た こ と は 明 ら か で あ る 。 し か し 同 書 は 1 6 4 7 年 1 2
月 6 日 か ら 1 6 4 8 年 2 月 2 日 の わ ず か 2 ケ 月 た ら ず の 短 期 間 で 完 成 し て い る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t e 1 3 4 ）
　 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 3 点 目 は 、 1 6 4 9 年 に 刊 行 さ れ た 『 ア レ ク セ イ 法 典 』
一
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である。これは1648年にモ
スクワで起きた《塩一揆》
とよばれる蜂起がきっかけ
となって出版された。その
背景を『ソビエト大百科第
　　（E135）3版』と『モスクワ百科
（th136）
』で見ると次のようなこと
であった。
　ミハイル・ロマノブの没
後、若いアレクセイに代っ
てかれの養育係だった大貴
族EH．モロゾフが実権を握
っていた。かれは側近と計
って国庫を満たすために税
制を改革し、種々の直接税
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　　　　　一一モスクワ川
図2　17世紀モスクワの略図
　　1．クレムリン
　　II．キタイ・ゴロド
　　III．べ一ルイ・ゴロド
　　IV．ゼムリャノイ・ゴロド
a．赤の広場
b．市場
を塩税に一本化した。だがこれにより塩は数倍に値上りし、住民の不満が
高まった。住民の不満の高まりを見て政府は新しい制度による徴税を中止
したが、そのかわり過去3年間の滞納金を直ちに納めるよう取り立てた。
住民の怒りは増大し、6月1日にアレクセイがトロイツェ・セルギエフ大
修道院からモスクワに戻ったところを群衆が取り囲み、大貴族や官吏に対
する不満を直訴に及んだ。しかし皇帝の警備兵が群衆を追い散らしたこと
から事態は一変した。翌6月2日、銃兵隊の大部分が住民の側に移り、群
衆はクレムリン（内城）になだれ込んだ。そしてモロゾフのほかにモスクワ
の管理と警察勤務を掌握するJI．　C．プレシチェーエラ、塩税の首唱者H．チス
トーイ、モロゾフの妻の兄弟で火薬・火砲管理庁長官である1’1．T．トラバニ
オトフの引き渡しを要求した。皇帝はプレシチェーエフを裁判に引き渡す
　　　　　　　　　　｛th137）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（th138）ことを余儀なくされたが、蜂起した民衆はべ一ルイ・ゴロドとキタイ・ゴ
ロドを焼き、大貴族、御前侍官、書記官、商人たちの大邸宅を破壊した。
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そ し て こ の さ な か に チ ス ト ー イ は 殺 害 さ れ 、 5 日 に は 逃 亡 し よ う と し た ト
ラ ハ ニ オ ト フ が 捕 え ら れ 殺 害 さ れ た 。 事 態 を 静 観 し て い た 士 族 た ち は 蜂 起
を 利 用 し 、 1 0 日 に な っ て 全 国 会 議 の 召 集 、 土 地 お よ び 金 銭 に よ る 俸 給 の 支
払 い 、 逃 亡 農 民 の 探 索 期 間 の 拡 大 そ 句 他 を 皇 帝 に 要 求 し た 。 皇 帝 は 1 1 日 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 3 9 ）
モ ロ ゾ フ を 解 任 し て キ リ ッ ロ ・ ベ ロ ゼ ー ル ス キ イ 修 道 院 に 送 り 、 1 2 日 に 勅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t
令 を 出 し て 滞 納 金 の 取 り 立 て を 延 期 す る 。 だ が も う 一 方 で 政 府 は 銃 兵 隊 に
対 し て 2 倍 の 俸 給 と 食 料 を 支 給 す る こ と で 蜂 起 し た 側 に 模 を 打 ち 込 み 、 蜂
起 の 指 導 者 ど 最 も 禎 極 的 な 参 加 者 た ち を 処 刑 す る 可 能 性 を 手 中 に し た 。
　 7 月 に 全 国 会 議 が 召 集 さ れ 、 『 法 典 』 編 纂 の た め 7 月 1 4 日 に 大 貴 族 H ． H ． オ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t t 1 4 o ）
ド エ フ ス キ イ を 長 と す る 5 人 の メ ン バ ー ㌔ ・ ら 成 る 起 草 委 員 会 に 原 案 作 成 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t h 1 4 1 ）
委 任 さ れ た 。 原 案 作 成 に ア レ ク セ イ 自 ’ 身 の 個 人 参 加 も あ っ た と い う 。 1 6 4 8
年 1 0 月 3 日 、 全 国 会 議 に 対 し て 原 案 が 提 示 さ れ 、 審 議 が 開 始 さ れ た 。 1 6 4 9
年 1 月 2 9 日 審 議 終 了 。 こ の 間 に モ ロ ゾ フ は 平 穏 に な っ た モ ス ク ワ に 戻 り 元
の 地 位 に 就 く 。 こ う し て 誕 生 し た こ の 法 典 は 『 会 議 法 典 』 と も 呼 ば れ る 。
『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 で は 刊 行 の 日 付 は 審 議 終 了 日 の 1 6 4 9 年 1 月 2 9 日
と さ れ て い る が 、 実 際 の 刊 行 日 は 次 に 示 す ふ た つ の う ち の ど ち ら か 、 お そ
ら く は 後 者 で あ る 。 キ セ リ ョ ー フ の 研 究 に よ れ ば 1 6 4 9 年 4 月 7 日 印 刷 開 始 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ
同 年 5 月 2 9 日 刷 了 と 5 3 日 間 で 刊 行 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 1 9 1 3 年 に 国
立 出 版 所 か ら 当 時 の ロ シ ア 文 字 に 直 し て 出 版 さ れ た 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 へ
の 「 序 文 」 に よ れ ば 印 刷 開 始 日 は 同 じ だ が 、 刷 了 は 5 月 2 0 日 と 9 日 間 早 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t a 1 4 3 ）
り 4 4 日 間 に な っ て い る 。 版 次 は 未 確 認 だ が 初 版 の 可 能 性 も あ る 『 ア レ ク セ
イ 法 典 』 の 原 価 計 算 俵 3 参 照 ） で は 1 2 台 の 印 刷 機 の 職 人 た ち に 対 し て 1 ケ
月 半 と 2 日 分 （ 4 7 日 分 ？ ） の 賃 金 が 支 払 わ れ た こ と が 記 さ れ て い る の で 、 モ
ス ク ワ 印 刷 所 が 全 力 を あ げ て 取 り 組 ん で い た こ と が わ か る 。 そ し て ま た 5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け 　 ハ
月 2 1 日 か ら 『 聖 詠 経 』 の 印 刷 が 開 始 さ れ て い る と こ ろ か ら す れ ば 2 0 日 刷 了
と 考 え る ほ う が 妥 当 で あ ろ う 。
　 「 序 文 」 で は ま た 、 6 月 1 日 に 「 1 部 1 ル ー プ ル で 売 る 」 よ う 勅 令 が 出 た
こ と 、 8 月 2 7 日 の 勅 令 で 第 2 版 の 印 刷 が 指 示 さ れ 、 部 数 は 初 版 と 同 じ 1 ， 2 0 0
一
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部、価格も同じく1ループルであったことが述べぢれている。初版は812部
が売れ、製本した35部が皇帝から総主教および犬貴族たちに、1“さ，ら’に5部
が《いろいろな人》に下賜され、2部が次の版のために校正職（第4節（4）を
参照）のもとに置かれた。余部についてはふれていない。『ジョールノワの
総目録』は現物調査の結果としてA．B．　Bの異版の存在を指摘しているが、
勅令による第2版の刊行にはふれていない。ルッポフもまた初版と第2版
があることにふれていないが、「序文」に基づいて発売時期から判断すれば
かれが発見した印刷局売店の帳簿に記載されているのは第2版ということ
になろう。上記3者の不一致の整理については今後の課題とし、ここでは
一応カッコ付きで「第2版」とする。「第2版」は1649年12月9旧に1，181
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　エ45）部が売店担当者に渡され、翌年1月に発売されている。そして1月4日か
ら9月3日までの間に全国各地から来店した1，101人に対して1，173部を販
売している。販売経過については第4章で詳述する。
　第3節　17世紀後半
　（1）停滞・後退・再上昇一モスクワ印刷所
　モスクワ印刷所の出版活動は1650年代かち後退しはじめ、〈表1＞でみる
ように1660年代には1620年代の刊行点数を下まわり、1670年代には29点（〈表
1＞の33点かち「御上の印刷所Jの4点を除いた数字）と大きく後退している。
これにはいくつかの原因があった。
　1652年、出版活動に積極的だった総主教イオシフが世を去った。後任と
して選出されたニーコンも自らの著作を1656年に2点刊行するなど出版活
動に積極的であったが、アレクセイとの意見の衝突から1658年にモスクワ
を去ってしまう。この決裂に至るまでには1653年春に二「コンが断行した
教会改革をめぐっての考え方の相違、1654年から始まったポーランドとの
戦争、さらにはバルト海への出口を求めて1656年から始めたスウェーデン
との戦争の不成功など重大な問題があった。経済面では1654年から政府が
戦費調達のため銀貨と等価で通用する銅貨を大量に発行したことにより物
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価 が 上 昇 し 、 加 え て ふ た つ の 戦 争 の 期 間 中 に 急 激 な 増 税 を 行 っ た こ と か ら
国 民 の 経 済 生 活 は 破 綻 し た 。 そ し て つ い に 1 6 6 2 年 7 月 2 5 日 に モ ス ク ワ で 《 銅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 4 6 ）
貨 一 揆 》 と 呼 ば れ る 民 衆 の 蜂 起 が あ っ た 。 対 ス ウ ェ ー デ ン 戦 争 は 1 6 5 8 年 に
終 っ て い た が 、 ポ ー ラ ン ド と の 戦 争 は 1 6 6 7 年 ま で 続 い た 。 1 6 7 0 年 か ら 1 6 7 1
年 に か け て は ス テ パ ン （ ス テ ン カ ） ・ ラ ー ジ ン が 率 い る ド ン ・ コ サ ッ ク の 反
乱 が 起 こ り 、 一 時 期 ロ シ ア 南 部 を 中 心 に 支 配 地 域 を 広 げ た 。 こ う し た 状 況
下 で 書 籍 印 刷 が 刊 行 点 数 で 後 退 し た の は や む を 得 な い こ と だ が 、 内 容 的 に
も 最 盛 期 に 次 々 と 刊 行 さ れ た よ う な 目 新 し い 企 画 は あ ま り 見 当 ら な い 。 た
だ し 、 1 6 6 0 年 か ら 標 題 紙 を 付 け る こ と が ロ シ ア で も 少 し ず つ 増 え は じ め 、
本 の 装 飾 や 活 字 の 分 野 で の 技 術 的 な 進 歩 は 見 う け ら れ る 。
　 次 に 、 1 7 世 紀 後 半 に 刊 行 さ れ た 書 籍 の 中 か ら 特 徴 的 な 5 点 を 年 代 順 に 紹
介 し て お こ う 。
　 第 1 は 、 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 （ N α 2 5 5 ） に 記 載 さ れ て い る 1 6 5 4 年 4 月
3 0 日 刊 行 の T A M O ＞ K E H H A A 　 1 一 P A M O T A （ 「 関 税 文 書 」 ） 。 ロ シ ア で は 税 制 の 改
革 を は か る た め 1 6 5 3 年 に 「 商 法 令 」 を 定 め た が 、 こ の 法 令 に 基 づ い て 翌 1 6 5 4
年 4 月 3 0 日 付 で 「 関 税 文 書 」 が 作 成 さ れ た 。 こ れ に よ り ロ シ ア 国 内 の 関 税
統 一 の 過 程 が 完 了 し た 。 「 関 税 文 書 」 は 印 刷 全 紙 2 葉 を 貼 り 合 わ せ た 1 枚 物
な の で 書 籍 と は 呼 べ な い が 重 要 な 印 刷 物 で あ る 。 本 文 の 組 版 は 8 2 行 で 、 1 0
行 の 測 定 値 は 8 6 m m 。 キ セ リ ョ ー フ も 、 ル ッ ポ フ も こ の 印 刷 物 に 何 ら 注 意 を
払 っ て い な い が 、 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 数 少 な い 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 で あ
る 。 モ ス ク ワ の 国 立 歴 史 博 物 館 と べ テ ル プ ル グ の 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書 館 が
所 蔵 し て い る 。
　 第 2 は 『 初 等 読 本 』 。 現 物 が 確 認 さ れ て い る の は ま ず モ ス ク ワ 印 刷 所 か ら
刊 行 さ れ た 4 点 （ 1 6 5 7 、 1 6 6 4 、 1 6 6 7 、 1 6 6 9 年 ） が あ る 。 こ の 他 に 1 6 7 9 年 に 「 御
上 の 印 刷 所 」 に お い て シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ッ キ イ が 著 し た 『 教 会 ス ラ ヴ 語 初
等 読 本 』 が 刊 行 さ れ て い る 。 1 6 9 6 年 に 刊 行 さ れ た カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン
に よ る 『 初 等 読 本 』 は 特 殊 な 例 な の で 、 「 第 4 節 （ 2 ） 『 初 等 読 本 』 に つ い て の
補 足 」 の 項 で 詳 述 す る 。
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　ルッポフの研究によれば、17世紀後半には以上の他に『初等読本』の印
刷部数に関する次の記録が残されている。1677年1月4，810部、1677年7月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るの9，600部、1691年2月4，800部、1691年8月14，400部、1693年6月14，400部。
また『ウンドーリスキイの編年目録』および『カラターエフの編年目録』
によれば1698年にも刊行されている。これらはいずkも『ジョールノワの
総目録』にはふれられていない。さらに上記3点の目録のどれにも記載さ
れていない『初等読本』が1650年に2，900部、1651年に2，400部、印刷局売
店で販売された記録がある。この2点のうち1651年の2，400部の販売経過は
第4章でふれる。
　第3は、ジョールノワが1661年～1663年頃の刊行とみなしている〔匿名〕
ビザンチン皇帝ヴァシーリィ1世著『わが息子レフ・フィローソフへの遺
言』である。ヴァシーリィ1世（在位867－886年）はマケドニア朝を築いた
人物で、息子はレフ6世（在位886－911年）としてヴァシーリィ1世の後継
者となった人物。この文章はヴァシーリィ自身によって書かれたものでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tま148）なく、かれの側近によって書かれたものと考えられている。同書がキリル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（th149）文字で初めて出版されたのは1607年にオストロークで刊行された論集の中
に収められた時で、キセリョーフの表現によればこれは南ロシア語（Ha
K）lkHo－pYccKoM・A3blKe）で書かれていた。2番目の版はベラルーシの印刷家ス
ピリドン・ソーボリにより地名なしで出版されたが、1638年にベラルーシ
のモギリョーフで出版されている。モスクワ版は3版目となる。そして、
1680年に「御上の印刷所」で4版目の版が刊行されている。
　第4は、1663年にロシアで初めて刊行された『聖書』である。これは1580
年から1581年にかけてウクライナのオストu一クで刊行された『聖書』を
もとに、正書法上の若干の修正と古くなった言葉の置き換えをしたうえで
印刷された。オストローク版『聖書』の刊行は、《狼たちに盗み取られた》
教会の悲しむべき状態によりこの事業へと駆り立てられたコンスタンチン
・コンスタンチノヴィチ・オストロー一シスキイ公の努力の結果であるとい
　　コ　う。印刷はイヴァン・フヨードロフが行った。そのオストローク版『聖書』
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は 、 お も に 1 4 9 9 年 の 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 を ギ リ シ ア 語 の 聖 書 と 照 合 し な
が ら 作 成 さ れ て い る 。 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 は 1 4 8 4 年 か ら 1 5 0 4 年 に か け て ノ
ヴ ゴ ロ ド で 大 主 教 の 地 位 に あ っ た ゲ ン ナ ー ヂ ィ （ F e H H a 醐 ， 1 一 〇 H o 3 0 B ま た は
， 。 H 3 。 B ） に よ っ て 、 冊 に ま と め ら れ た 躰 の 、 初 め て の 鰭 ≧ 書 で あ る ．
ゲ ン ナ ー ヂ ， は 鯵 器 に 酬 さ れ た 写 本 が 。 シ ア に お い て 見 つ か ら な か
っ た 「 歴 代 志 略 」 「 エ ズ ド ラ 第 一 書 」 「 ネ ー ミ ヤ 書 」 そ の 他 の 部 分 に つ い て
は 、 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス （ S a n 　 G e r o l a m o 、 3 4 0 － 4 2 0 ） が お も に 完 成 さ せ た ラ テ ン
語 訳 『 ウ ル ガ ー タ 聖 書 』 か ら 翻 訳 し て い る 。 そ の た め オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖
書 』 刊 行 の 際 に は 複 数 の 翻 訳 者 が 全 体 を 見 直 す と 同 時 に 、 『 ウ ル ガ ー タ 聖 書 』
か ら 翻 訳 さ れ た 部 分 を ギ リ シ ア 語 聖 書 に の っ と っ て 翻 訳 し な お し て い る 。
こ の よ う な 作 業 を 経 て は い る が 、 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 は オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ l t 1 5 1 ）
書 』 の 基 礎 と な り 、 さ ら に は 1 6 6 3 年 の モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 へ と 連 な っ て い る 。
　 モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 は 、 ニ ー コ ン が モ ス ク ワ を 去 っ た あ と 教 会 と 印 刷 局
を 支 配 し て い た 府 主 教 ピ テ 介 リ ム （ n H T M p H M 、 在 位 1 6 5 8 － 1 6 6 7 。 な お 1 6 7 2 －
1 6 7 3 年 は 総 主 教 ） の も と で 1 6 6 3 年 1 2 月 1 2 日 に 刊 行 さ れ た 。 フ ォ リ オ 版 で 、
印 刷 部 数 は 2 ， 4 0 0 部 。 価 格 は 1 部 5 ル ⊥ プ ル 。 こ の 時 代 の 書 籍 の 価 格 は ま だ
全 般 的 1 こ 高 く 、 庶 民 の 生 活 か ら は か け 離 れ た も の で あ っ た が 、 そ の な か で
も こ の 『 聖 書 』 は と り わ け 高 額 で あ っ た 。 ル ッ ポ フ の 説 明 で は 、 当 時 の 価
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ E 1 5 2 ｝
格 で 5 ル ー プ ル は ロ シ ア 人 が 常 食 と す る ラ イ 麦 1 ， － 1 0 0 k g 分 に 相 当 す る と い う 。 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t t 1 5 3 ｝
た 原 価 も 3 ル ー プ ル 3 7 ％ コ ペ イ カ と 3 ル ー プ ル 5 3 コ ペ イ カ の 二 説 が あ る が 、
い ず れ に し て も 破 格 で あ っ た 。 最 初 の 標 題 紙 の 次 に 配 さ れ て い る 木 版 画 の
口 絵 は 彫 刻 師 ゾ シ マ の 作 だ が 、 こ の 仕 事 だ け で 4 0 ル ー ブ ル を 支 払 っ た と い
う 憎 絵 は 中 央 に 聖 ゲ 勤 ギ ー の 竜 遇 台 に 擬 し 鵠 上 の 皇 帝 ア レ ク セ イ ．
ミ ハ イ t h ヴ ィ チ の 肖 像 と と も に 描 か れ た 国 章 、 そ の 下 に モ ス ク ワ の 地 図 、
左 側 に は ア ダ ム と イ ヴ の 楽 園 追 放 の 説 話 、 右 側 に キ リ ス ト 礫 刑 図 そ の 他 の
情 景 な ど 、 聖 俗 の 主 題 や 象 徴 を 一 体 化 し た 構 図 の 大 作 で あ る 。 モ ス ク ラ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 1 5 5 ）
地 図 が ロ シ ア の 刊 本 に 収 め ら れ た の は こ れ が 初 め て の こ と で あ る 。 な お 『 聖
書 』 の 販 売 経 過 に つ い て は 第 4 章 で 詳 述 す る 。
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図3　モスクワ版「聖書』（1663年刊）の口絵（早稲田大学図書館蔵）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 5 6 ）
　 第 5 は 、 1 6 8 2 年 に 刊 行 さ れ た 『 便 利 な 計 算 （ 掛 け 算 の 九 九 表 ） 』 で あ る 。
こ れ は ロ シ ア で 最 初 に 刊 行 さ れ た 数 学 書 で 、 正 式 な 書 名 は 『 買 い 手 ま た は
売 り 手 の 誰 で も こ れ に よ っ て ど ん な 品 物 の 数 も 探 し 出 す こ と が 出 来 る 便 利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぱ
な 計 算 』 。 こ の 書 名 か ら 判 る よ う に ぐ 商 取 引 の た め の 実 用 書 で 、 4 折 版 、 標
題 紙 を 含 め て 2 6 葉 か ら 成 っ て い る 。 そ の う ち の 5 0 頁 を 掛 け 算 の 表 が 占 め て
お り 商 取 引 の 際 の 合 言 繊 一 プ ル ま で の 計 算 を 手 助 け す る 早 見 表 と な っ
て い る 。 数 字 は キ リ ル 文 字 を 代 用 し た ロ シ ア 式 で 書 か れ て お り 、 ア ラ ビ ア
数 字 は 使 わ れ て い な い 。
　 1 7 世 紀 末 ま で は 自 然 科 学 や ア ラ ビ ア 数 字 の 書 籍 を 所 有 し て い る だ け で も
正 教 会 に よ り 異 端 と さ れ だ 。 そ う し た 例 の ひ と つ と し て 外 交 官 だ っ た 貴 族
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ 5 7 ）
の A ． C ． マ ト ヴ ェ ー エ フ が 魔 法 使 い ど し て 弾 劾 さ れ た こ と が 伝 え ら れ て い る 。
1 7 U m 紀 の ロ シ ア で は 、 1 5 世 紀 た 茜 欧 で 刊 行 さ れ た ア ラ ビ ア 数 字 に 玉 る 算 数
の 教 科 書 な ど も 一 部 に は 知 ら れ て お り 、 そ の 方 式 は 従 来 か ら の 算 盤 （ 古 代 ギ
リ シ ア や ロ ー マ の ） を 使 っ た 方 式 と 併 存 し て い た 。 し か し 、 ア ラ ビ ア 数 字 で
書 か れ た も の を 利 用 す る 場 合 に は ロ シ ア 式 の 数 割 こ 書 き 換 え ， 内 容 も 『 便
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ 　 　 　
利 な 計 算 』 に み る よ う な 商 取 引 で の 実 用 性 が 中 心 と な っ た 。 し た が っ て ロ
シ ア の 数 学 の 水 準 は 算 術 の 範 囲 に 停 ま ら ざ 萩 を 得 な か っ た が 、 西 欧 で は 『 便
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f
利 な 計 算 』 の 2 年 後 に 、 微 積 分 学 を ニ ュ ー ト ン と は ま っ た く 別 個 に 確 立 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ z a 1 5 8 ）
た ラ イ プ ニ ッ ッ （ 1 6 4 6 － 1 7 1 6 ） の 著 書 『 極 大 と 極 小 に 関 す る 新 し い 方 法 』 （ ラ
イ プ ッ ィ ヒ 、 1 6 8 4 ） が 刊 行 さ れ 、 そ の 3 年 後 に は 万 有 引 力 の 法 則 を 説 明 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 5 9 ）
た ニ ュ ー ト ン （ 1 6 4 2 － 1 7 2 7 ） の 著 書 『 自 然 哲 学 の 数 学 的 原 理 』 （ ロ ン ド ン 、 1 6 8 7 ）
が 刊 行 さ れ て い る 。 こ の ふ た り は ロ シ ア に も や が て 大 き な 影 響 を 与 慕 る こ
と に な る 。
　 と こ ろ で 哩 利 な 計 算 』 は 3 2 年 後 の 1 7 1 4 年 に ペ テ ル プ ル グ で “ 改 訂 第 2
版 ” が 刊 行 さ れ る 。 た だ し “ 改 訂 第 2 版 ” は ア ラ ビ ア 数 字 に 書 き 換 え ら れ
て お り 、 1 0 3 頁 か ら 成 っ て い る 。 1 万 ま で の 掛 け 算 の 表 が 収 め ら れ て お り 、
表 の 大 き さ は 1 0 9 × 5 5 m m 。 書 名 も 『 な ん ら か の 品 物 の 価 格 ま た は 分 量 を 楽 に
知 り た い あ ら ゆ る 人 た ち の 利 用 の た め の 便 利 な 計 算 の 本 』 （ 略 し て 『 便 利 な 計
一
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　　　　　　　　　　（tr16o）算の本』）と変っている。これはピョートル1世が1708年に行った文字改革
に伴い数字もアラビア数字を用いるようになoたことから、時代の要求に
応えたもの。印刷部数については40冊と980冊という・ふたつの説がある。
　第1から第5まで上述しだ5。点は内容的な特徴を主にして取り上げたが、
次に技術的な到達点という側面からtaシアで高く評価されている1689年刊
『福音経』も簡単に紹介しておきたい。これは全紙を折らずに縦長に使っ
た626頁の大型本で150部印刷された。そのうちの140部は4頁を除く622頁
すべてに木版の囲み飾りが印刷された豪華本である。残りの10部は囲み飾
　　　　　　　　　（tU161｝りが印刷されていない。
　1680年代に入ると刊行点数は上昇に転じ、1670年代の29点に対して62点
と倍増した。1683年の印刷機の台数は12台と伝えられている。1690年代に
は70点が刊行されたが、最盛期の78点を上まわることは出来なかった。
　17世紀も終りに近づいた1699年に『歩兵連隊建設のための、最も信頼で
　　　　　　　　　　　（za162）き且つ最良の説明付き教義』という書名の軍事書が刊行された。ブイコワ
他編『キリル文字により印刷された出版物の記述（1689－1725／1月）／ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tS163）ヨートル1世時代の出版物の記述・総目録』（モスクワ、1958）によれば、こ
の軍事書は1700年10月27日と11月28日にも刊行され、18世紀に入ってから
も1702年3月と1704年3月3日に刊行されている。ピョートル時代の幕開
けを飾った世俗的内容の書物はこの軍事書であった。
　（2）イヴェールスキイ修道院EP刷所（1655～？）
　1655年に当時の総主教二rsコンによりノヴゴロド州ヴァルダイ（モスクワ
の北西約330㎞）にあるイヴェールスキイ修道院内に作られた。これは第5章
で後述するベラルーシの移動印刷家スピaJドーン・ソーボリによって1631
年にベラルーシの都市オールシャ近くのクテイン修道院に作られた印刷所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ta164）を、ニーコンの命令で移動したものという。ただし、移動の経緯について
はいくつかの説がある。『キセリョーフ論文』（131頁）ではソーボリが1631
年にクテイン修道院へ運んできた印刷所をイヴェー一・ルスキイ修道院に移し
たという。しかしながら『400年史』（109頁）によればソーポリが去ったあ
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と ク テ イ ン の 修 道 士 た ち は 新 し い 活 字 と オ ー ナ メ ン ト で 自 分 た ち の 印 刷 所
を 始 動 さ せ た こ と 、 1 6 5 4 年 に ロ シ ア と ポ ー ラ ン ド の 間 で 新 た な 戦 争 が 始 ま
っ た た め イ ヴ ェ ー ル ス キ イ 修 道 院 に 疎 開 し た こ と が 説 明 さ れ て る 。 ま た 1 9 9 3
年 刊 の 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 、 第 3 分 冊 第 2 部 』 （ 4 0 2 頁 ） で は ニ ー コ ン が 印
刷 所 を 移 動 し た こ と と 併 せ て 、 ク テ イ ン 修 道 院 の 修 道 士 た ち が ロ シ ア に 移
住 し た と 述 べ て い る 。 だ が 、 い ず れ に せ よ 印 刷 所 移 動 の こ の 措 置 は ニ ー コ
ン の 個 人 的 意 向 に よ る も の で 、 公 的 に は 最 盛 期 を 迎 え て い た モ ス ク ワ 印 刷
所 が 存 在 し て お り 、 何 ら 合 理 的 根 拠 が な か っ た 。
　 イ ヴ ェ ー ル ス キ イ 修 道 院 印 刷 所 の 活 動 に つ い て 伝 え ら れ て い る と こ ろ は
少 な い 。 刊 行 さ れ た こ と が 判 明 し て い る の は 次 の 3 タ イ ト ル 4 点 と 1 葉 だ
け で あ る 。
? ? ? ? ? ?
『 時 課 経 』 1 6 5 8 年 刊 、 八 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t e 1 6 5 ）
『 思 い 描 ぐ 楽 園 』 て 論 集 ） 第 1 部 。 1 6 5 8 年 刊 、 四 折 版 。
同 上 　 第 2 部 。 1 6 5 9 年 刊 、 四 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 （ ｝ t e 1 6 6 ）
『 精 神 的 な 糧 』 1 6 6 1 年 刊 、 四 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ 　
「 イ ヴ t 一 ル ス キ イ 修 道 院 へ の 皇 帝 の 特 権 許 可 状 』 1 葉 、 1 6 6 5 年 。
　 印 刷 所 は 上 記 の 特 権 許 可 状 を 印 刷 し た あ と で 、 同 じ 1 6 6 5 年 の う ち に ニ ー
コ ン が 住 ん で い た ノ ー ヴ ィ ・ イ ェ リ サ リ ム （ 新 エ ル サ レ ム の 意 、 現 イ ス ト ラ 。
モ ス ク ワ の 北 西 約 4 5 k m ） へ 移 転 す る 。 ニ ー コ ン は 前 述 の よ う に ア レ ク セ イ と
の 意 見 の 衝 突 か ら 1 6 5 8 年 に モ ス ク ワ を 去 っ て 、 か れ が 当 地 に 建 て さ せ た ヴ
ォ ス ク レ セ ン ス キ イ 修 道 院 に 引 き こ も っ た が 、 逆 に ア レ ク セ イ か ら 同 修 道
院 に 留 ま る よ う 命 ぜ ら れ て い た 。
　 そ の 後 に つ い て は 印 刷 物 が 発 見 さ れ て い な い た め 、 お そ ら く は 活 動 し て
い な い も の と 考 え ら れ て い る 。 し た が っ て ロ シ ア の 書 籍 印 刷 史 上 で は 顕 著
な 足 跡 を 残 し て は い な い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヴ エ 　 ル フ ニ ヤ ヤ チ ポ グ ラ フ ニ ャ ヤ
　 （ 3 ） 　 「 御 上 の 印 刷 所 」 （ B e p x H 朋 T M n o r p a t h M f l ， 1 6 7 8 － 1 6 8 3 ）
　 こ の 印 刷 所 は 若 き 皇 帝 フ ヨ ー ド ル に よ っ て 宮 殿 の 中 に 造 ら れ た 皇 帝 の “ 私
的 印 刷 所 ” で あ っ た 。 設 立 し た 目 的 は シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ の 著 作 を 自
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由に出版できる条件を作ることにあった。「御上の印刷所」の特殊性は総主
教からも印刷局の管理からも独立した存在であり、総主教の許可なしに、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（th168｝即ち検閲を受けずに出版できることにあった。
　1678年末に着工しており、1679年2月1日には指物師たちに印刷機の製
　　　　　　　　　（th169）作費が支払われている。活字その他の道具類は印刷局のものが流用された。
印刷の職人たちも印刷局から移籍した。そめ職種と人数は植字工4、解版
工2、印刷工8、インク塗り工8で、これはちょうど2チーム分に相当す
るので印刷機は2台だったと推定されている。管理・運営はシメオン・ポ
ー ロッキイによって行われた。印刷所が開設されてから暫く後に、書記官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tS17o｝マトヴェイ・セメンニコフを長とする「御上の印刷所」庁が設置された。
　シメオン・ポーロッキイは神学者、教育者、文筆家、詩人として活躍し
た。かれはギリシア語、ラテン語、ポーランド語などにも通じ、17世紀ロ
シァで活躍した最大の知識人といわれている。弟子のシリヴェストル・メ
ドヴェージェフに引き継がれたかれの蔵書は17世紀ロシアの個人蔵書の中
で群を抜いている。1689年に作成された目録にはメドヴェージエフの蔵書
も混在しているが、その目録によれば、総数651冊、非教会的内容の本は25％、
ラテン語、ギリシア語、ポーランド語その他の外国語の書籍も含まれでい
る。分野は歴史、哲学、文献学、地理、医学、生物学、数学、法学、文学
　　　　（tS171）と幅広い。
　シメオン・ポーロッキイ（俗名サムイル・エメリヤーノヴィチ・ペトロフス
キイ＝シトニャノーヴィチ）は1629年ベラルーシのポーロツク生れで、ポー
ロッキイの名は出身地に由来する。第1章でふれたリトワおよびベラルー
シにおける書籍印刷の創始者フランツィスク・スコリーナと同じ町の出身
である。シメオン・ポーロッキイは、当時ギリシア正教徒にとっては唯一
の高等教育機関であるキエフ神学校（正式名称はキエフ＝モギーラ・コレギウ
ム）を卒業する。このキエフ神学校時代に第6章で後述するラーザリ・バラ
ノーヴィチの教えを受けた。その後、1656年にポーロックで修道士となり、
当地の兄弟団の学校で教えていた。1664年モスクワに赴き、1665年からロ
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シ ア 国 家 の 若 い 事 務 宜 の た め に 特 別 に 学 校 が 開 設 さ れ た ザ イ コ ノ ス パ ス キ
イ 修 道 院 に 定 住 し 、 ラ テ シ 語 と 文 法 を 教 え た が 、 こ の 学 校 の 生 徒 の 中 に 、
の ち に か れ の 弟 子 と な る シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ が い た 。
　 1 6 6 7 年 か ら 皇 帝 ア レ ク セ イ の 皇 子 ア レ ク セ イ ・ ア レ ク セ ー エ ヴ ィ チ （ 1 6 5 4 －
1 6 7 0 ） の 養 育 係 と な る 。 1 6 7 0 年 に 皇 子 ア レ ク セ イ が 天 逝 し た あ と 、 皇 子 フ ヨ
ー
ド ル （ 1 6 6 1 － 1 6 8 2 ） お よ び 皇 女 ソ フ ィ ア （ 1 6 5 8 － 1 7 0 4 ） の 養 育 係 と な る 。 ピ
ョ ー ト ル 1 世 （ 1 6 7 2 － 1 7 2 5 ） は こ の 3 人 の 異 母 弟 で あ る 。
　 1 6 7 6 年 に 皇 帝 ア レ ク セ イ が 没 し た あ と 、 1 4 才 の フ ヨ ー ド ル （ 在 位 1 6 7 6 － 1 6 8 2 ）
が 即 位 す る 。 そ し て ポ ー ロ ツ キ イ も 「 わ が 世 の 春 」 を 迎 え る 。 印 刷 所 が 造
ら れ た の は こ の 2 年 後 で あ っ た 。
　 刊 行 さ れ た 点 数 は 全 部 で 6 点 。 タ イ ト ル は 次 の 通 り で あ る 。
?
●
?
●
?
・
? ?
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t e t 7 2 ）
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 教 会 ス ラ ヴ 語 初 等 読 本 』 1 6 7 9 年 刊 。
〔 匿 名 〕 ビ ザ ン チ ン 皇 帝 ヴ ァ シ ー リ ィ 1 世 『 わ が 息 子 レ フ ・ フ ィ ロ
一
ソ フ へ の 遺 言 』 1 6 8 0 年 刊 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t r 1 7 3 ｝
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ッ キ イ 著 『 韻 文 聖 詠 経 』 1 6 8 0 年 刊 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 1 7 4 ）
『 ワ ル ラ ア ム と イ オ ア サ フ に つ い て の 物 語 』 1 6 8 0 年 刊 。
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 心 の 正 餐 』 （ 日 曜 日 の た め の 説 教 集 ） 、 1 6 8 1
　 （ 注 1 7 5 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’
　 　 年 刊 。
　 6 ． シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 心 の 晩 餐 』 （ 祭 日 の た め の 説 教 集 ） 、 1 6 8 3
　 　 　 　 （ t t 1 7 6 ）
　 　 年 刊 。
　 以 上 6 点 1 司 ま 総 主 教 が 実 際 に は 与 え て い な い 祝 福 が あ と が き に 印 刷 さ れ
て い る 。 ま た 、 こ れ ら に は 精 神 面 に お い て も 、 形 式 面 で も 西 欧 主 義 が 見 う
け ら れ る と い う 。 ポ → ロ ツ キ イ の 生 前 に 刊 行 さ れ た の は 最 初 の 3 点 の み 。
4 点 目 は ポ ー ロ ツ キ イ の 死 か ら 2 ～ 3 週 間 後 に 刊 行 さ れ て い る の で こ れ も
か れ の 管 理 下 で 完 成 さ れ た も の と み な さ れ て い る 。 5 点 目 は お そ ら く は か
れ の 生 前 に 印 刷 が 開 始 さ れ て い る が 、 死 の 2 ～ 3 ヶ 月 後 に 刊 行 さ れ て お り 、
こ れ は 弟 子 の シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ に よ り 完 成 さ れ て い る 。
　 ポ ー ロ ッ キ イ は 1 6 8 0 年 に 没 し 、 フ ヨ ー ド ル も 1 6 8 2 年 に 没 し た が 、 「 御 上 の
一
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印刷所」は1683年まで存続した。そして同年に最後の1点を刊行したのち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ77｝印刷所は閉鎖され、職人たちは印刷局へと戻された。
　しかしボーPッキイにまつわる話はこれで終った訳ではなかった。1690
年、モスクワ公会における説教で総主教イオアキム（HoaKHM、在位1674－1690）
はポーロッキイの生前の言動に対する立腹を露わにし、かれの著作を禁止
　　　　　（a178）処分にした。イオアキムが1690年までポーロツキイに対する公然たる批判
を控えていたのは、フヨードルの死後もかつてポーロツキイの教えを受け
たソフィアが幽閉される1689年までは厳然たる力を保持していたので、そ
れを考慮してのことであろう。
　以上は主として『400年史』および『キセリョーフ論文』によりまとめた
が、その後の研究で新たに明らかにされた事柄のうちの何点かにふれてお
きたい。まず印刷機に関しては、1679年2月1日までに4台が、そして同
年11月にはさらに2台の新しい印刷機が印刷局に用意された。このうちの
4台は「御hの印刷所」が1683年2月に閉鎖された翌月の3月に解体され
たという。職人は24人で労働条件は印刷局とほぼ同じだが多少良かった面
もある。印刷局の出版物とされている『便利な計算』は「御上の印刷所」
　　　　　　　　　　　　　　　エ79）のものとみなすことができるなど。ただし、これらの諸点には疑問も残る
ので紹介にとどめ、子細については未見の研究文献を含めさらに検討した
い。
　第4節　17世紀回シア印刷書籍全点の内容、検閲、その他について
　（1）17世紀ロシアでの刊行が現物で確認されている全点の内容
　第3節までは特徴的な書籍だけを紹介してきたが、ここでは17世紀ロシ
アで刊行された全点を主題別（一部著者別）に分類して紹介する。分類は『キ
セリョーフ論文』（136頁）にすでに『ジ？一ルノワの総目録』をもとにして、
モスクワで刊行された書籍を主題別に分類した一覧表が掲載されているの
でその基準に従った。一覧表作成に際しては『ジョールノワの総目録』を
再点検し、キセリョーフが見落した箇所および分類の項目の表記が不適切
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〈 表 2 ＞ 1 7 世 紀 ロ シ ア の 印 刷 書 籍 全 点 の 内 容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ． 奉 神 礼 書
福 音 経 〔 宝 座 上 の 〕
福 音 経 〔 学 習 用 の 〕
聖 使 徒 経
聖 詠 経
聖 詠 経 〔 補 足 付 き 〕
奉 事 経
主 教 用 奉 事 経
小 時 課 経
時 課 経
八 調 経 第 1 、 第 2 部
六 日 経
月 課 経 9 月 、 1 2 月 各 6
　 　 　 1 0 月 、 1 1 月 各 5
9 月 一 1 1 月 （ 合 冊 ）
　 　 　 　 　 　 1 月 一 8 月 各 4
祭 日 経 第 1 四 半 分 基 礎 部 分
　 　 　 〃 　 　 　 補 足 部 分
　 　 　 第 2 ～ 第 4 四 半 分 各 1
2 2
? ? ? ? ?
2 7
1 4
? ? ? ? ? ? ?
　
　
　
　
計
計
? ? ?
計
㌶ 竃 擦 ， 鳴
三 歌 斎 経
五 旬 経
連 接 歌 集 （ イ ル モ ロ ギ イ ）
奉 事 規 定 （ ウ ス タ フ ）
聖 暦
教 会 暦 （ 聖 暦 ）
叙 聖 式 に つ い て
新 た に 叙 聖 さ れ た 司 祭 へ の 説 教
聖 事 経
聖 事 経 〔 修 道 士 用 の 〕
聖 事 経 〔 俗 人 用 の 〕
規 定 （ カ ノ ン ）
雑 規 定
感 謝 祈 禧 聖 歌
聖 人 お よ び 祭 日 へ の 奉 事
特 別 な 場 合 の 儀 式
対 ア ラ ビ ア 人 勝 利 に 関 す る 連 帰
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1 1 ． 奉 神 札 書 で は な い 宗 教 的 書 物
聖 書
教 会 法 典 集
諸 聖 略 伝 前 半
諸 聖 略 伝 後 半
ビ ザ ン チ ン の 教 会 の 文 筆 家 の 著 作
ウ ク ラ イ ナ そ の 他 の 教 会 の 　 〃
? ? ? ?
モ ス ク ワ 総 主 教 の 著 作
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ の 著 作
ワ ル ラ ア ム と イ オ ア サ フ に つ い て の 物 語
初 等 読 本
論 集
? ? ? ? ?
l l l ． 世 俗 的 内 容 の 書 物
事
律
語
軍
法
?
? ? ? ?
数 学
そ の 他
?
　 （ 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 1 3 2 － 1 3 3 頁 を 参 考 に 作 成 ）
－
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な部分を修正した。また、モスクワ以外で刊行された5点（ニージニィ・ノ
ヴゴロド1点、イヴェールスキイ修道院印刷所4点）’を加えた。
　キセリョーフの分類に対して、ルッポフは『17世紀ロシアの書物』の中
で「この区分は勿論はなはだ相対的なもので、17世紀の出版物の内容につ
いて不正確な認識をもたらしている。」（30－31頁）と述べている。そしてそ
の理由としていくつかの例をあげている。例えば、〈表3＞の奉神礼書に区
分されている『聖人および祭日への奉事』はそれ以外の要素との混合型の
性質のものであること。すべての『初等読本』は題材を主として宗教的な
原本に拠っているが、宗教的内容の出版物とみなすことは出来ない。また
『ワルラアムとイオアサフについての物語』などの作品はこの時代の人々
の興味をひく読み物として外見は宗教的書物の形をとっているが、これは
本質的なものではない。これらの観点からルッポフはキセリョーフの数字
が17世紀の出版物の世俗的性格について、実際にあったところと比較して
不完全な認識をもたらしていると批判している。
　しかしながらルッポフはキセリョーフの一覧表への対案を示していない。
また区分への批判内容は相対的にどこに重点をおいて判断をするのかとい
う範囲のもので、キセリョーフの区分が必ずしも間違っているとはいえな
い。したがって、ここではキセリョーフの区分をそのまま用いる。
　㈲　　『初等読本』についての補足
　補足1．第2節第（2）項「プールツォフの印刷活動について」の中で、1634
年刊の『初等読本』がロシアで初めて出版された子供たちに読み書きを教
えるための教科書であることを紹介した。だが厳密にいうと、それ以前に
も『小初等読本』とでも呼ぶべき8葉（16頁）の小冊子が出版されていた
という。B．　M．ルキヤネンコによれば、それは『小時課経』に追加されるか、
あるいは《A36yKH　Manble（小初等言売本）》か《A36yKH　B　TeTpaAb（小冊子の初等
　　　　　　　　　　　　　　　　　（it18o）読本）》の名称で独立して出版されていた。前者の例としては1631年に刊行
　　　　　　　　　　　　　　　（te181）された小初等読本付きの『小時課経』がある。
　補足2．ここまで『初等読本』と訳してまとめてきた出版物の中に、実
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　 　 　 　 　 　 　 　 プ ク ヴ ア － リ
ア － ズ プ カ
は 《 A 3 6 y K a 》 と 《 B y K B a p b 》 の 二 種 類 が 含 ま れ て い る 。 こ れ ら は 『 ジ ョ ー ル
ノ ワ の 総 目 録 』 の 中 で も 同 一 の 出 版 物 と し て 扱 わ れ て お り 、 日 本 で 出 版 さ
れ て い る ロ シ ア 語 辞 典 を 見 て も ほ ぽ 同 義 で あ る が 、 ル キ ヤ ネ ン コ の 研 究 に
よ れ ば 両 者 の 間 に は 次 の 違 い が あ る 。
　 初 め て の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 は 1 6 5 7 年 に 刊 行 さ れ て お り 、 そ れ 以 降 に 刊 行
さ れ た 『 初 等 読 本 』 は す べ て 《 プ ク ヴ ァ ー り 》 で あ る 。 《 ア ー ズ プ カ 》 と 比
較 す る と 初 期 の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 は 文 法 編 が 占 め る 割 合 が 著 し く 減 っ て い
る 。 原 因 は 1 6 4 8 年 に ス モ ト リ ツ キ イ の 『 文 法 』 が 刊 行 さ れ た こ と に よ る 。
　 こ の ル キ ヤ ネ ン コ の 説 明 と 下 記 の 「 補 足 3 」 で ふ れ る カ リ オ ン ・ イ ス ト
ー
ミ ン の 『 初 等 読 本 （ ブ ク ヴ ァ ー リ ） 』 に 基 づ い て 考 え る と 、 少 く と も 1 7 世 紀
末 ま で の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 に 関 し て は 『 文 字 教 本 』 と 訳 し 分 け る こ と が 可
能 で あ る 。 し か し な が ら そ の 内 容 の す べ て を 現 物 で 確 認 す る こ と が で き な
い の で 本 稿 で は こ れ を 指 摘 す る こ ど に と ど め 、 『 初 等 読 本 』 の 訳 語 で 統 一 す
る 。
　 補 足 3 ． 1 6 9 6 年 に 刊 行 さ れ た カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン に よ る 『 初 等 読 本 』
は 予 め 宮 廷 内 だ け に 使 う こ と を 認 め た う え で 2 0 部 だ け 印 刷 さ れ た 。 こ れ は
モ ス ク ワ 印 刷 所 と し て は 極 め て 異 例 な ケ ー ス だ が 、 こ の 1 6 9 6 年 版 の 刊 行 に
到 る ま で に は 次 の よ う な 前 段 階 が あ っ た 。
　 1 6 9 2 年 、 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン は 《 イ ラ ス ト 入 り 初 等 読 本 （ プ ク ヴ ァ
ー
リ ） 》 の 写 本 を ピ ョ ー ト ル 1 世 の 母 親 で あ る 皇 太 后 ナ タ ・ リ ヤ ・ キ リ ロ ヴ ナ
に 献 呈 し た 。 こ れ は 彼 女 の 孫 で あ る 皇 太 子 ア レ ク セ イ を 教 育 す る た め に つ
く ら れ た も の で 、 顔 料 と 金 で 彩 色 さ れ て お り 、 イ ラ ス ト を 主 体 と し て い る
点 が 従 来 の 写 本 や 刊 本 の 『 初 等 読 本 』 と は 大 き く 異 な っ て い た 。 ま た 、 キ
リ ル 文 字 だ け で な く 、 ギ リ シ ア 文 字 と ラ テ ン 文 字 も 含 ま れ て お り 、 そ れ ら
の 草 書 体 も 示 さ れ て い た 。 翌 1 6 9 3 年 に イ ス ト ー ミ ン は 同 様 の 『 初 等 読 本 』
の 写 本 を ピ ョ ー ト ル 1 世 と 併 立 さ れ て い た イ ヴ ァ ン 5 世 （ 在 位 1 6 8 2 － 1 6 9 6 ）
の 妻 プ ラ ス コ ヴ ィ ヤ ・ フ ェ ド ロ ヴ ナ に 献 呈 し た 。 こ れ は 彼 女 の 娘 た ち の 教
育 用 と 考 え ら れ て い る 。 こ の 1 6 9 3 年 の 写 本 の う ち H 、 J I 、 　 b 、 Ψ の 文 字 の ぺ
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一 ジ（各1頁）は1994年にモスクワで出版された『古代ロシアの文献記念碑
　　　　　　　G“．182｝：17世紀第3巻』の巻末に色刷りで紹介されている。
　カリオン・イストーミンは1640年代末の生れで、前述のシリヴェストル
・ メドヴェージェフの親類にあたる。かれはチュードブ修道院の修道司祭
であったが、印刷局の校正職のほかに宮廷詩人、そして皇子および皇女の
教育係に任ぜられていた。イストーミンは、チェコの神学者であると同時
に教育思想家でもあったコメニウス（1592－1670）の信奉者で、かれはコメ
　　　　　　　　　　　　　　　（il．183｝ニウスが『世界図絵』（1654年刊）で示した視覚教育の方法を『初等読本』
に独自に取り入れた。
　1694年、上述の2冊の写本の『初等読本』をもとに出版が企画された。
しかしながら当時のロシアの技術水準ではこれほどの活版が組めず、各ペ
ー ジのそれぞれを銅版画にして印刷した。結果は、銅版画にしたため印刷
の際に圧力がかかりすぎてインクが紙の裏まで浸透してしまい、教科書と
して使われなかったという。だがこれは表向きの理由で、実際は検閲を行
っていた教会上層部の許容範囲をはるかに越えていたためと考えられる。
その例として、望遠鏡で星を観察している天文学者のイラストがあり、ま
たイニシャルのデザインに男女の交わりを連想させるものや洗礼者ヨハネ
の生首を下げたサロメの姿、写本では兵士だったものが薄物をまとったな
まめかしい女性の姿に変っているものなどがある。（図4参照）。この1694年
版は国立公共図書館に保存されていた原本をもとに1981年にレニングラー
ドで復刻版が解説付きで刊行されているので現在はその内容を日本の図書
　　　　　　　　　　　　Gklso）館でも目にすることが出来る。本文はアルファベット順で1文字ごとに各
ページが構成されており、それらのうちのいくつかの文字のページは『11－
17世紀ロシア語辞典』の第12巻以降の見返しに装飾として印刷されている
　　　　　　　　　　　　　　（th184）ので、こちらで見ることもできる。
　以上の経過をたどったのち、1696年版『初等読本』が刊行される。しか
しこれは1694年版の独創的な教科書とは程遠い、文字を主体にした従前の
形に逆戻りしている。この1696年版『初等読本』には後日談がある。皇太
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図 4
カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン の 「 初 等 読 本 』
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子アレクセイが父ピョートル1世に対する謀叛のかどで捕えられ、1718年
に獄死したあとで、当局はこの『初等読本』を回収し、廃棄した。しかし
ながらその追及を免れた2部がモスクワの国立図書館（旧レーニン図書館）
およびペテルプルグの国立公共図書館に所蔵されている。
　なお、上記の『初等読本』以外にもイストーミンが作成し、手稿のまま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ta185）保存されている『小文法』その他、子供のための教科書がある。
　（3）検閲
　すでに見てきたようにモスクワ印刷所は実質的には教会の支配下にあっ
た。世俗的内容の出版物を除いて、すべての出版物が総主教と教会上層部
の厳しい検閲を受けた。世俗的内容の出版物に区分されるスモトリツキイ
の『文法』も前述の通り検閲を受け、手を加えられている。したがって17
世紀ロシアの出版物は約97％が検閲を受けたことになる。検閲の眼目は異
端発生につながる教義の変更およびカトリックの思想の流入を阻止するこ
とにあった。
　総主教イオアキムの時代（1674－90）は検閲が最も厳しい時代であった。
1674年、校正職たちは印刷所の首脳部の許可なしには、組版された字句に
対していかなる変更を加えることも禁止された。また総主教イオアキムの
時代には新たに刊行されるすべての書籍は、事前に聖像を飾った応接室に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tr186）おいて総主教臨席のもとで読み上げるよう命ぜられた。
　時代はさかのぼるが、17世紀ロシアの検閲の様子がよくわかる例がある
ので少し詳しく紹介しておこう。
　1627年1月末頃にほとんど完成していたラヴレンチィ・ジザーニィ・ト
ゥスタノフスキイ（naBpeHTHtl　3H3aHmi　TycTaHoBcK””、生年不詳一没年1633以降）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（tt187｝が著したキリスト教の『大教理問答集』の刊行が中止された。ジザーニィ
はリトワ生れのウクライナ人で、ギリシア語にも通暁した学者であり、1596
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i21s8）年にはすでにヴィリノにおいて『教会スラヴ語文法』が刊行されていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ta189｝また長司祭であったかれはギリシア正教の擁護者であり、教会合同やウク
ライナにおけるギリシア正教への迫害をしているカトリックに対する積極
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　 　 的 な 反 対 者 と し て モ ス ク ワ で も そ の 名 を 知 ら れ て い た 。 1 6 2 6 年 6 月 に ウ ク
　 　 ラ イ ナ の 町 コ ー レ ツ か ら モ ス ク ワ に や っ て 来 た ジ ザ ー ニ ィ は 非 常 に 温 か く
　 　 迎 え ら れ る 。 か れ は 到 着 し た 直 後 、 総 主 教 フ ィ ラ レ ー ト に 西 ロ シ ア 語 （ H a
　 　 3 a n a n H o ・ p y c c K o M ・ A 3 b l K e ） で 書 い た 自 ら の 著 作 『 大 教 理 問 答 集 』 を 贈 呈 す る 。 ジ
　 　 ザ ー ニ ィ は 教 会 上 層 部 か ら 高 い 敬 意 を 払 わ れ 、 奉 神 礼 書 出 版 の 原 則 に 縛 ら
　 　 れ ず に か れ の 『 大 教 理 問 答 集 』 を 出 版 す る こ と が 決 定 さ れ た 。 ロ シ ア 語 へ
　 　 の 翻 訳 者 は ク レ ム リ ン （ 内 城 ） 内 の ボ ゴ ヤ ヴ レ ン ス キ イ 修 道 院 の 院 長 で あ る
　 　 イ リ ヤ が 任 命 さ れ た 。 こ れ が 刊 行 さ れ て い れ ば 個 人 の 著 者 、 そ れ も 現 存 す
／ ノ
遍 の ロ シ ア で 初 め て の 出 版 物 と な る は ず で あ っ た 。 し か し な が ら 、 ほ
?
ぽ 全 体 を 刷 り 終 え た 段 階 の 1 月 に な っ て ふ た つ の 問 題 点 が 指 摘 さ れ た 。 ひ
と つ は 教 義 上 不 正 確 な い し は 不 適 切 な 表 現 が 含 ま れ て い る と い う こ と 。 も
う ひ と つ は 本 文 の 中 に 天 球 、 雷 鳴 、 稲 妻 、 彗 星 、 星 、 さ ら に は 異 教 徒 の 神 々
の 名 が 付 け ら れ た 惑 星 な ど に 関 す る 天 文 学 的 、 気 象 学 的 情 報 が 含 ま れ て い
る と い う こ と で あ っ た 。 ジ ザ ー ニ ィ の 対 抗 者 た ち の 中 に は 「 こ れ ら の 論 文
は 占 星 術 か ら 引 用 さ れ た も の で あ り 、 そ の 占 星 術 は ギ リ シ ア の 魔 法 使 い た
ち と 偶 像 崇 拝 か ら 得 た も の で あ る 」 と 言 う も の ま で あ っ た 。 こ う し た 理 由
か ら 著 作 の 審 査 を 行 う た め 、 全 権 を 与 え ら れ た 上 層 部 の 面 前 で ジ ザ ー ニ ィ
対 翻 訳 者 の イ リ ヤ お よ び 印 刷 局 の グ リ ゴ ー リ ィ ・ オ ニ ー シ モ フ の 公 開 討 論
が 行 わ れ た 。 討 論 は 2 月 1 8 日 か ら 2 0 日 に か け て 3 日 間 続 け ら れ 、 ジ ザ ー ニ
ィ は 翻 訳 が 不 正 確 な 個 所 を 引 用 し て 教 義 上 の 自 ら の 正 当 性 を 証 明 す る こ と
に 成 功 し 、 天 文 学 に つ い て も わ ず か に ふ れ て い る だ け と い う 主 張 が 認 め ら
れ た 。 そ の 結 果 、 マ ク シ ム ・ グ レ ー ク の よ う に 異 端 と し て 投 獄 さ れ た り 、
遠 方 の 修 道 院 に 送 ら れ て 厳 し い 監 視 下 に お か れ る と い う 事 態 に は 至 ら な か
っ た 。 し か し な が ら 、 モ ス ク ワ に お け る 活 動 の 限 界 を 感 じ た ジ ザ ー ニ ィ は 、
わ ず か 8 ケ 月 余 滞 在 し た だ け で 自 ら こ の 地 を 去 っ た 。 そ し て 『 大 教 理 問 答
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r ー 1 s e ）
集 』 も 未 完 の ま ま に 終 っ た 。 西 欧 で は こ の 5 年 後 の 1 6 3 2 年 に フ ィ レ ン ツ ェ に
お い て ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ （ 1 5 6 4 － 1 6 4 2 ） の 『 プ ト レ マ イ オ ス お よ び コ ペ ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r ． 1 9 1 ）
ニ ク ス の 世 界 二 大 体 系 に つ い て の 対 話 』 が 刊 行 さ れ 、 翌 1 6 3 3 年 に か れ が 宗
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教裁判にかけられたことはよく知られているところである。
　なお、モスクワの国立図書館および国立歴史博物館は未完に終った『大
教理問答集』を所蔵している。
　もうひとつの例を示しておこう。1650年に刊行された『教会法典集』は
公式に承認され刷り上ったものが、刊行直前になって、訂正された各葉と
差しかえられた。そして最初に印刷された各葉は細かく切り裂かれたとい
　Gl192）
う。しかしながら、この厳しい措置をかいくぐった最初の内容のままの3
冊が国立図書館、国立歴史博物館、およびペテルプルグの国立公共図書館
　　　　　　　　｛il．193）に所蔵されている。
　紙幅の関係で具体例は割愛するが、以上のような事例の他に、ロシアに
流入する書物への検閲ないしは厳しい規制があった。とくに1654年にウク
ライナの一部分を併合して以降、モスクワ正教会上層部はカトリックの影
響を受けている可能性のあるウクライナの印刷所に対して、さらにはベラ
ルーシやリトワの印刷書籍に対して強い警戒心を抱いていた。とりわけポ
ー ランド語書籍のロシアへの搬入と販売に対しては厳しい規制が行われ、
搬入や販売が許可されなかったケースも伝えられている。
　ただしポーランド語の文献がモスクワにまったく持ち込まれなかった訳
ではなく、ウクライナ人たちによって販売用に運び込まれた。知識層には
ポーランド語が良く知られており、首都モスクワでは少なからぬ需要があ
った。また、キエフの出版物への需要から、政府が特別にキエフで買い付
　　　　　　　　G｝．194）けることもあった。
　（4）校正職（cnpaBmHK）について
　校正職の仕事は印刷のために準備された手稿を編集し、そして校正する
ことであった。現代の編集者と校正係を兼ねたような職責である。したが
ってcnpaB山HKという語を単に「校正係」と訳すのはこの場合は不適切であり、
誤解を招くので、校正係と区別するために校正職という訳語をあてておき
たい。
『書籍百科』（515頁）によれば校正職は「ロシアの書籍印刷の初期（16－17
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世 紀 ） に 編 集 者 と 校 正 係 の 職 務 を 遂 行 し た 印 刷 所 職 員 」 と あ る 。 研 究 文 献 に
お い て 校 正 職 だ っ た 人 物 の 名 前 が ふ れ ら れ る よ う に な る の は 1 7 世 紀 の 復 興
期 （ 第 2 節 ） あ た り か ら で 、 1 7 世 紀 後 半 か ら は ベ ラ ル ー シ 、 ウ ク ラ イ ナ お よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G ！ 1 9 5 ｝
び ギ リ シ ア の 出 身 者 も 校 正 職 に 採 用 さ れ て い る と い う 。 校 正 職 た ち は
　 プ ラ 　 ヴ イ リ ナ ヤ パ ラ 　 タ
n p a B u a b H a f l 　 n a 」 a T a と い う 部 局 に 席 を 占 め て お り 、 通 常 （ お そ ら く 1 7 世 紀 の 最 盛
期 頃 か ち ） は 校 正 職 3 人 、 朗 読 者 1 人 、 書 記 1 人 の 5 人 で 常 設 の 委 員 会 の よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G S 1 9 6 ｝
う な 形 態 を と っ て い た 。 校 正 職 だ っ た 人 々 の 中 に は ウ ク ラ イ ナ か ら 招 聰 し
た 文 献 学 者 エ ピ フ ァ ニ ィ ・ ス ラ ヴ ィ ネ ツ キ イ 、 シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ の
弟 子 シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ 、 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン 、 フ ヨ
ー
ド ル ・ ポ リ カ ル ポ フ （ 1 6 7 0 年 頃 一 1 7 3 1 ） な ど 1 7 世 紀 か ら 1 8 世 紀 に か け て の
ロ シ ア に お い て は 最 高 水 準 の 知 識 人 た ち が い た 。 か れ ら は 校 正 職 の 職 務 の
ほ か に 、 政 府 か ら 国 の さ ま ざ ま な 仕 事 の 委 任 を 受 け る こ と が あ り 、 ま た 翻
訳 や 自 ら の 著 作 を 世 に 送 り 出 す な ど 多 面 的 な 活 動 を し た 。 そ れ ら の 著 作 の
中 で も 特 に 有 名 な の は 、 1 8 世 紀 に 入 っ て の こ と に な る が 1 7 0 4 年 に モ ス ク ワ
で 刊 行 さ れ た ポ リ カ ル ポ フ に よ る 『 教 会 ス ラ ヴ 語 ＝ ギ リ シ ア 語 ＝ ラ テ ン 語
　 　 G t l g 7 ）
辞 典 』 が あ る 。
第 4 章 　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 の 流 通
　 こ の 章 で は 1 7 世 紀 の ロ シ ア に お い て 書 籍 が ど の よ う に 販 売 さ れ た の か 、
ま た 地 域 的 に は ど れ ほ ど の 広 が り を 持 っ て い た の か を 明 ら か に す る 。 そ の
た め 出 来 る だ け 多 く の 具 体 例 を あ げ 、 説 明 に は 図 と 表 を 多 く 用 い る こ と と
し た い 。
　 第 1 節 　 販 売 は ど の よ う に 行 わ れ て い た か
　 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 書 籍 販 売 は 大 ま か に 次 の 三 つ の 段 階 に 区 分 す る
こ と が で き る 。 第 1 は 政 府 か ら の 強 制 的 な 割 当 て に よ る 販 売 が 行 わ れ て い
た 1 6 4 0 年 ま で 。 第 2 は 皇 帝 ミ ハ イ ロ フ の 命 令 に よ り 印 刷 局 に 売 店 が 開 設 さ
れ た 1 6 4 0 年 か ら 1 6 8 0 年 代 の 本 屋 街 出 現 ま で 。 第 3 は 本 屋 街 出 現 以 降 。
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　（1）強制的販売
　1640年に売店が新設されるまで印刷局には販売の窓口はなかった。要望
する人びとに対して販売することはあったが、主として強制的な割当てに
よる“販売”方法がとられていた。割当て先は教会、修道院、商人（とくに
モスクワ）、そして農民までもがその対象とされた。書籍はいずれも未製本
のまま送られた。次に『17世紀ロシアの書物』（p．48－51）から四つの例
を紹介する。
　〈例1＞　教会と修道院
　モクスワおよびその他の諸都市の教会と修道院ごとに一一覧表によって書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（th198）籍が発送された。書籍を送られたところは代金を回収して印璽庁に送るこ
とを要求された。
　〈例2＞　モスクワの商人たち
　1619年刊の『月課経』1026部（9月516部、10月510部）は12部が皇帝、
皇妃、総主教に献呈され、その他に若干の部数が無料で配られ、6部が売
られたのち、残りの大多数がモスクワの商人たちに割当てられた。政府は
割当てる際にリャート（同種の商店の並び）の商いの規模の大小のみを判
断基準にし、何を商っているかについてはまったく考慮していない。した
がって書籍を割当てられたリャートは次のごとく多様であった。
　　　　　　　　（E199｝　八百屋、黒海屋、毛皮屋、帽子屋、上着屋、毛皮加工屋、蜂蜜屋、鍋釜
屋、ネギ屋、魚屋（鮮魚）等々。割当て部数を見ると、上は八百屋街72部、
黒海屋街66部から、下は鍋釜屋街8部、ろうそく屋街3部など大きな差異
がある。上記の市場の商人たち以外に、モスクワの通りの商人たちにも、
ニキーツカヤ通り6部、ペトロフスカヤ通り5部などが割当てられた。こ
のようにしてモスクワで“売られた”部数は920部にのぼる。そのうち711
部がキタイ・ゴロドのリャートにおいて、また209部がべ一ルイ・ゴロドに
おいてであった。書籍代金はそれぞれのリャー一トの長が、時には直ちに、
時には何回かの分割で支払いをした。商人たちに割当てた残りの74部は、
さらに教会および小さな店の商人に割当てられ、そのうちの54部はカザン
一 41一
主 教 管 区 に 送 ら れ た 。 こ れ で 1 6 1 9 年 刊 『 月 課 経 』 （ 9 月 お よ び 1 0 月 ） は “ 完 売 ”
と な っ た 。 た だ し こ う し た 場 合 、 印 刷 局 で 必 要 が 生 じ た 時 に は 市 場 に お い
て 値 上 り し た も の を 買 わ な け れ ば な ら な か っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ i T 2 o o ）
　 〈 例 3 ＞ 　 ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の 場 合
　 お そ ら く は 上 述 し た よ う な モ ス ク ワ 商 人 た ち へ の 過 大 な 押 し 付 け に 対 す
る か れ ら の 不 満 と の 関 連 で 、 主 教 管 区 へ の 割 当 て は の ち に よ り 多 く な っ て
い る 。 ル ッ ポ フ は そ の 一 例 と し て ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 管 轄 下 の 居 住 地 点 へ
の 1 6 2 6 年 か ら 1 6 3 7 年 に か け て の 強 制 販 売 の 記 録 を 紹 介 し て い る が 、 こ こ で
は 1 6 2 6 年 の 部 分 の み 紹 介 す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ i ！ 2 o 1 ｝
　 1 6 2 6 年 1 0 月 2 9 日 付 の 書 籍 印 刷 事 業 庁 の 記 録 で は ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の 書
記 官 （ 責 任 者 ） M ． ス ム ィ ヴ ァ ロ フ に 『 6 日 経 』 9 0 部 、 お よ び 同 部 数 の 『 小
時 課 経 』 が 届 け ら れ た 。 そ し て か れ に 対 し て 代 金 を ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の
財 政 か ら 直 ち に 支 払 う こ と 、 そ れ と 同 時 に 担 当 地 域 の 都 市 ご と の 大 聖 堂 教
会 や 修 道 院 、 さ ら に は 小 さ な 店 の 商 人 た ち に 割 当 て る よ う 提 案 が な さ れ た 。
一
方 、 書 籍 を 割 当 て ら れ た 諸 都 市 で は モ ス ク ワ の ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 へ 代
金 を 送 る こ と を 義 務 づ け ら れ 、 財 務 庁 は そ れ に よ っ て 支 払 い ず み の 部 分 を
補 填 し た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t ミ 2 o 2 ）
　 〈 例 4 ＞ 　 チ ャ ロ ン ダ 管 区 の 農 民 た ち
　 1 6 2 7 年 付 け の チ ャ ロ ン ダ 管 区 の 農 民 た ち が 皇 帝 ミ ハ イ ル に 宛 て た 嘆 願 書
で は 、 送 り 付 け ら れ た 書 籍 に 対 す る 区 長 Φ 、 M ． イ ス ヴ ォ リ ス キ イ に よ る 代 金
取 り 立 て に つ い て 次 の よ う に 抗 議 し て い る ： 「 勅 令 に は 農 民 た ち に 、 送 ら
れ て き た 書 籍 を 大 聖 堂 教 会 や 商 人 た ち の 店 に 転 送 す る よ う に 書 い て あ る が 、
わ が チ ャ ロ ン ダ 管 区 に は そ の よ う な 修 道 院 も 大 聖 堂 教 会 も な く 、 商 人 も い
な い 。 し か る に イ ス ヴ ォ リ ス キ イ は 郷 （ 1 1 － 2 0 世 紀 の ロ シ ア の 郡 と 村 の 中 間 の
行 政 ・ 地 域 単 位 ） の 教 会 （ 複 数 形 ） に 送 り 付 け て き て 、 書 籍 代 金 は 皇 帝 の 農
民 で あ る 我 々 か ら 徴 収 し て い る 。 し か し な が ら 我 々 の と こ ろ の 教 会 （ 複 数 形 ）
は す で に 本 を 所 蔵 し て い る 」 。 取 り 立 て か ら 解 放 し て ほ し い と い う 農 民 た ち
か ら の こ の 訴 え に 対 し て 「 今 回 の 代 金 は 支 払 う よ う に 、 だ が 今 後 は あ な た
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方には書籍は送らない」との書き
込みはあるが、その後も送り続け
られたという。そして他の地域に
対しても同様に割当てが行われて
いた。
　以上、四つの例を見たが、1640
年に印刷局に売店が設置されて以
降も都市ごとの強制的割当てはお
そらく完全にはなくならなかった。
18世紀にも同様の事例が見られた
　　　（ii，2o3）
という。
　（2）印刷局売店の開設と販売価
格
　　　　　　　　　　　　　　　　図5　17世紀モスクワ印刷局の絵。右下が
　1640年に皇帝ミハイルの命令で　　　　売店。人物と本が描かれている。（『書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籍百科』362頁より）印刷局内に書籍販売専用の売店が
開設された。このため地階（第1章113頁に「地下室」とあるのは誤りにつ
き訂正）に特別の部屋が造られた。人々はこの時点からモスクワ印刷所の
書籍は常時購入できるようになった。だが売店で販売される書籍は通常未
製本のままで、強制的販売の時代と変りなかった。ただし1653年5月一一　6
月に製本済みの『月課経』（書籍1ルーブル＋製本24コペイカ）が10部販売さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GI216）れた記録が後述の購入者台帳（125－126頁）にある。
　1634年の印刷局の火災後、復興作業にかかる多額の費用との関連で、政
府はそれまでの原価販売を改め、利益込みの販売に移行することを決定し
実施している。したがって売店で扱った新刊はすべて利益込みの価格とな
っている。
　まず原価計算の実例として『アレクセイ法典』（版次未確認）のケースを
〈表3＞に示しておこう。ただし〈表4＞の原価との違いがある。どちら
が正確なのかについてはルッポフも解明できずに両方を紹介している。
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〈 表 3 ＞ 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 原 価 計 算 （ 1 ， 2 0 0 部 ） 1 ル ー ブ ル ＝ 1 0 0 コ ペ イ カ
支 　 出 　 項 　 目
支 出 額
?
ル ー プ ル ／ コ ペ イ カ
1 ． 　 用 紙 代
4 4 0 p ． 7 5 k ．
4 8 ． 8
4 3 0 連 （ 2 0 6 ， 4 0 0 枚 ） ．
1 連 （ 4 8 0 枚 ） の 単 価 1 p ． 2 ％ k ．
※ 必 要 最 低 枚 数
印 刷 部 数 1 ， 2 0 0 × 葉 数 3 3 9 ÷ 判 型 ニ ツ 折 2
＝ 2 0 3 ， 4 0 0 枚
2 ． 　 そ の 他 の 材 料 費
4 1 P ． 9 5 ％ k ．
4 ． 6
顔 料 、 麻 布 、 糊 用 の 穀 粉 、 釘 、 そ の 他
3 ． 　 印 刷 機 1 2 台 の 職 人 の L 5 ヶ 月 と 2 日 分 の 俸 給
2 7 0 p ． 1 2 k ．
3 0 ． 0
植 字 工 、 解 版 工 、 印 刷 工 、 イ ン ク 塗 り 工
※ 1 チ ー ム 1 1 人 × 1 2 台 ＝ 1 3 2 人 分 の 俸 給
4 ． 　 校 正 職 、 書 記 官 、 警 備 、 そ の 他 の 俸 給
1 p ． 2 6 k ．
0 ． 1
5 ． 　 そ の 他 の 支 出
2 4 P ． 9 1 ％ k ． 2 ． 7
薪 、 炭 、 錫 、 イ ン ク 、 紙 、 設 備 の 修 理 、 職 人 用
の 白 パ ン 代 、 司 祭 へ の 祈 禰 料 、 そ の 他
6 ． 　 改 作 費 （ 労 働 力 お よ び 材 料 ）
1 2 4 P ． 2 6 k ．
1 3 ． 8
合 計
9 0 3 P ． 2 6 k ．
1 0 0 ． 0
（ ル ッ ポ フ 著 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 5 6 頁 よ り ）
　 刊 行 さ れ た 1 ， 2 0 0 部 の う ち 9 部 は 皇 帝 に 献 上 さ れ 、 そ の う ち 6 部 は 小 口 金
の 上 等 な 製 本 、 3 部 は 普 通 の 製 本 で あ っ た 。 総 主 教 に は 3 部 が 献 呈 さ れ 、
そ の う ち 2 部 が 小 口 金 、 1 部 が 普 通 の 製 本 で あ っ た 。 そ の ほ か 校 正 職 た ち
に 5 部 （ 各 1 部 を 無 料 で 、 お そ ら く 製 本 な し に ） 贈 ら れ た 。 『 ア レ ク セ イ 法 典 』
（ 第 2 版 ） の 販 売 価 格 は 1 ル ー プ ル 。
　 〈 表 4 ＞ に 示 し た の は 1 6 4 9 年 1 2 月 現 在 の 印 刷 局 の 資 産 目 録 の 2 5 点 の 中 か
ら 第 3 章 の 記 述 と か か わ り あ る タ イ ト ル を 中 心 に 9 点 を え ら び 、 在 庫 数 、
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〈表4＞主要タイトルの原価および販売状況 p＝ループル、k＝コペイカ
タイトルと刊年 1‘9年12月在庫販売価格 原価 原価率 販売部数 残りの部数 台帳の日付
P．k． P．k．
?
マルガリート（真珠）1641 382．500．5722．8 38 0 1651－2－27
諸聖略伝：後半1643112又は2123．001．54％18．2 1102又は1021651－8－9
論　集　　　1647 6062．500．5421．6 263 3431653－11－23
文　法　　　1648 4410．500．3366．0 49 3921653－7－15
アレクセイ法典　16491，1811．000．6060．01，173 8 1650－8－25
歩兵の戦闘構造16491，1871．000．6666．0 95 9921651－6－12
月課経1年分揃い 33512．008．63％72．0
〃　月別 3131．000．7272．0 9 3041653－5－7
初等読本 2，9000．01 0 1650－8－18
（ルッポフ著『17世紀中葉のモスクワ印刷局出版物の読書』11－12頁ほかにより作成）
原価、売価、原価率をまとめたものである。原価率は画一的なものではな
く、まちまちであったが人気の高い出版物では80％前後の利益を見込んで
いたことがわかる。
　（3）リャートにおける書籍販売
　売店のこうした販売活動が行われる一方、強制的販売の時代以来それな
りに書籍販売の方法を身につけてきた各リャートの商人たちも書籍の販売
を続けた。それはとくに八百屋街を中心としていたが、かれらは刊本だけ
でなく、写本も扱っていた。また新刊も製本をしてから販売するなど印刷
局の売店とは明らかな違いがあった。そうしたことから当時書籍を求める
人たちにとって八百屋街は重要な存在であった。その一例として、1651年
にシベリア大教シメオンが印刷局では必要な本を少ししか見つけること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注204）が出来ず、八百屋街で買い揃えたという話が伝えられている。
　リャートという言葉をここまでは単に「……街」と記してきた。しかし
ながら、神田の古本屋街、秋葉原の電気店街などとは様子が異なっている
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図 6
? ? ?
1 7 世 紀 モ ス ク ワ の リ ャ ー ト の 配 置 図 （ ボ ゴ ヤ プ レ ン ス キ イ に よ る 復 元 図 ）
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〈表5＞17世紀モスクワのリャート名の一覧表（ロシア語のアルファベット順）
短靴 手織麻布 長靴
ししゆう
白色顔料 金糸刺繍・金糸織のレース モロッコ革仙羊、羊のなめし皮）製品
ビーバーの毛皮製品 腰帯 ろうそく
綿布 樹皮製の靴、草鮭 鞍
小魚 ネギ ニシン
古着屋 修道士用のマント 種
ハム
?
銀製品
水 蜂蜜 金具
ろう製品 毛皮製品 毛皮加工
長靴の胴 皮袋 クロテンの毛皮製品
壷 油化製品（ニカワ、ペンキ、油脂など） 塩
メロン、まくわうり 石けん モスクワ・ラシャ
女性用袖なし裏毛皮外套 刃物 スモレスク・ラシャ
鉄製品 八百屋 織物
女性のための用品？ 羊の皮なめし チーズ
穀物 羊の勇毛 半なめし皮加工
ひも、縄 キュウリ
?
錠前 窓枠 ランプ
薬草 ナッツ 食料品
鏡 鳥獣肉 パン（または穀物）
金製品 ピロシキ 亜麻布
針 編み細工 ニンニク
イコン 縁飾りの布（衣服に縫いつける） 長靴下
スエード プリャーニク（スパイス入り糖蜜菓子） 帽子
カラーチ（錠前型のパン） 毛皮（製品用の）
?
キャベツ 手袋（親指だけわかれた）、長靴下 毛皮外套
カフタン（男性用の裾長のコート） 靴底 小間物
既婚婦人の晴着用頭巾 魚屋（鮮魚店と塩漬けの魚店がある） ・シア革（τ轟醗餅
本 リンゴ
鐘 騎士用武具（弓矢の一式） イチゴ
鍋、釜 油屋働物性の）
染料 鉄砲 （リャート名の合計93）
（『モスクワ史』第1巻索引により作成）
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の で リ ャ ー ト に つ い て 詳 し く ふ れ て お こ う 。
　 モ ス ク ワ は 1 7 世 紀 の ロ シ ア 経 済 の 中 心 で 、 キ タ イ ・ ゴ ロ ド は ま さ に そ の
中 心 地 で あ っ た 。 こ の 地 区 に は リ ャ ー ト が 立 ち 並 ぶ 市 場 の ほ か に 石 造 建 築
の マ ー ケ ッ ト や 旅 館 も あ っ た 。 ま た 、 市 警 察 庁 、 シ ベ リ ア （ 開 発 ） 庁 、 税 関 、
造 幣 局 、 駅 逓 局 そ の 他 の 行 政 機 関 や 国 の 施 設 が 置 か れ 1 7 世 紀 末 ま で に は 行
政 の 中 心 地 に も な っ て い た 。 印 刷 局 も こ の 地 区 の ニ コ ー リ ス カ ヤ 通 り に 面
し て い た 。 そ し て こ れ ら の 諸 施 設 が 相 互 に 補 完 し あ い 活 発 な 経 済 活 動 の 基
盤 を 形 成 し て い た 。 リ ャ ー ト は そ の ほ と ん ど が キ タ イ ・ ゴ ロ ド の 西 寄 り 、
即 ち ク レ ム リ ン 寄 り の 市 場 お よ び そ の 附 近 の 通 り に 集 中 し て い た 。 〈 図 6 ＞
は 歴 史 家 C ． K ． ボ ゴ ヤ プ レ ン ス キ イ （ 1 8 7 1 － 1 9 4 7 ） に よ り 復 元 さ れ た リ ャ ー ト
の 配 置 図 で あ る 。 1 7 世 紀 の い つ ご ろ の 時 期 か は 明 記 さ れ て い な い 。 こ の 配
置 図 に は 魚 屋 （ 鮮 魚 ） 街 ほ な い 。 そ れ は モ ス ク ワ 川 の 川 岸 通 り に あ っ た 。
キ タ イ ・ ゴ ロ ド の 市 場 に 商 取 引 の 中 心 が 移 る 以 前 は 埠 頭 の 商 取 引 が 活 況 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ E 2 o 5 ）
呈 し て お り 、 川 岸 通 り が 栄 え て い た 。 魚 屋 街 は そ の 当 時 の 唯 一 の 名 残 り で あ る 。
〈 表 5 ＞ は 『 モ ス ク ワ 史 （ 全 6 巻 ） 』 の 第 1 巻 に 記 述 さ れ て い る 9 3 の リ ャ ー
ト の 一 覧 表 で 、 同 書 の 索 引 に 基 づ い て 作 成 し た 。 ロ シ ア 語 の ア ル フ ァ ベ ッ
ト 順 に 並 べ た リ ャ ー ト 名 を 翻 訳 し た も の で 取 扱 い 商 品 に よ る グ ル ー プ 分 け
は し て い な い 。 同 書 （ p ． 4 3 1 ） に よ れ ば 、 1 7 世 紀 の 文 献 に は 1 2 0 以 上 の リ ャ
ー
ト 名 が 記 さ れ て い る と い う 。 た だ し 、 そ れ ぞ れ の リ ャ ー ト に は 消 長 が あ
り 、 す べ て の リ ャ ー ト が 同 時 に 存 在 し た わ け で は な い 。 ま た リ ャ ー ト の 名
称 と は 無 関 係 の 商 品 も 販 売 さ れ て い た 。 書 籍 に つ い て は す で に ふ れ た と こ
ろ で あ る が 、 そ れ 以 外 に も 次 の よ う な 例 が あ る 。 種 屋 街 で 書 籍 や 鮮 魚 、 ネ
ギ 屋 街 で 亜 麻 を 売 っ て お り 、 1 7 世 紀 末 の 入 百 屋 街 で は 紙 や 封 蝋 な ど の 事 務
用 品 も 扱 っ て い た 。 そ の 他 、 薬 草 屋 街 で は 事 務 用 品 も 扱 っ て い た 。 さ ら に 、
薬 草 屋 街 で は 住 民 が 歯 の 治 療 を 受 け に 行 く と 、 売 り 子 が 店 の 中 で 抜 歯 を し
　 　 　 　 　 　 　 o ？ ． 2 0 6 ）
て く れ た と い う 。
　 （ 4 ） 本 屋 街 の 出 現
『 モ ス ク ワ 史 』 第 1 巻 に は 本 屋 街 が 1 5 8 0 年 代 す で に 存 在 し て い た こ と が 記
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されている。本屋街では書籍や便箋の他に、外国産の食料雑貨、砂糖、サ
　　　　　　　　　　　　　（｝12o7｝フランが売られていたという。だが、ルッポフはこの記述にはふれていな
いものの、本屋街が16世紀に存在したと記述している別の文献を批判し、
　　　　　　　　　　　（tr．208）これを明確に否定している。ルッポフの見解では本屋街が出現するのは1680
　　　　　　　　（＆2o9）年代のことである。
　ルッポフが発掘した資料のひとつに17世紀中葉の印刷局売店の帳簿があ
る（第2節（2）項参照）。この帳簿は1650－1653年および1663－1665年に販売
した18タイトルの書籍の販売記録で、販売した年月日、購入者の名前、購
入冊数と金額、職業または身分、そしてどの都市の住人かなどがわかる範
囲で記入されている。2，469人の名前の中には10種類のリャートの商人たち
23人の名前があるが、本屋街は記されていない。10種類のリャート名は、
八百屋、古着屋、毛皮屋、黒海屋、油化製品屋、鍋釜屋、修道士用マント
屋、ひも屋、銀製品屋、魚屋街で、その中でも八百屋街が人数（14人）、購
　　　　　　の入冊数ともに他に抜きんでている。また、かれらは単に商いが多かっただ
けでなく、書籍に関する知識でも当時の人々の信頼を得ており、必要な場
合には書籍の評価額の鑑定人の一員として政府からの依頼を受けている。
1675年にイヴァン・フォーキンとその同僚たちが府主教（サールおよびポド
ニエの）パーヴェルの蔵書の評価をしたのはその一例である。
　ここまでに見た八百屋街の活躍に比して、本屋街の名は強制的販売の割
当て先リストにも売店の帳簿にも記されていない。したがって本屋街出現
の時期についてのルッポフの見解はこれらの点からも納得しうるものであ
る。
　1680年代になるとモクスワの本屋街の名が史料の記述にあらわれる。1681
年3月には本屋街のピョートル・グリゴーリエフの店で『初等読本』300部、
『聖詠経（学習用）』10部、『時課経』50部という大口の販売が記録されて
いる。これらの文献はすべて《カザンの諸都市》に送られた。おそらくそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E21oれは洗礼を受けた辺境の民族に読み書きを教えるためであった。
　本屋街が出来てからも八百屋街での書籍販売は併存していた。また本屋
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街 で は イ コ ン （ 聖 像 画 ） も 並 べ て 売 っ て い た 。 本 屋 街 の 商 人 た ち は 力 量 を
増 し 、 1 6 8 9 年 に か れ ら は 皇 帝 の 不 興 を か っ た 貴 族 B ． B ． ゴ リ ー ツ ィ ン （ 1 6 4 3 －
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 2 1 2 ｝
1 7 1 4 ） の 蔵 書 の 金 額 的 な 評 価 を 政 府 か ら 依 頼 さ れ て い る 。
　 以 上 、 モ ス ク ワ の リ ャ ー ト の 概 要 を 紹 介 し た が 、 こ こ で 本 屋 街 出 現 の 過
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6
程 に つ い て の 推 論 を 述 べ 、 今 後 の 課 題 と し て お き た い 。 〈 図 ■ 〉 で は 八 百 屋
街 と 本 屋 街 が 並 ん で い る 。 こ の 配 置 図 と 八 百 屋 街 の 経 験 の 蓄 積 か ら 考 え て 、
本 屋 街 は 八 百 屋 街 の 中 で も 書 籍 販 売 に 習 熟 し 、 そ し て 資 金 力 の あ る 商 人 た
ち が 専 門 化 し て 八 百 屋 街 か ら 分 岐 し た 結 果 で は な い か 、 と 。
　 ㈲ 　 モ ス ク ワ 以 外 の 賭 都 市 で の 書 籍 販 売
　 ノ ヴ ゴ ロ ド に は 本 屋 街 が あ り 、 キ エ フ に は べ チ ェ ー ル ス キ イ 大 修 道 院 、
ア カ デ ミ ー 、 市 庁 舎 付 属 の 三 つ の 大 き な 書 店 が 存 在 し た 。 ま た 全 国 各 地 の
修 道 院 の 多 く が 「 書 庫 の 財 産 」 と い わ れ た 蔵 書 を 有 し て お り 、 こ こ で 書 籍
を 買 う こ と も 出 来 た 。 モ ス ク ワ か ら 最 も 遠 方 に あ る 都 市 の う ち の ひ と つ エ
ニ セ イ ス ク で の 書 籍 販 売 に つ い て も 記 録 が 残 さ れ て い る 。 エ ニ セ イ ス ク は
モ ス ク ワ の 東 方 約 3 ， 2 0 0 k m 、 エ ニ セ イ 河 畔 の 都 市 で 独 立 し た 書 店 は な か っ た
が 、 書 籍 は 教 会 の 日 用 品 と と も に 販 売 さ れ て い た 。 ル ッ ポ フ は こ の よ う な
辺 鄙 な と こ ろ で も 書 籍 販 売 が 行 わ れ て い た こ と か ら 考 え て 、 当 時 の す べ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ぬ 1 3 ）
の 都 市 で 書 籍 販 売 が 行 わ れ て い た で あ ろ う と 推 測 し て い る 。
　 第 2 節 　 流 通 の 経 路 と 範 囲
　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 の 流 通 は こ れ ま で に 述 べ て き た 販 売 以 外 に 、
個 人 か ら の 購 入 お よ び 交 換 が 大 き な 役 割 を 果 し て い た 。 第 2 節 で は そ れ ら
の 事 柄 を ふ ま え て 書 籍 の 普 及 を 地 理 的 な 側 面 か ら 明 ら か に し て み た い 。
　 （ 1 ） 　 「 1 7 世 紀 の 本 の 道 」
　 1 9 8 9 年 刊 『 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書 館 学 術 論 文 集 』 に B ． 　 B ． サ プ ー ノ ブ 著 「 1 7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 2 1 4 ）
世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 普 及 の 道 」 が 掲 載 さ れ て い る 。 サ プ ー ノ ブ は そ の
前 半 部 分 で 、 M ． 　 H ． チ ホ ミ ー ロ フ の 研 究 を は じ め と す る 「 書 物 へ の 書 き 込
み 」 に 関 す る 五 つ の 研 究 で 明 ら か に さ れ た 地 名 と 修 道 院 名 を 整 理 し て い る 。
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五つの研究がそれぞれ対象としたのは、チュードブ修道院旧蔵写本（現国立
歴史博物館所蔵）、ヴォスクレセンスキイ修道院旧蔵写本（同上）、国立歴史
博物館所蔵16－17世紀刊本、古儀式派信者E．　E．エゴーロフのコレクション、
蒐集家n．H．シチューキンのコレクションで、これらのコレクションの中の
636冊を調査し、494冊から17世紀の所有者の897の書き込みを抽出している。
17世紀のロシアにおいては、書籍は高価なものであり貴重な財産であった。
そのため余白への書き込みには、売り手と買い手の社会的地位に関する情
報、購入あるいは入手の年月日、売買、寄進、相続の手続き、債務の補償
およびその他の証言による所有の法的根拠についてなども記されている。
書き込みの情報量に差はあるが、いつ、どこでその本が買われ、どこに移
され、どの社会的階層の所有者からどの階層へ変ったのかを見てとること
も出来る。それぞれの書籍がたどった経路はさまざまであるが、ウラル山
　　　　　　　　　　　　　（i！215｝脈を越えたのは1点だけという。
　サプーノブが整理した地名はロシア71、国外14、修道院名は67である。
　②　印刷局売店の購入者台帳より
　1984年にレニングラードで出版された『17世紀中葉のモスクワ印刷所出
　　　　　　　　　　　　　　　（E216）版物の購入者：人名および地名索引』には126の地名と104の修道院名が記
されている。この索引は『科学アカデミー図書館学術論文集（第9集）』（レ
ニングラード、1981）に掲載されているルッポフの研究「モスクワでの学習
　　　　　　　　　　　　（te217）用『聖詠経』の販売について」およびルッポフ著『17世紀中葉のモスクワ
印刷所出版物の読者』（レニングラード、1983）の共通の索引として別個に出
版されたわずか63ページの小冊子だが貴重な文献である。上記ふたつの研
究は、ルッポフが大量の資料の中から発掘した印刷局売店の販売台帳を当
時の草書体から現代の活字に直し、それに解説を加えて公刊したもので、
1650－53年および1663－65年の期間の18点（タイトル）の販売記録である。
幸いなことに18点の中には『アレクセイ法典』『文法』『諸聖略伝』『初等読
本』『聖書』なども含まれている。帳簿には2，469人の購入者に関して販売
した年月日、購入者の名前、購入冊数、金額のほかに多くの場合、職業、
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〈 表 6 ＞ 書 き 込 み と 印 刷 局 売 店 購 入 者 台 帳 に み る 主 要 な 地 名
1 ． ア ル ザ マ ー ス
◎
3 1 ． ペ レ ス ラ ー ヴ リ ・ ザ レ ー ス キ イ
1 十 2
2 ． ア ル ハ ン ゲ リ ス ク
◎
3 2 ． ペ レ ス ラ ー ヴ リ 郡
2 十 3
3 ． バ ラ フ ナ ー
1 十 2
3 3 ． ペ ル ミ
1 十 2
4 ． ボ ー ロ フ ス ク
1 十 2
3 4 ． プ ス コ フ
2 十 3
5 ． ヴ ェ リ ー キ エ ・ ル ー キ
1 十 2
3 5 ． ル ジ ェ ー フ 1 十 2
6 ． ヴ ェ リ ー キ イ ・ ウ ス チ ュ ー ク
◎
3 6 ． ロ マ ー ノ ブ
1 十 2
7 ． ウ ラ ジ ー ミ ル
1 十 2
3 7 ． ロ ス ト フ
1 十 2
8 ． 　 　 〃 　 　 郡
2 十 3
3 8 ． リ ャ ザ ン （ リ ャ ザ ー 二 ）
1 十 2
9 ． ヴ ォ ー ロ グ ダ
◎
3 9 ． ス ヴ ィ ヤ ー シ ス ク
1 十 2
1 0 ． 　 　 〃 　 　 郡 2 十 3
4 0 ． セ ー ル プ ホ フ
?
1 1 ． ヴ ォ ロ ネ ジ
1 十 2
4 1 ． ソ リ ガ ー リ チ
◎
1 2 ． ガ ー リ チ
◎
4 2 ． ソ リ カ ー ム ス ク
1 十 2
1 3 ． ド ミ ー ト ロ フ
1 十 2
4 3 ． ソ リ ヴ ィ チ ェ ゴ ー ツ ク
?
1 4 ． ズ ヴ ェ ニ ー ゴ ロ ド
1 十 2
4 4 ． ス タ ー ラ ヤ ・ ル ッ サ
◎
1 5 ． カ ザ ン （ カ ザ ー 二 ）
1 十 2
4 5 ． ス ー ズ ダ リ
?
1 6 ． カ ー ル ゴ ポ リ
◎
4 6 ． 　 　 〃 　 　 郡
2 十 3
1 7 ． カ ー シ ン
2 十 3
4 7 ． タ ン ボ ブ
?
1 8 ． カ シ ー ラ
1 十 2
4 8 ． ト ヴ ェ ー リ
1 十 2
1 9 ． ケ ー レ チ
1 十 3
4 9 ． チ ー フ ヴ ィ ン
2 十 3
2 0 ． コ ズ モ デ ミ ヤ ー ン ス ク
2 十 3
5 0 ． ト ロ ー ペ ッ
2 十 3
2 1 ． コ ロ ー ム ナ
1 十 2
5 1 ． ト ゥ ー ラ
1 十 2
2 2 ． コ ス ト ロ マ ー
?
5 2 ． ウ グ リ チ
◎
2 3 ． 　 　 〃 　 　 郡 2 十 3
5 3 ． ホ ル モ ゴ ー ル イ
◎
2 4 ． ラ ー ド ガ
1 十 2
5 4 ． ツ ァ リ ョ ヴ ォ ・ コ ク シ ャ イ ス ク
1 十 3
2 5 ． モ ジ ャ イ ス ク
2 十 3
5 5 ． ツ ィ ヴ ィ ー リ ス ク
1 十 2
2 6 ． ム ー ロ ム
◎
5 6 ． チ ェ ボ ク サ ー ル イ
1 十 2
2 7 ． ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド
1 十 2
5 7 ． シ ャ ー ツ ク
1 十 2
2 8 ． 　 　 　 　 〃 　 　 　 　 郡 2 十 3
5 8 ． ユ ー リ エ フ ・ ポ ー リ ス キ イ
1 十 2
2 9 ． ノ ヴ ゴ ロ ド
?
5 9 ． ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ
◎
3 0 ． ペ ン ザ
◎
6 0 ． 　 　 　 〃 　 　 　 郡
2 十 3
（ 注 ） ◎ 印 は 本 文 （ 1 × 2 × 3 ） の 資 料 に 共 通 の 地 名 ． 「 1 ＋ 2 」 は （ 1 ） と （ 2 ） に 共 通 の 地 名 ． 以 下 同 様 で あ る 。
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図7　17世紀後半のロシアとその周辺
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地図の中の数字は〈表6＞の地名の番号と同一である。
なお61以降は次の地名61．ヴャージマ，62．スモレンスク，63．クルスク，64．リャーシスク，65．ベロゼールスク，
66・キリッロ’ベロゼールスキイ修道院　　　　　　　　（rlO～15世紀古代ロシアの都市建設』208頁により作成）
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身 分 、 居 住 地 が 記 入 さ れ て い る の で 、 詳 細 に 分 析 す る と さ ま ざ ま な こ と が
明 ら か に な っ て く る 。 た と え ば 職 業 な い し 身 分 の 名 称 は 1 8 0 を こ え る 。 「 書
記 官 」 と 記 さ れ て い る 官 吏 は 1 4 2 人 、 そ の う ち 7 8 人 が 勤 務 し て い た 官 庁 の 名
称 は 3 0 、 こ の 7 8 人 の う ち 6 0 人 （ 7 7 ％ ） が 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 か 『 聖 書 』 の
ど ち ら か を 購 入 し て い た こ と な ど も 判 る 。 書 籍 の 内 容 に よ り 購 入 者 の 社 会
的 階 層 や 地 方 へ の 広 が り に も 違 い が あ る 。 し か し な が ら こ こ で は 地 名 の 一
部 だ け を 〈 表 6 ＞ に 示 し て お き た い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 注 2 1 e ）
　 （ 3 ） 　 『 古 版 本 へ の 書 き 込 み 大 全 』 （ 第 1 分 冊 ） よ り
こ の 書 は 1 9 9 2 年 に ペ テ ル プ ル グ で 出 版 さ れ た 。 こ れ は 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書
館 所 蔵 の 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 印 刷 書 籍 へ の 書 き 込 み を ま と め た も の 。
1 ， 2 0 0 冊 以 上 を 調 査 し 、 3 4 5 タ イ ト ル 9 0 0 冊 か ら 書 き 込 み を 抽 出 し て い る 。 書
き 込 み に は 外 国 人 も 含 む 所 有 者 名 、 買 い 手 、 売 り 手 、 出 資 者 、 寄 贈 者 そ の
他 の 人 名 、 地 名 、 修 道 院 名 、 教 会 名 、 年 月 日 な ど が あ り 、 索 引 と し て 整 理
さ れ て い る 。 そ の う ち 地 名 は 1 8 5 、 修 道 院 名 6 4 、 教 会 名 8 3 で 、 1 8 世 紀 以 降 の
書 き 込 み の 地 名 は こ の 集 計 か ら 除 外 し て あ る 。
　 ④ 　 地 名 の 合 計
　 修 道 院 や 教 会 は 書 籍 の 流 通 を 語 る う え で 重 要 な 存 在 で は あ る が 、 と く に
修 道 院 に 関 し て （ 1 ） ～ （ 3 ） の 資 料 に あ ら わ れ た 名 称 と 所 在 地 の 同 定 が 困 難 な も
の も あ る の で 、 こ こ で は ロ シ ア の 地 名 の 項 目 だ け を 対 象 と し て 合 計 数 を 算
出 す る 。 し た が っ て 書 き 込 み に あ ら わ れ た 地 点 は こ の 合 計 数 よ り も 多 く な
り 、 下 に 示 し た （ 1 ） ～ （ 3 ） の 資 料 間 で 重 複 す る 地 名 数 も 実 際 に は 多 く な る 。 以
下 の 集 計 か ら モ ス ク ワ は 除 外 す る 。
　 a ． （ 1 ） （ 2 ） （ 3 ） に 共 通 の 地 名 1 9 　 　 e ． （ 1 ） だ け の 地 名 2 3
　 b ． （ 1 ） と （ 2 ） 　 　 〃 　 　 　 　 2 6 　 　 　 f ． （ 2 ） 　 　 〃 　 　 　 6 8
　 c ． （ 1 ） と （ 3 ） 　 　 〃 　 　 　 　 2 　 　 　 g ． （ 3 ） 　 　 〃 　 　 1 5 0
　 d ． （ 2 ） と （ 3 ） 　 〃 　 　 　 1 3 　 　 　 　 合 計 　 　 3 0 1
　 以 上 の 地 名 の う ち a － ・ d に 主 要 な 都 市 名 が 含 ま れ で い る の で こ の 合 計 6 0
の 地 名 だ け を 〈 表 6 ＞ と し 、 そ れ 以 外 は 省 略 す る 。 〈 表 6 ＞ に 含 め な か っ た
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地名には白海のソロヴェツキイ諸島やドン河口のアゾフもある。なお（1）で
ふれたロシア国外の14の地名には、ウクライナのキエフ、チェルニーゴフ、
リヴォフ、プチーヴリ、ボルタヴァ、ベラルーシのミンスク、ギリシアの
アトスなどが含まれている。したがってウクライナは集計から除外した。
第3節　販売経過の実例
　（1）　『アレクセイ法典』（第2版）
　1649年12月9日に売店の責任者に1，181冊が引きわたされ、翌1650年1月
4日より発売。販売価格1部1ルーブル。同年9月3日までに、延べ人数
1，101人に対して1，173部を販売。＜表7＞で見るように1月11日の時点です
でに当初在庫の約50％にあたる588部を、そして1月31日の段階では約79％
の934部を販売している。とくに1月7日にはこの日だけで211人に対して
216部の販売が記録されており、売上高を別とすれば『聖書』発売時をも上
まわる賑いを見せている。
〈表8＞は『アレクセイ法典』購入者の地理的分布を一覧表に示したもの。
モスクワまでのおよその直線距離を示したが、実際の道のりはこれを上ま
わる。冬期は凍った道をソリで移動するので、夏期のぬかるんだ道よりも
早いが、道に迷えば命を落しかねない危険な旅でもある。だが発売日の1
月4日にはモスクワから500km以上も離れたクルムィシをはじめノヴゴロド、
ソリガーリチ、ガーリチなど450km以上遠方で異なる方角の複数の都市から
購入者たちが上京している。そればかりか、地方都市からの購入者たちは
1月9日までに集中しているので、これは明らかに全国各地に発売日が予
告されていたものと考えることが出来る。なぜならば、モスクワと主要都
市間の郵便制度がこの当時にはすでに一定程度確立していたからでガ蓄1
以上のほかに1月11日から31日までの初出の地名はチェルボクサールイ（モ
スクワの東方約585㎞）をはじめ22ヶ所、2月4日から22日までに約8ヶ所、
その後は8月25日にアストラハン（南東約1，255km）が記されている。したが
ってモスクワ大公国が支配するほとんどすべての地域から上京しており販
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　 　 　 　 〈 表 7 ＞ 1 6 4 9 年 刊
販 売 価 格 1 部 1 ル ー ブ ル
『 ア レ ク セ イ 法 典 』
の 販 売 経 過 （ 1 6 5 0 年 1 月 4 日 ～ 9 月 3 日 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 1 6 4 9 年 1 2 月 在 庫 1 ， 1 8 1 部 ）
出 納 簿 の 日 付 人 数 部 数
出 納 簿 の 日 付 人 数
部 数
1 6 5 0 年 1 月 4 日
3 0
3 0
2 月 4 日
2 0
2 1
5 日
8 3 8 7
2 日
4
4
7 日
2 1 1
2 1 6
3 日
2 2
9 日
1 4 6 1 5 0
4 日
1 4
1 5
1 1 日
9 1
1 0 5
5 日
3 3
1 4 日
3 8
4 3
6 日
1 0
1 0
1 5 日
2 4 2 6
7 日
1 2
1 2
1 6 日
2 7
3 1
8 日
6 6
1 7 日
2 4
2 8
9 日
8 8
1 8 日
3 4
3 6
1 1 日
9 9
1 9 日
1 9
1 9
1 2 日
4
4
2 0 日
3
3
1 3 日
1 1 1 2
2 1 日
2 4
2 4
1 4 日
9
1 0
2 2 日
1 7
1 8
1 5 日
7 9
2 3 日
1 5 1 5
1 6 日
5
5
2 4 日
1 0 1 3
1 8 日
1 6
1 8
2 5 日
1 5 1 6
1 9 日
9
1 0
2 6 日
1 5
1 6
2 0 日
2
2
2 7 日
4
5
2 1 日
4 4
2 8 日
1 4
1 5
2 2 日
1
1
2 9 日
1 8
1 9
2 6 日
2
2
3 0 日
1 1
1 2
2 7 日
3
3
3 1 日
6
7
2 8 日
2 2
1 月 合 計
8 7 9 9 3 4
2 月 合 計
1 6 3
1 7 2
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出納簿の日付 人数 部数 出納簿の日付 人数 部数
3月2日 2 2 6月4日 1 1
4日 6 6 24日 1 1
5日 7 7 28日 1 1
7日 3 3 29日 1 1
10日 3 3 30日 1 1
11日 1 1 7月3日 1 1
12日 1 1 6日 1 1
15日 1 1 8月22日 1 2
16日 2 2 25日 4 5
21日 4 10 9月3日 1 1
26日 1 1 総計　　1，101人
30日 1 1 1，173部
3月合計 32 38
4月2日 3 3
5日 2 2
9日 1 1
22日 1 1
4月合計 7 7
　　階層別購入比率
①貴族階級　　　　　13．9％
②士族階級　　　　　45．7
③聖職者　　　　　　12．3
④商工住民　　　　　7．3
⑤官史　　　　　　　12．9
⑥軍人　　　　　　　1．1
⑦印刷局勤務員　　　　2．3
⑧下層階級住民　　　　4．5
5月5日 1 1
6日 1 1
7日 1 1
11日 2 2
24日 1 1 100．0
29日 1 1
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〈 表 8 ＞ 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 購 入 者 の 地 理 的 分 布
地 名 及 び
出 納 簿 の 日 付
モ ス ク ワ か ら
の 直 線 距 離
地 名 及 び
出 納 簿 の 日 付
モ ス ク ワ か ら
の 直 線 距 離
1 6 4 9 年 1 月 4 日
ヴ ェ リ ー キ エ ・ ル ー キ
西 　 　 4 1 5
ノ ヴ ゴ ロ ド
北 西 　 4 6 5 ㎞
ト ロ ー ペ ツ
〃 　 　 　 3 5 0
ズ ヴ ェ ニ ー ゴ ロ ト
〃 　 　 　 5 0
べ 一 ジ ェ ツ ク ・
　 　 ヴ ェ ー ル フ （ 台 地 ）
　 2 2 5 ㎞ の バ ー ジ
ェ ツ を 東 側 か ら 弓
状 に か こ う よ う に
1 0 0 k 皿 ほ ど
〈 2 回 目 の 地 名 〉
ウ ー グ リ チ
北 北 東 2 1 0
ノ ヴ ゴ ロ ド
リ ャ ザ ン
ソ リ ガ ー リ チ
北 東 　 　 4 6 0
ウ ー グ リ チ カ シ ー ラ
ガ ー リ チ
〃 　 　 　 4 5 0 カ ー リ チ
ベ リ ョ ー フ
コ ス ト ロ マ ー
〃 　 　 　 3 0 0
ヤ ロ ス ロ ー ヴ リ
ス モ レ ン ス ク
ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ
〃 　 　 　 2 5 5
ス ー ズ ダ リ
ス ー ズ ダ リ
東 北 東 1 9 0
〈 不 明 ま た は 不 確 定 〉
ク ル ム イ シ
東 　 　 5 1 5
ヴ ォ ル イ ニ
　 ラ 　 　 の ヴ ォ ル
イ ニ 地 方 （ ル ッ ク
の あ る 所 ）
リ ャ ザ ン
　 　 （ リ ャ ザ ー 二 ）
南 東 　 1 8 0
カ シ ー ラ
南 南 東 1 0 5
メ シ チ ョ ー ラ
モ ス ク ワ 　 　 に
が る 　 　 　 か ？
ベ リ ョ ー フ
南 南 西 2 4 0
コ リ ャ ー ジ ン
?
ス モ レ ン ス ク
西 南 西 3 5 0
1 月 7 日 〈 初 出 の 地 名 〉
バ リ シ ー エ ・
　 　 　 ル ー ジ ニ キ
?
ソ ロ ヴ ェ ー ツ キ イ 諸 島
9 9 0 ㎞ の ア ル ハ ン 列 　 か
ら さ ら に 　 に 1 7 0 ㎞
1 月 5 日 く 初 出 の 地 名 〉
ヴ ォ ロ グ ダ 郡
北 北 東 4 1 0
べ 一 ジ ェ ツ ク
北 　 　 2 2 5
ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ 郡
北 東 　 2 5 5
カ ー シ ン
〃 　 　 　 1 8 0
ペ レ ス ラ ー ヴ リ ・
　 　 　 ザ レ ー ス キ イ
〃 　 　 　 1 3 5
ト ー チ マ
北 東 　 5 6 0
カ ザ ン （ カ ザ ー 二 ）
東 　 　 7 2 0
ロ ス ト フ
　 　 　 （ ロ ス ト ー ブ
〃 　 　 　 1 9 5
ニ ー ジ ニ イ 　 ・
　 　 　 ノ ヴ ゴ ロ ド
〃 　 　 　 3 9 0
ユ ー リ エ フ ・
　 　 　 ポ ー リ ス キ イ
〃 　 　 　 1 5 5 コ ロ ー ム ナ
南 東 　 1 1 0
ア ラ ー ト ゥ イ リ
東 　 　 5 7 0
タ ル ー サ
南 　 　 1 1 5
ゴ ロ ホ ヴ ェ ー ッ
〃 　 　 　 3 1 5
ボ ー ル ホ フ
南 南 西 2 8 0
ム ッ ェ ン ッ ク
南 　 　 2 9 0
プ リ ャ ン ス ク
南 西 　 3 4 5
ト ゥ ー ラ
〃 　 　 　 1 7 0
カ ラ ー チ ェ フ
〃 　 　 　 3 3 5
ル ツ ク
　 （ ウ ク ラ イ ナ の 都 市 ）
南 西 　 9 6 0
ド ロ ゴ ブ ー ン
西 南 西 2 7 0
マ ロ ヤ ロ ス ラ ー ヴ ェ ツ
〃 　 　 　 1 1 0
ル ジ ェ フ
〃 　 　 　 1 9 0
ボ ー ロ フ ス ク
〃 　 　 　 9 0
プ ス ト ル ジ ェ フ
?
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〈2回目以上の地名〉 以下は初出の地名のみ
アラートゥィリ ムツエンツク 1月11日チェボクサールイ
ベリョーフ ノヴゴロド セールプホフ郡
ガーリチ リャザン シャーツク
カシーラ スモンレスク 1月15日ウラジーミル郡
コストロマー スーズダリ プスコフ
クルムィシ トローペツ 1月16日 ドゥピィナ郡
ルツク トゥーラ セールプホフ
ロストーブ ウーグリチ 1月14日チーフヴィン
メシチョーラ 1月17日スターリッツァ
1月9日〈初出の地名〉 1月18日ヴァーガ郡
ヴォーログダ　　　（ヴォログダ） 北北東　410 ルイリスク
ヤーレンスク 北東　　975 ソリヴィチェゴーツク
ウフアー 東　　1，150 1月19日バラフナー
アルザマース 〃　　　　385 ポシェホニエ
ムーロム 〃　　　　280 ロマーノブ
ウラジーミル 〃　　　　180 1月22日モジャイスク
リャーシスク 南東　　275 1月23日ムーロム郡
オドーエフ 南　　　215 1月24日ベロ・アジョーラ
アレークシン 〃　　　　140 1月27日エレーツ
メドゥイニ 南西　　140 1月29日スターラヤ・ルッサ
ヴャージマ 西南西　205 トヴェーリ
アテムサル
?
1月30日キーネシマ
〈2回目以上の地名〉 1月31日クルスク
アラートゥイリ ガーリチ 2月4日 ドミートロフ
ベリョーフ ゴロボヴェーツ スヴィヤーシスク
プリャンスク カザン ッィヴィーリスク
コロームナ リャザン 2月5日ヴィム（又はヴィミ）郡
コストロマー スモレンスク 2月6日オスコル
メシチョーラ スーズダリ 2月7日オリョール
ムッェンツク トローペツ 2月14日シェーンクルスク
ニージニイ　・
　　　ノヴゴロド トゥーラ 2月22日ラードガ
ノヴコロド ヤロスラーヴリ 8月25日アストラハン
ロストーブ タルーサ
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売 総 数 の う ち 4 5 ％ 以 上 を 地 方 か ら 来 た 購 入 者 が 占 め て い る 。
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 場 合 、 ま と め 買 い は 見 ら れ な い 。 こ の 出 版 物 の 性 格
上 、 購 入 者 ＝ 読 者 （ ま た は 利 用 者 ） と い う ケ ー ス が 多 か っ た た め で あ ろ う 。
地 名 索 引 に あ る 1 0 4 の 修 道 院 の う ち 4 9 の 修 道 院 が 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 を 購 入
し て い る が 、 そ の う ち の 2 5 の 修 道 院 は 同 法 典 の 販 売 記 録 に の み 名 前 が 記 さ
れ て い て 、 他 の 書 籍 の 販 売 記 録 に は な い 。
　 ② 　 モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』
　 1 6 6 3 年 1 2 月 1 2 日 刊 行 。 1 6 6 4 年 3 月 1 日 発 売 。 印 刷 部 数 2 ， 4 0 0 。 販 売 価 格 は
1 部 5 ル ー プ ル 。 刊 行 か ら 発 売 ま で の 期 間 が 3 ケ 月 ち か く あ い て い る の で
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 場 合 と 同 様 に 、 全 国 各 地 に 発 売 B の 予 告 が 行 わ れ た
も の と 考 え ら れ る 。
　 『 聖 書 』 は 5 ル ー プ ル と い う 高 額 に も か か わ ら ず 、 〈 表 9 ＞ で 見 る よ う に
最 初 の 5 日 間 で 6 4 4 部 、 3 月 末 ま で に 帳 簿 修 正 前 で 1 ， 1 7 8 部 、 修 正 後 で は 1 ， 3 0 8
部 を 販 売 し て い る 。 3 月 1 日 か ら 7 月 1 4 日 （ 修 正 後 は 1 3 日 ） ま で の 間 に 8 9 1 人
に 対 し て 1 ， 4 5 2 部 を 販 売 し た 記 録 が 残 さ れ て い る 。 販 売 経 過 の 特 徴 点 は ひ と
り の 購 入 者 に よ る ま と め 買 い が 目 立 つ こ と で あ る 。 長 老 で 校 正 職 だ っ た ア
レ ク サ ン ド ル ・ ペ チ ェ ー ル ス キ イ は 3 月 5 日 に 2 0 部 、 同 じ く 長 老 で 校 正 職
の イ オ シ フ ・ べ 一 ル イ が や は り 3 月 5 日 に 1 5 部 購 入 と い う 例 も あ る 。 何 回
か に わ た っ て の 購 入 合 計 が 5 部 、 1 0 部 と な っ た ケ ー ス や 、 名 前 が 5 回 以 上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 2 2 o ）
記 入 さ れ て い る 人 物 も あ る 。 貴 族 婦 人 ア ン ナ ・ イ リ イ ニ チ ナ ・ モ ロ ゾ ワ の
場 合 、 本 人 ま た は 使 い の 者 が 6 回 に わ た っ て 合 計 1 3 部 を 購 入 し て い る が 、
3 月 3 日 に は 初 め に ア ン ナ が 3 部 、 さ ら に 下 僕 の ニ キ ー タ ・ ミ ジ ェ ー エ フ
が も う 1 部 と 2 回 記 入 さ れ て い る 。
　 販 売 経 過 の も う ひ と つ の 特 徴 点 は 印 刷 局 勤 務 員 の ま と め 買 い が 目 立 つ こ
と で あ る 。 〈 表 9 ＞ で み る よ う に 3 月 5 日 だ け で 6 7 人 に 1 4 3 部 を 販 売 し て い
る が 、 そ の う ち の 1 0 人 が 印 刷 局 勤 務 員 で 合 計 7 5 部 を 購 入 し て い る 。 修 正 後
の 3 月 全 体 で は 印 刷 局 勤 務 員 の 人 数 と 購 入 部 数 は 延 べ 7 3 人 、 1 7 8 部 に 達 し て
い る が 、 そ れ も 1 4 日 ま で に 集 中 し て い る 。 印 刷 局 勤 務 員 は 上 記 2 人 の 校 正
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　〈表9＞モスクワ版『聖書』の販売経過（1664年3月1日～同年7月13日）
（）内は印刷局関連の数字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（販売価格1部5ルーブル）
日付 人数 部数 日付 人数 部数 日付 人数 部数
3月1日87（3）138（5） 4月2日 2 4 〔6月〕3日 5 10
3月2日105（5）128（5） 4B 2 5 6日 5（2） 6（2）
3日 127（12）125（10 4月13日 1 1 15日 1 5
4日 66（3）110（3） 21日 5（1） 12（1） 16日 1 2
5日 30 34 26日 2 4 18日 1 1
5日 1
（?
1 ? 27日 1（1） 1（1） 20日 6（4） 10（6）
村 〔3月5日 36 108
〕
30日 3 6 25日 1（1） 3（3）
6日 53（2） 86（2） 4月合計 16（2） 33（2）＊13月5日 36 108
8日 32（3） 46（5） 5月2日 1 1 ＊23月11日 64 99
9日 20（3） 47（3） 3日 3 3 28日 1 2
10日 14（1） 25（3） 5日 3 3 6月合計 21（7） 39（11）
11日 16 27 7日 3 3 7月1日 2 2
牟2〔3月11日 64 99〕 11日 6（1） 6（1） 7月2日 3 3
12日 8（1） 10（1） 5月12日2（1） 2（1） 4日 3（1） 3（1）
14日 5（2） 11（4） 13日 3（2） 5（3） 7日 1 1
＊3　〔14日 58⑬130（32）〕 14日 2 2 9日 1（1） 2（2）
15日 6 23 16日 3 4 11日 3（1） 4（2）
16日 9（2） 22（8） 19日 1 1 13日 4 5
18日 21（1） 46（1） 21日 1 1 ＊3　　14日 58 130
22日 4 10 23日 4 7 修正前7月合計 75 150
23日 7 15 25日 5（1） 5（1） 修正後　〃 17（3） 20（5）
27日 9 10 31日 6 9 3～7月合計 891（91）人
28日 10 18 5月合計 43（5） 52（6） 1，452（198）部
29日 2 2
30日 1 1 ただし、帳簿の末尾の販売部数は、1，456部となっている。
31日 3 4
修正前3月合計 7361，178
修正後　” 811（73）1，308（178）
（注）「聖書』の販売記録は月名がなく日付だけのところが多い。この表は帳簿の日付をそのまま再
　現してある。6月にあたる部分はどこにも月名がないので〔〕で補足した。＊1、＊2は6
　　月に綴じられているので3月に移して集計した。また＊3の〔7月〕14日の数字は全体の推移
　　からみて不自然なので3月14日の綴じ違いとみなして移動し、3月全体の数字も修正した。
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職 を 含 め 、 延 べ 9 1 人 が 1 9 8 部 を 購 入 し て い る が 実 人 数 は 5 0 人 な の で 、 単 純 平
均 で も 1 人 当 た り ほ ぼ 4 部 に な る 。 職 種 お よ び 人 数 は 校 正 職 4 、 植 字 工 1 6 、
解 版 工 6 、 印 刷 工 6 、 イ ン ク 塗 り 工 9 、 活 字 鋳 造 3 、 製 本 工 4 の 他 に 朗 読
者 2 人 で あ る 。
　 購 入 者 の 階 層 別 の 表 に 下 層 階 級 と あ る の は 単 に 直 接 購 入 者 で あ っ て 、 大
部 分 は 主 人 の 使 い と 考 え ら れ る 。 ま た 修 道 院 の 購 入 状 況 は 、 1 0 4 の 修 道 院 の
う ち 『 聖 書 』 を 購 入 し た の は 3 9 の 修 道 院 で 、 こ の う ち 1 8 の 修 道 院 は 『 聖 書 』
だ け で 他 の 書 籍 は 購 入 し て い な い 。 『 聖 書 』 を 買 わ な か っ た 修 道 院 は 6 5 と 意
外 に 多 い 。
　 と こ ろ で 、 こ の モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 を 早 稲 田 大 学 図 書 館 が 昨 年 1 1 月 に 購
入 し た こ と は す べ に 述 べ て い る が 、 所 有 者 の 変 遷 が 最 初 の 約 1 0 年 を 除 く 全
期 間 は っ き り し て お り 、 当 時 の 流 通 の 範 囲 を 物 語 る 一 例 と し て 興 味 深 い の
で ふ れ て お こ う 。 1 6 6 3 年 に 刊 行 さ れ て か ら 1 6 7 3 年 ま で の 期 間 に ド イ ツ 人 東
洋 学 者 で 言 語 学 者 で も あ る H i o b 　 L u d o l f （ 1 6 2 4 － 1 7 0 4 ） が こ の 『 聖 書 』 を 入 手
し 、 グ ー テ ン ベ ル ク ゆ か り の 地 マ イ ン ッ の 大 司 教 J o h a n n 　 P h i l i p p 　 v o n
S c h o n b o r n （ 1 6 0 5 － 1 6 7 3 ） に 献 呈 し て い る 。 こ れ は 見 返 し の あ と の 遊 び 紙 に
当 時 の 筆 跡 で 記 さ れ た 献 題 と 署 名 か ら 確 認 す る こ と が で き る 。 ル ド ル フ は
エ ル フ ル ト ・ ア カ デ ミ ー と オ ラ ン ダ の ラ イ デ ン で 文 献 学 を 修 め た あ と 、 言 語
の 知 識 を 向 上 さ せ る た め 各 地 を 歴 訪 。 1 6 5 2 年 か ら 1 6 7 8 年 ま で ザ ク セ ン ・ ゴ
ー
タ 公 の 軍 籍 に あ っ た 。 か れ が 『 聖 書 』 を 入 手 し た の は こ の 時 代 で あ る が 、
い つ 、 ど こ で 、 誰 か ら 、 い く ら で 購 入 し た の か な ど は 不 明 で あ る 。 な お 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 2 2 1 ）
1 6 9 6 年 に オ ッ ク ス フ ォ ー ド で 刊 行 さ れ た 『 ロ シ ア 語 文 法 』 の 著 者 H e i n r i c h
W i l h e l m 　 L u d o l f （ 1 6 5 5 － 1 7 1 2 ） は か れ の 甥 に あ た る 。
　 大 司 教 シ ェ ー ン ボ ー ン に 贈 ら れ た 『 聖 書 』 は そ の 後 シ ェ ー ン z t （ 　 ’ 一 ン 家 に
代 々 ひ き つ が れ た 。 そ し て 2 年 ほ ど 前 に 蔵 書 が 売 り に 出 さ れ た 際 に ロ ン ド
ン の 古 書 店 ク ウ ォ ー リ ッ チ 社 が 購 入 し 、 日 本 の 洋 書 店 ナ ウ カ を 経 て 早 稲 田
大 学 図 書 館 に 至 る 。 し た が っ て 保 存 状 態 は 良 好 で 、 原 装 丁 が 保 た れ て い る 。
大 ま か に 紹 介 す る と 、 本 の 現 状 の 大 き さ は 縦 3 6 5 m m 、 横 2 3 1 m m 。 赤 い や ぎ 皮
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で装丁され、表紙の芯材はボール紙ではなく木の板が使われている。表紙
の皮には金箔押しにより、中央にキリスト礫刑図、それを囲むように配さ
れた天使たち、そして四すみにはマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネの肖像が
描かれている。小口金の上等な製本である。
　（3）　『初等読本』
　この出版物の性質上、少部数での購入はなく、100部以上の単位にまとま
っている。そして地方からの購入者も多い。帳簿には1650年版と1651年版
の販売経過が記録されているが、ここではより特徴的な1651年版の経過を
紹介する。これは印刷した2，400部が1日で売り切れとなった珍しい例であ
る。2，400部のうち5部を校正職に、そして1部を翻訳用に渡したので販売
したのは2，394部であった。価格は1部1カペイカ。
　1651年7月2日
????ニージニィ・ノヴゴロドのイヴァン・ヴァシーリエフ　300部。
カザンのヴァシーリィ・グリゴーリエフ　400部。
コストロマーの司祭ニコーリスキイ・フヨードル　200部
八百屋街のポリス・ベロゼーロフとユーリィ・ベロゼーロフ　700部
八百屋街イヴァン・ニキフォロフとシーラ・ニキーチン　500部
コロームナのペトルーシカ・グリゴーりエフ　294部
　この場合も『アレクセイ法典』や『聖書』と同様に、発売日が予告され
ていたものと考えられる。
　（4）ヴァリハウゼン著『歩兵の戦闘構造の理論と計略』
　同書はロシアの軍隊の質的強化を目的として皇帝アレクセイの肝入りで
企画されたが、すでに述べた通りオランダに発注した図版、とくに標題紙
が遅れたことにより刊行が2年遅れの1649年となった。同年12月の売店在
庫部数は1，187部。価格は1部1ループル。
　当局の意気込みとは裏腹に、この軍事書の売れ行きは伸びなかった。1650
年7月8日から1651年7月12日までの1年間でわずか95部を販売したにと
どまり、992部を在庫として抱えてしまっている。
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　 ⑤ 　 ス モ ト リ ツ キ イ の 『 文 法 』
　 1 ， 2 0 0 部 刊 行 さ れ た 同 書 は 1 6 4 9 年 1 2 月 の 在 庫 数 が 4 4 1 部 と な っ て い る の で 、
そ の 差 7 5 9 部 が す で に 売 れ て い る こ と に な る 。 献 呈 本 1 0 部 前 後 を 差 し 引 い て
も 約 7 5 0 冊 は 販 売 さ れ て い る 。 『 文 法 』 の 販 売 経 過 で は さ ら に 1 6 5 0 年 2 月 9
日 か ら 1 6 5 3 年 7 月 1 5 日 ま で に 4 9 冊 販 売 し 、 在 庫 数 は 3 9 2 部 と な っ て い る 。
　 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷 と 流 通 の し め く く り と し て 個 人 蔵 書 に ふ れ る 予
定 で あ っ た が 紙 幅 の 関 係 も あ る の で 、 別 の 機 会 に 譲 る こ と と し た い 。
　 な お 最 後 に 、 写 本 に つ い て ひ と 言 ふ れ て お き た い 。 1 7 世 紀 ロ シ ア に お い
て は 西 欧 と は 違 っ て 刊 本 の 普 及 に よ り 写 本 の 制 作 が 急 速 に 衰 え る こ と は な
か っ た 。 む し ろ 民 衆 の 間 で は 広 く 用 い ら れ 、 大 き な 役 割 を 果 し て い た 。 そ
の 理 由 に つ い て ル ッ ポ フ は 次 の 4 点 を 挙 げ て い る 。 第 1 に 、 1 7 世 紀 末 ま で
は す で に 見 て き た よ う に 刊 本 は 非 常 に 高 価 で あ り 、 そ れ に 比 し て 写 本 の 方
が し ば し ば 安 か っ た こ と 。 第 2 に 、 売 れ 行 き の 良 い 本 は 特 に 地 方 で は 入 手
出 来 ず 、 珍 し い 本 に な る ほ ど 売 り に 出 る の を 探 し て い る よ り は 本 を 書 き 写
す 方 が 速 か っ た こ と 。 第 3 に 、 1 7 世 紀 後 半 の ロ シ ア に お い て は 住 民 の か な
り の 部 分 が 分 離 派 に 従 っ て お り 、 か れ ら は ニ ー コ ン 教 会 改 革 後 に 印 刷 局 か
ら 刊 行 さ れ た 新 た な 書 籍 を 敵 視 し て い た 。 そ し て 写 本 と 教 会 改 革 以 前 に 刊
行 さ れ た 古 版 本 の み を 認 め て い た 。 第 4 に 、 こ れ は 特 に 重 要 な こ と で あ る
が 、 刊 本 は そ の 主 題 に お い て は お そ ら く 住 民 の あ い だ に 高 ま り つ つ あ っ た
出 版 物 へ の 要 求 を 満 た す に は ほ ど 遠 い 状 態 に あ っ た 。 そ し て ピ ョ ー ト ル 時
代 以 前 の 出 版 物 に ロ シ ア の 社 会 思 想 の 発 展 が 反 映 し て お ら ず 、 ま た ロ シ ア
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ E 2 2 2 ）
の 文 学 は 写 本 の 世 界 に お い て の み 成 功 裡 に 発 展 し た こ と で あ る 。
　 し た が っ て 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 書 籍 文 化 に つ い て は 写 本 を 抜 き に し
て 語 る こ と は 出 来 な い が 、 本 稿 の テ ー マ で は な い の で そ の 点 の 指 摘 だ け に
と ど め て お き た い 。
　 1 8 世 紀 に 入 る と ロ シ ア の 出 版 ・ 印 刷 活 動 は 大 き く 様 変 り す る 。 1 7 0 8 年 に
ピ ヨ ー ト ル 1 世 に よ り 文 字 改 革 が 行 わ れ 、 新 た に 制 定 さ れ た 非 教 会 （ 俗 用 ）
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文字を使用した世俗的内容の出版物が主流となり、ドイツ語、ラテン語、
フランス語その他の外国語による出版も行われる。また新聞や学術雑誌も
発行されるようになる。
　だが次回はこれらの問題に移るまえに、つぎのふたつの理由から17世紀
末までのリトワ、ベラルーシ、ウクライナにおける書籍印刷についてふれ
る。第1は、これらの地域の印刷活動がすでに見たようにロシアに様々な
影響を与えていること。第2は、これらの地域が18世紀になるとロシア帝
国の支配下におかれる運命にあり、ロシア帝国における出版・印刷活動の
記述の中に含まれることになるからである。
注
90．P．　r．　cKpb［HHHKoBの下記の5点の著作。
　①PoccHfl　HaKaHyHe《cMyTHoro．BpeMeHM．》．　M．，1980
　②PoccHH　B　Haga．ne　XVII　B．《CMyTa》．　M．，1988〔請求記号AD－9857〕
　③CMyTa　B　PoccMli　B　Haua」e　XVII　B．　HBaH舳oTHHKoB．　JL，1988．
　④1コopHc　roayHoB．　M．，1978〔請求記号AD－6210〕
　⑤CaMo3BaHllbi　B　PoccHH　B　Haqa”e　XVII　BeKa．　rpHFo醐OTpenbeB．　HoBocM6MpcK，1987
91．1569年7月1日にルプリンにおいて協定が締結されて誕生したポーランドと
　　リトワの連合国家。「共和国」という言葉は16世紀においては必ずしも政体の
　　共和制を意味するものではかった；前出『ポーランド史（全2巻）』第1巻、
　　p．181
92．Apxeorpacl）HHecKmh　e）KeronHHK　3a　1958　Pon．　M．，1960．　P．12〔請求記号AK－3438〕
93．『400年史』p．52
94．同上．p．52
95．『書籍百科』p．433
96．同上．P．568
97．『キセリョーフ論文』p．131および『400年史』p．52
98．naMflTHMK　HH＞KeroponcKoti　neqaTM．〔1613〕：『ジョールノワの総目録』p．138（B項）．
99．次の3点の印刷開始日により印刷活動の継続を確認できる。『五旬経』：『ジ
　　ョールノワの総目録』p．19（no20）／1603年4月29日、『聖使徒経』：同p．19
　　（no．21）／1605年7月5日、『月課経：10月』：同p．21（no．24）／1608年6月
　　1日
100．『400年史』P．53
101．JIynnoB，　C．　n．，　KHMra　B　PoccHM　B　XVII　BeKe．　JI．，1970．　p．32（以下、『17世紀のロ
一 65一
　 　 シ ア の 書 物 』 と 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z A － 7 8 8 〕
1 0 2 ． 「 4 0 0 t 4 i 史 1 　 p ． 5 3
1 0 3 ． X p e c T o M a T H 兄 n o 　 M c T o p H l d 　 p Y c c K o t i 　 K H H r H 　 1 5 6 4 － 1 9 1 7 ； c o c T ． 　 J I ． 　 A ． 　 B e 3 H p O B a ， 　 p e n ． 　 A ． 八 ．
　 　 3 t l x e H r o n b u ． 　 M ． ， 1 9 6 5 ． 　 p ． 2 2 － 2 3 〔 請 求 記 号 Z A － 7 6 1 〕
1 0 4 ． 同 上 。 p ． 2 3
1 0 5 ． 『 4 0 0 年 史 』 p ． 5 3
1 0 6 ． C M n o p o B ， 　 A ． 　 A ． ， 　 H c T o p 朋 o φ o p 凧 e H 朋 p y c c K o 6 　 K H H r H ． 2 － e ・ M 3 n ． 　 H c 叩 a B ． 　 H ・ I L o n o 』 H ． 　 N ［ ． ， 1 9 6 4 ．
　 　 p ． 9 4 （ 以 下 、 『 装 飾 史 』 と 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z A － 7 5 2 〕 。 な お こ こ で は マ ス テ ル
　 　 の 語 義 が 単 に 「 職 長 」 な い し は 「 職 人 」 に 近 く な っ て い る 。
1 0 7 ． C 刀 o B a p b 　 K H M M H H K o B 　 H 　 K H M x 《 H o c T l d 　 f l p e B H e 目 　 P y c H ． 　 O T B ． 　 p e n ． ； 丑 ． 　 C ． n M x a q e B ． 　 B b l n ． 3 （ X V I I
　 　 B ） 。 g a c T b 　 1 ： A － 　 3 ． 　 C r I 6 ． 1 9 9 2 　 p ． 1 4 9 （ 以 下 、 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 。 第 3 分
　 　 冊 第 1 部 』 と 略 す ）
1 0 8 ． A 3 6 y K a ． 1 6 3 4 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 4 3 （ n o ． 1 0 3 ） お よ び p ． 4 4 （ n o ． 1 0 8 ）
1 0 9 ． E B a H r e ” H e 　 y g H T e n b H o e ． 1 6 3 9 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 2 ）
1 1 0 ． C B 汀 T u b l ． 1 6 3 9 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 3 ）
1 1 1 ． M e c T o n H e B ． 1 6 4 0 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 5 ） 月 ～ 土 の 各 曜 日 特 有 の 祈 薦 文 が 編 集 さ
　 　 れ た も の 。 現 在 は な い 。 し た が っ て 『 六 日 経 』 は 『 小 時 課 経 』 と 同 様 、 本 稿
　 　 の た め に あ え て 訳 し た 書 名 で 、 日 本 で は 定 ま っ た 呼 び 名 は な い 。
l l 2 ． 　 K a H o H H H K ． 1 6 4 1 ： 同 上 。 　 p ． 4 6 （ n o ． 1 1 6 ）
I l 3 ． 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 、 第 3 分 冊 第 1 部 』 p ． 1 5 2
1 1 4 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 8
1 1 5 ． O T 　 a 3 6 y K H 　 M B a H a Φ e A o p o B a 　 A o 　 c o B p e M e H H o r o 　 6 y K B a p 兄 ． 　 C o c T ． 　 B ． 　 n ． 　 B o F A a H o B 　 H 　 A p ．
　 　 M ． ， 1 9 7 4 ． p ． 2 4 〔 請 求 記 号 G H － 2 2 1 1 〕
1 1 6 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 9 － 9 0
1 1 7 ． 同 上 。 P ． 9 4
1 1 8 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 s p ． 1 3 5
1 1 9 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 8 の 脚 注 。
1 2 0 ． 1 ’ l p a n o r ， 　 n e p B a H 　 n o 刀 o B H H a （ c e H T 只 6 p b 一 φ e B p a 刀 b ） ． 1 6 4 1 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』
　 　 p ． 5 5 （ n o ユ 5 6 ） お よ び n p ㎝ o r ， 　 B T o p 朋 n o 刀 o B H H a （ M a p T － A B r y c T ） ． 1 6 4 3 ： 同 p ． 5 8 （ n o ． 1 6 7 ）
1 2 1 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 0
1 2 2 ． C B o A H b l M 　 K a T a ” o r 　 c n a B H H o － p y c c K M x 　 p y K o n u c H b l x 　 K H H r ， 　 x p a H A 【 u H x c f i 　 B 　 C C C P ， 　 X I － X I I I
　 　 B B ． 　 P e n ． 　 C ． 　 O ． 　 M M M M 　 H 　 A P ． 　 M ． ， 1 9 8 4 ． 　 p ． 3 8 1 （ 以 下 、 「 l l － 1 3 世 紀 写 本 総 目 録 』 と
　 　 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z B － 1 9 6 2 〕
1 2 3 ． M o a H H 　 3 i a T o y c T ． 　 M a p r a p M T ． 1 6 4 1 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 5 5 （ n o ． 1 5 7 ）
1 2 4 ． X p H c T H a H c T B o ： g H u M K A o n e a M g e c K H t i 　 c 刀 o B a p b ． 　 B 　 2 　 T o M a x ． 　 P e n ． 　 K o a ． 　 C ． 　 C ． 　 A B e p H H u e B
　 　 H 　 m p ． 　 T o M 　 1 ． 　 M ， 1 9 9 3 ． 　 p ． 6 2 6 （ 以 下 、 『 キ リ ス ト 教 百 科 』 と 略 す ）
1 2 5 ． 同 上 。 P ． 6 2 6
一
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126．『11－13世紀写本総目録』p．41（no．5）、　p．62（no．18）、　p．65（no．23）
127．C60pHMK　o　noqHTaHMH　”KoH（B　12　c”oBax）1642：『ジョールノワの総目録』p．56
　　（no．161）
128．PloraHH只Ko6HφoH　Ba調bxay3eH（XII－XIIBB）．yqeHHe　M　xMTpocTb　paTHoro　cTpoeH朋
　　nexoTHblx鵬五en．1647：同上．　P．66（no．201）
129．『装飾史』p．95．ただし、原文に42，200葉とあるのは誤りで、1，200（部）×36
　　（葉）＝43，200（葉）である。
130．『キセリョーフ論文』p．162
131．Me刀eT揃CMoTpHuK涌．　rpaMMaTHKa．1648：『『ジョールノワの総目録1　p．67（no．206）
132．FpaMMaTMKa　c」aB朋cKaA，…EBbe，1619（『カラターエフの記述目録』（no．247）お
　　よび『ベラルーシの書籍：1517－1917．総目録』p．92（no．89）（以下、『ベラ
　　ルーシ総目録』と略す。原書名は注13に前掲）。
　　なお、『ウンドーリスキイの編年目録』p．32（no．222）に1618年刊エヴィエ版、
　　p．33（no．226）に1619年刊ヴィリノ版が記載されている。しかし『カラター
　　エフの記述目録』（p．248）は前者1618年刊エヴィエ版についての記述を不完
　　全なサンプルに基づく不正確な記述と指摘した上で、1619年刊としており、『ベ
　　ラルーシ総目録』（p．93）もほぼ同様の見解を示している。また後者の1619年
　　刊ヴィリノ版の存在については『カラターエフの記述目録』（p．250）は『ウ
　　ンドーリスキイの編年目録』の記載が誤りであると指摘しており、『ベラルー
　　シ総目録』にも記載されていない。
133．「ロシア語百科』p．316「スモトリツキイの項」（なお、原書名は注30に前掲）
134．Y”o）KeHHe．1649：『ジョールノワの総目録l　p．69（no．216）
135．E；o”b田afi・coBeTcKafi・gH”MK”onenMA．3・e　H3n．　T．17．　M．，1974．　p．50〔請求記号ZE－920
　　（17）〕
136．MocKBa．　sHuMKJIonenMfi．　M．，1980．　p．185〔請求記号　HC－2077〕
137．同上。p．185．しかしながら『ソビエト大百科第3版s第17巻50頁では「処刑
　　をゆるさざるを得なかった」と異なっている。
199．白い城壁の町の意。クレムリンとキタイ・ゴロドの北側を包み込むように拡
　　がった地区。白い壁によって囲まれていたところから、この名が付いたとい
　　う。またゼムリャノイ・ゴロドは石ではなく木と土の城塞に囲まれていたの
　　で「土の」という意昧の形容がついた。当時のロシアでは石材は貴重品だった。
139．モスクワの真北約450kmべ一ロエ・オーゼロ（白い湖の意。白海ではない）南
　　岸のベロゼールスキイ地区にあり、17世紀ロシアにおいては北ロシアの戦略
　　的最重要拠点のひとつであった。『キリスト教百科』（p．755）によれば同修道
　　院は1612－1613年の間続いたトリワ人の包囲に耐えたという。広大な所領と
　　約2万人に及ぶ農奴を有した。また『ロシアの歴史地理：12－2（泄紀初頭』（McTopHqecKafi
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　 　 r e o r p a φ M f l 　 P o c c M H ． 　 X I － H a q a 調 o 　 X X B ． 　 M ． ， 1 9 7 5 ． 　 p ． 7 9 － 9 4 ） に よ れ ば 所 領 内 の 農 家
　 　 戸 数 は 1 6 5 3 － 1 6 6 1 年 が 3 ， 8 5 4 戸 、 1 6 7 8 年 5 ， 5 3 0 戸 で 、 ロ シ ア 国 内 6 0 0 の 修 道 院 の
　 　 中 で 総 本 山 ト ロ イ ツ ェ ・ セ ル ギ エ フ 修 道 院 の 1 6 5 3 － 1 6 6 1 年 1 6 ， 8 3 8 戸 、 1 6 7 8 年 1 6 ， 8 1 3
　 　 戸 に 次 ぐ 第 2 位 で あ っ た 。 以 上 の 諸 点 か ら 、 モ ロ ゾ フ を こ の 修 道 院 に 送 っ た
　 　 の は 追 放 で は な く 、 危 険 を 回 避 す る た め の 方 策 で あ っ た こ と を う か が い 知 る
　 　 こ と が 出 来 る 。
1 4 0 ． 　 y 刀 o H 《 e H M e 　 r o c y n a p 兄 、 　 u a p A 　 M 　 B e 朋 K o r o 　 K H H 3 A 　 A 』 e K c e 月 M H x a 目 J l o B H q a ． 〔 C H 6 ． 〕 　 1 9 1 3 ．
　 　 p ． I V 〔 請 求 記 号 　 B B － 5 2 5 7 〕 。 こ れ は 「 ア レ ク セ イ 法 典 』 を 1 9 1 3 年 当 時 の ロ シ
　 　 ア 語 に 直 し て 出 版 し た も の で 、 序 文 に 1 6 4 9 年 の 刊 行 経 過 が 詳 し く ふ れ ら れ て
　 　 い る 。 以 下 、 『 1 9 1 3 年 版 ア レ ク セ イ 法 典 』 と 略 す 。
1 4 1 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 6 2
1 4 2 ． 同 上 。 p ． 1 6 3
1 4 3 ． 『 1 9 1 3 年 版 ア レ ク セ イ 法 典 』 p ． W ．
1 4 4 ． 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 7 0 （ n o ． 2 1 9 ）
1 4 5 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 8 3 で は 1 ， 1 8 3 部 と な っ て い る が 、 第 4 章 で ふ れ る 同 じ
　 　 ル ッ ポ フ が 発 掘 し た 印 刷 局 売 店 の 帳 簿 で は 1 ， 1 8 1 部 と な っ て い る 。
1 4 6 ． 　 〈 銅 貨 一 揆 》 に 関 し て は 次 の 資 料 集 が 刊 行 さ れ て い る 。 B o c c T a H M e ・ 1 6 6 2 r ． 　 B ・ M o c K B e ；
　 　 c 6 0 p H M K 　 A o K Y M e H T o B ． 　 O T B ． 　 p e A ． 　 A ． 　 A ． 　 H o B o c e ” b c K H t i ． 　 M ． ， 1 9 6 4 〔 請 求 記 号 A D － 4 7 9 1 〕
1 4 7 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 6 7
1 4 8 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 5 3 の 脚 注 ．
1 4 9 ． 『 カ ラ タ ー エ フ の 記 述 目 録 』 p ． 3 0 9 － 3 1 0 （ n o ． 1 9 0 ）
1 s e ． 『 キ リ ス ト 教 百 科 』 p ． 2 4 5
1 5 1 ． 同 上 ． p ． 2 4 5
1 5 2 ． q H T a T e m H 　 H 3 丑 a H 揃 M o c K o B c K o M 　 T H n o r p a φ 閉 B c e p e 朋 H e 　 X V I I 　 B e K a ． 　 n y 〔 S n M K a u H 月
　 　 双 o K y M e H T o B 　 H c c 』 e 丑 o B a H H e 　 C 』 ． 　 J l y n n o B a ． 　 J I ． ， 1 9 8 3 ． 　 p ． 2 9 〔 請 求 記 号 Z A － 1 0 4 7 〕
1 5 3 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 s p ． 6 1
1 5 4 ． 『 装 飾 史 』 p ． 9 8
1 5 5 ． K y c o B ， 　 B ． 　 C ． 　 K a p T o r p a φ H q e c K o e 　 H c K y c c T B o 　 P y c c K o r o 　 r o c y n a p c T B a ． 　 M ， ， 1 9 8 9 ． 　 p ． 3 8 －
　 　 3 9
1 帆 C q H T a H M e 　 y A o 6 H o e （ T a （ b O I H u a 　 Y M H o ＞ K e H H f l ） ． 1 6 8 2 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 1 1 1
　 　 （ n o ． 3 7 9 ）
1 5 7 ． O q e p K H 　 p y c c K o t i 　 K y 』 b T y p b l 　 X V I I 　 B e K a ． 　 q a c T b 　 2 ． 　 M ． ， 1 9 7 9 ． 　 p ． 5 3 （ 以 下 、 『 1 7 世 紀
　 　 ロ シ ア 文 化 概 論 第 2 部 』 と 略 す ） 。 な お 『 便 利 な 計 算 』 の 長 い 正 式 書 名 も こ の
　 　 5 3 ペ ー ジ に 記 載 さ れ て い る 。
1 S S ． 　 L e i b n i z ， 　 G o t t f r i e d 　 W i l h e l m 　 v o n ． ， 　 N o v a 　 M e t h o d u s 　 p r o 　 M a x i m i s 　 e t 　 M i n i m i s ．
　 　 I n ： A c t a 　 E r u d i t o r u m ． 　 L e i p z i g ， 1 6 8 4 ．
1 5 9 ． N e w t o n ， 　 I s a a c ． ， 　 P h i l o s o p h i a e 　 N a t u r a l i s 　 P r i n c i p i a 　 M a t h e m a t i c a ． 　 L o n d o n ， 1 6 8 7 ．
一
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160．OnHcaHHe　n3naHHM　rpax《aaHcKoM　negaTH：1708一朋Bapb　1725r．　CocT．　T．　A．　BblKoBa　H　np．
　　M．・JL，1955．p．159（no．115）．（O”McaHHe　H3naHHM　HeneqaTaHHblx　npH「leTpe　I．　CBo五Hb甫
　　KaTa”or）。以下、『ピョートル時代の非教会文字出版物総目録』と略す。
161．「装飾史』p．161および『ジョールノワの総目録』p．119（no．419）
162．　KpaTKoe　o6blKHoBeHHoe　ygeHHe　c　Kpengati田HM　M　JYqulMM　pacToJlKoBaHHeM，　B　cTPoeHHH
　　”e田Mx・no．nKoB．1699：『ジョールノワの総目録』p．135（no．491）
163．OnHcaHHe　H3naHHtl　HaneHaHHblx　KHpH”」Mueti：1689－AHBapb　1725r．　CocT．　T．　A．　BblKoBa
　　M　np．　M．－JI．，1958．　p．66（no．12、13）、　p．72（no．17）、　p．100（no．33）。以下、『ピ
　　ョートル時代のキリル文字出版物総目録』と略す。
IM．『キセリョーフ論文』p．131
165．PaM　Mbic”eHHblM（c60pHHK）．　LlacTb　I　H　II．1658，1659：『ジョールノワの総目録』
　　Pユ38　（no．2）
166．Bpa田Ho　nyxoBHo．1661：同上。　p．138（no．2）
167．『キセリョーフ論文』p．131
168．『17世紀ロシアの書物』p．35
169．『400史』p．62。印刷機の製作がロシアでいつごろから行われるようになり、そ
　　の精能や耐用年数がどの程度のものだったのかについて統計が残るほどの手
　　工業ではなく指物師による手作業だったと考えられるので、詳細は今後の研
　　究課題としておきたい。なお、1727年に科学アカデミー印刷所が設立された
　　際にはオランダから2台の印刷機と活字が輸入され、その後ペテルプルグ印
　　刷所（国営）の2台の印刷機とスタッフ全員を吸収合併している。
170．　『400史』　p．62。
171．『17世紀ロシアの書物』p．148
172．CHMeoH　nolouK”M．　ByKBapb肥blKa　c』aBeHcKa．16791『1ジョールノワの総目録l　p．105
　　（no．357）
173．ポーロッキイ著．Hca”TMpb　B　cTHxax．1680：同p．106（no．359）
174．HcTop湘oBap刀aaMe　H　Hoacaφe．1680：同P．106（no．360）
175．ポーロッキイ著。06eA　nyllieBHbiM．1681：同p．106（no．361）
176．ポーロッキイ著。Beqep　Ay山eBHa月．1683：同p．107（no．362）
177．『400年史』P．62
178．『キセリョーフ論文』p．167
179．PyccKaH　cTaponeqaTHaH　”HTepaTypa；（XVI－nepBa只　9eTBepTb　XVIII　B．）PeA．　Ko””eru月：
　　A．H．　Po6HHcoH　（MaB．　pen．）lM．，1981－．　CHMeoH　nonollKHn　M　ero　KHMron3naTeJbcKafl
　　nefiTe”bHocTb．　JI．　A．　qepHafl　H　Ap．　M．，1982．
180．ZcToMMH，　K．，ByKBapb．　FpaBHpoBaH　JIeoHTHeM　ByHHHb1M，oTneua：’aH　B　1694　rony　B　MocKBe．
　　JI．，　1981．　Reprint　ed．に対する解説のための別冊のふたつの論文のうちのひと
　　つ。nyKb只HeHKo，　B．　H．，　y　HcToKoB　pyccKoro　6yKBap兄．　p．4〔請求記号GH－2317（2）〕
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1 8 1 ． 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 3 9 （ n o ． 8 5 ）
1 8 2 ． n a M A T H M K H 　 ” M T e p a T y p b l 　 n p e B H e t i 　 P Y c H ． 　 X V I I 　 B e K ． 　 K H ． 3 ． 　 M ． ， 1 9 9 4 ． 〔 請 求 記 号 F H －
　 　 1 1 1 2 7 〕
1 8 3 ． C o m e n i u s ， 　 J o h a n n 　 A m o s ． ， 　 O r b i s 　 s e n s u a l i u m 　 p i c t u m ． 　 N u r e m b e r g ， 1 6 5 4 ．
1 8 4 ． C 』 o B a P b 　 P y c c K o P o 　 f i 3 b i K a 　 X I 　 X V I I 　 B B ・ B b l n ． 　 L M ， 1 9 7 5 － 〔 請 求 記 号 G H － 2 2 0 4 〕
　 　 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン の 『 初 等 読 本 』 の 本 文 の ペ ー ジ が 見 返 し の 装 飾 に 使
　 　 用 さ れ て い る の は 、 1 2 、 1 3 、 1 5 、 1 6 、 1 8 の 各 巻 。
1 8 5 ． 注 1 8 0 に 前 出 の ル キ ャ ネ ン コ の 解 説 文 p ． 　 5
1 8 6 ． 『 1 7 世 紀 の ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 5
1 8 7 ． 〔 J l a B p e H T 砿 3 H 3 a H 曲 T y c T a H o B c K H A 〕 ． 　 K a T e x M 3 H c ． 〔 o K ． 2 9 ． 1 ． 1 6 2 7 〕 ： 『 ジ ョ ー ル ノ
　 　 ワ の 総 目 録 』 p ． 3 4 （ n o ． 6 3 ）
1 9 9 ． r p a M M a T H K a 　 c 刀 a B ” H c K a A ． 　 B H ” b H o ， 1 5 9 6 ： 『 カ ラ タ ー エ フ の 記 述 目 録 』 p ． 2 7 0 （ n o ．
　 　 1 4 5 ）
1 8 9 ． カ ト リ ッ ク の 支 配 地 域 に お い て ギ リ シ ア 正 教 の 儀 式 や 慣 習 を 認 め る こ と を 条
　 　 件 に 行 わ れ た カ ト リ ッ ク 教 会 と の 連 合 。 だ が カ ト リ ッ ク か ら の 圧 迫 や 教 会 連
　 　 合 に 反 対 し 、 本 来 の ギ リ シ ア 正 教 に 基 づ く 生 活 を と り も ど す た め の 闘 い が 各
　 　 地 で 組 織 さ れ た 。
1 9 0 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 3 9 － 1 4 1
1 9 1 ． G a l i l e i ， 　 G a l i l e o ． ， 　 D i a l o g o 　 d i 　 G a l i l e i 　 L i n c e o … s o p r a 　 i 　 d u e 　 m a s s i m i 　 s i s t e m i 　 d e I
　 　 m o n d o 　 T o l e m a i c o ， 　 e 　 C o p e r n i c a n o ． 　 F i o r e n z a ， 1 6 3 2 ．
1 9 2 ． 『 4 0 0 年 史 』 P ． 5 6
1 9 3 ． K o p M q a 月 ． 1 6 5 0 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 7 1 （ n o ． 2 2 2 ）
1 9 4 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 5 3
1 9 5 ． 同 上 。 p ． 3 3
1 9 6 ． 同 上 。 P ． 3 2
1 9 7 ． 　 ［ 「 l o J I H K a p n o B ， Φ ． 　 n ． ］ J l e K c H K o H 　 T p e A 3 b N H b l t h ． 　 c H p e q b 　 P e q e H H □ c J a B e H c K H x ， 　 e 川 H H o －
　 　 r p e q e c K H x 肋 a T H H c K H x 　 c o K p o B H 山 e ． 以 下 省 略 。 　 M ． ， 1 7 0 4 ： 『 ピ ョ ー ト ル 時 代 の キ
　 　 リ ル 文 字 出 版 物 総 目 録 』 p ． 1 0 3 （ n o ． 3 5 ）
1 9 8 ． n e g a T H b l n 　 n p H K a 3 ． 1 6 世 紀 か ら 1 7 2 2 年 に か け て 存 続 し た 公 証 機 関 。 国 璽 の 保 管 と
　 　 押 印 お よ び 手 数 料 の 徴 収 を 行 っ た 。 『 ソ ビ エ ト 歴 史 百 科 』 第 1 1 巻 5 6 4 頁 に よ れ
　 　 ば 使 節 （ 外 務 ） 庁 に 従 属 し て い た 。
1 9 9 ． C y p o ） K C K H n 　 P f i n ． ク リ ミ ア 半 島 南 部 ・ 黒 海 沿 岸 の ス ー ロ ジ （ 現 ス ダ ー ク ） か ら モ
　 　 ス ク ワ に や っ て 来 た 「 ス ー ロ ジ 商 人 」 に 由 来 す る 。 ス ー ロ ジ は ジ ェ ノ ヴ ァ 人
　 　 が 建 設 し た 植 民 都 市 の う ち の ひ と つ ソ ル ダ イ ア の ロ シ ア 名 。 「 ス ー ロ ジ 商 人 」
　 　 た ち が モ ス ク ワ に 来 た こ と は 1 3 5 6 年 に 初 め て 年 代 記 に あ ら わ れ る 。 か れ ら は
　 　 黒 海 沿 岸 の 各 植 民 都 市 の イ タ リ ア 人 た ち と の 交 易 に よ り 得 た 品 々 を モ ス ク ワ
　 　 に も た ら し た 。 そ の 後 、 主 に 絹 織 物 を 商 う リ ャ ー ト 名 に ス ー ロ ジ の 名 称 が 残
一
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ロシアにおける書籍印刷（第2回）
　　った。訳語には「スーロジ屋」「舶来屋」なども検討したが、黒海が「スーロ
　　ジ海」とも呼ばれたことにちなんで「黒海屋」とした。
200．財務庁は徴収のほか行政や司法も一部つかさどった16－17世紀ロシアの行政機
　　関で、地域別に担当した。ウスチューク財務庁は1560～70年代から使節庁と
　　合併する1680年まで存続した。22～26都市と郡を管割下においた。
201．印璽庁と同じくnegaTHblM　npHKa3という名称だがまぎらわしいので区別するため
　　に1コpHKa3　KHHronegaTHoro・Ae”aとも書かれる。
202．KMpttnoB，　M．　K．，1．IB（1．Tyulee　cocTo朋He　BcepoccmbcKoro　rocyEapcTBa．　M．，1977．98頁
　　にqapaHAaまたはqaPOHnaという名称の町に関する記述がある。位置はベロオー
　　ゼロからカルゴポリ方向に160露里（約170km）の地点。地図上では未確認だ
　　が、他に同じ地名がないのでおそらくチャロンダ管区と地域が一致するもの
　　と思われる。
203．『17世紀ロシアの書物』p．51
204．同上。p．47
205．丑peBHepyccKoe　rpanocTpOHTenbcTBo　X－XV　BeKoB．　non　06ur．　pen．　H．Φ．　ryn朋HuKoTo．
　　ヱ＞L，1993．p．361
206．『モスクワ史』第1巻。p．433
207．同上。p．433
208．『17世紀ロシアの書物』p．46
209．同上。p．47
210．最も多かった八百屋街シーラ・ニキーチンの購入部数は次の通り。
　　1650年％『論集』4。％『福音経』『諸聖略伝』各5。％『論集』『福音経』
　　各3。％『マルガリート（真珠）』2、『福音経』1。％『論集』2、『福音経i
　　4。1651年％『マルガリート（真珠）』3。％『マルガリート（真珠）』イヴ
　　ァン・ニキフォロフと共同で7冊。％『論集』5。％『論集』『福音経』『諸
　　聖略伝』各1。％『福音経』5。％『論集』6。％『初等読本』イヴァン・
　　ニキフォロフと共同で500。％『月課経』5月、7月、8月各6。1652年％「月
　　課経310月＝1、12月＝6、4月＝3、5月＝6、6月＝8、7月＝6。1653
　　年％o『月課経』9月、10月各1。
211．『17世紀ロシアの書物』p．47－48
212．同上。p．48。当時、皇帝の不興をかうと投獄や流刑、最悪の場合は処刑され
　　た。家族も同じ運命をたどることがあった。それと同時に財産も没収され、
　　書籍もその対象とされた。ゴリーツィンの蔵書はこの時点では93冊で、50％
　　以上が非教会的内容の書籍であった。その中にドイツ語およびポーランド語
　　の文献が約10冊含まれていた。分野は歴史、哲学、文献学、法学、軍事、政
　　治、動物学、測量学、文学。
213．『17世紀ロシアの書物』p．54
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2 1 4 ． C a n y H o B ， 　 B ． 　 B ． ， 　 n y T H 　 p a c n p o c T p a H e H M f l 　 K H H r H 　 B 　 P o c c H H 　 B 　 X V I I 　 B ． ／ K H M r a 　 B 　 P o c c H M
　 　 X V I I － H a g a J i a 　 X I X 　 B ． 　 n p O 6 乃 e M b l 　 c o 3 n a H M H 　 H 　 p a c 叩 o c T p a H e H M f i ． 　 C 6 0 p H M K 　 H a y g H b l x 　 T p y 丑 o B ．
　 　 J I ． ， 1 9 8 9 ． 　 p ． 1 2 － 2 0
2 1 5 ． 同 上 。 p ． 1 3
2 1 6 ． 1 ’ l o K y n a T e A H 　 H 3 n a H H t i 　 M o c K o B c K o n 　 T H n o r p a φ H H 　 B 　 c e p e f i l i H e 　 X V I I 　 B e K a ． 　 y K a 3 a T e ” b 　 H M e H
　 　 n r e o r p a φ H q e c K H x 　 H a 3 B a H M M ． 　 C o c T ． 　 C ． 　 n ． 　 J l y n n o B ． 　 J I ． ， 1 9 8 4 〔 請 求 記 号 Z A － 1 0 6 2 〕
2 1 7 ． J l y n n o B ， 　 C ． 　 n ． ， 　 n p o 五 a ） K a 　 B 　 M o c K B e 　 y g e 6 H b l x 　 n c a m b i p e M 　 （ 1 6 6 3 p ． ） ／ K H H r o T o p r o B o e
　 　 H 6 1 i 6 A H o T e g H o e 　 n e 刀 o 　 B 　 P o c c H H 　 B 　 X V I I － n e p B o t l 　 n o 」 o B H H e 　 X I X 　 B ． 　 C b O p H M K 　 H a y g H b l x
　 　 T p Y A o B ． 　 J I ． ， 1 9 8 1 ． p ． 6 － 2 1
2 1 8 ． K o p n y c 　 3 a n H c e 菌 H a 　 c T a p o n e q a T H b l x 　 K H H F a x ． 　 B b m ． 1 ． 　 C 「 1 6 ． ， 1 9 9 2 ．
2 1 9 ． B H r M e B ， 　 A ． 　 H ． ， 　 l i c T o p H f l 　 o T e q e c T B e H H o t i 　 n o g T b l ． 2 － e 　 H 3 n ， 　 n e p e p a 6 ． 　 H 　 A o n ． 　 M ． ， 1 9 9 0 ．
2 2 0 ． 『 聖 書 』 以 外 の 書 籍 を 含 め た 帳 簿 全 体 に 記 さ れ て い る 女 性 は モ ロ ゾ ワ 夫 人 の ほ
　 　 か に 貴 族 な い し 公 爵 夫 人 が 4 人 、 女 子 修 道 院 長 が ひ と り で あ る 。 1 7 世 紀 ロ シ
　 　 ア に お い て は 女 性 に 対 し て 教 育 は 行 わ れ ず 、 し た が っ て そ の 識 字 率 は ほ と ん
　 　 ど ゼ ロ に 近 か っ た と さ れ て い る が 、 上 流 階 級 や 聖 職 者 の あ い だ で は 女 性 に 対
　 　 し て も 一 定 程 度 の 教 育 を 行 っ て い た こ と が う か が え る 。
2 2 1 ． L u d o l f i ， 　 H e n r i c i 　 W i l h e l m i ． ， 　 G r a m m a t i c a 　 R u s s i c a ． 　 O x o n i i ， 　 M D C X C V I
　 　 　 〔 1 6 9 6 〕 ． R e p r i n t e d ． 　 O x f o r d ， 1 9 5 9 ． 〔 早 大 語 研 6 1 0 － 4 － B 〕
2 2 2 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 7 － 3 8
　 　 〈 本 文 及 び 注 に 書 名 を 掲 げ て い な い 参 考 文 献 ＞
1 6 ． 　 J ． カ ー タ ー 、 P ． 　 H ． ム ー ア 編 ／ 西 洋 書 誌 研 究 会 訳 『 西 洋 を き ず い た 書 物 』
雄 松 堂 書 店 、 1 9 7 7 年
〈 第 1 回 へ の 訂 正 と 補 足 〉
訂 正 　 1 0 1 頁 5 行 目
　 　 　 1 1 1 頁 1 4 行 目
　 　 　 1 1 3 頁 1 行 目
　 　 　 1 1 7 頁 1 9 行 目
　 　 　 1 1 9 頁 1 6 行 目
　 　 　 1 3 8 頁 5 ．
補 足 一 図 版 の 出 典
　 　 　 図 1 お よ び 図 2
? ?
? ? ?
オ ー ス ト ラ リ ア → オ ー ス ト リ ア
総 主 数 → 総 主 教
地 下 室 → 地 階
n o n O U K H 藺 → 「 1 0 刀 O U K H 目
人 名 が → 人 名 を 含 め た 構 成 メ ン バ ー 全 体 が
入 語 → 入 門
『 ス コ リ ー ナ 　 文 書 と 資 料 集 』 口 絵
『 4 0 0 年 史 』 1 7 頁
同 上 ． 3 8 頁 と 3 9 頁 の 間 の 挿 絵
同 上 ． 4 0 頁 と 4 1 頁 の 間 の 挿 絵
　 　 　 　 　 　 　 　 （ い わ た 　 ゆ き お 　 校 友 ・ ナ ウ カ 株 式 会 社 ）
7 回 の ＄ 手 的 勾 覇 ド 甑 、 パ 峯 訂 丘 を 行 孤 ．
） ° ’ 7 秘 8 日 一 η
岩 1 ヨ 行 雄
